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編
集
後
記

混
乱
の
中
行
わ
れ
た
国
葬
（
？
）
が
終
わ
り
ま
し
た
。
故
人
を

弔
う
事
に
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
在
職
時
の
様
々
な
問
題

が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
問
題
視
さ
れ
て
き
た
宗
教
団
体

と
政
治
・
政
治
家
の
関
係
性
な
ど
に
よ
り
様
々
な
物
議
を
醸
し
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
説
明
が
極
め
て
不
十
分
な
ま
ま
、
強
行
感
の
み

が
残
っ
た
式
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
招
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
で
は

こ
の
問
題
の
整
理
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
弱
者
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種
対
策
な
ど
、
国
民
視
点
に

立
っ
た
国
会
運
営
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

今
は
ま
さ
に「
秋
」真
っ
直
中
で
す
。
秋
と
言
え
ば
実
り
の
秋
、

食
欲
の
秋
と
言
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
筆
者

の
出
身
で
あ
る
北
海
道
は
農
畜
産
物
・
水
産
物
の
宝
庫
、
コ
ロ
ナ

禍
も
相
俟
っ
て
最
近
は
「
お
取
り
寄
せ
」
が
主
流
で
す
か
ら
、
経

済
活
性
化
の
意
味
で
も
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
因
み
に
私

は
、
新
潟
の
友
人
か
ら
毎
年
新
米
を
届
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
お
米
も
安
定
の
食
味
、
流
石
に
米
ど
こ
ろ
で
す
ね
。

先
日
（
九
月
二
一
日
）、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
二
二
年
度
上

半
期
の
農
業
景
況
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
調
査
対
象
数
は

少
な
い
も
の
の
、
農
業
全
体
の
景
況
Ｄ
Ｉ
（
指
数
）
で
は
、
前
年

実
績
よ
り
一
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
マ
イ
ナ
ス
四
二
・
九

に
。
下
期
を
見
通
し
た
年
間
値
で
は
、
さ
ら
に
厳
し
い
マ
イ
ナ
ス

五
五
・
一
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
農
業
各
部
門
と
も
低
下
す
る

な
か
、
酪
農
部
門
が
厳
し
く
、
大
生
産
地
の
北
海
道
で
は
稲
作
部

門
や
酪
農
部
門
の
マ
イ
ナ
ス
値
が
多
い
結
果
（
何
れ
も
マ
イ
ナ
ス

八
〇
以
上
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要
因
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
原

材
料
費
の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
、
輸
入
割
合
が
高
い
「
肥
料
費
」

や
「
飼
料
費
」
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
く
部
門
・
地
域
が
直
接
的
に
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
の
回
答
で
は
「
補
助
金
・
価

格
補
填
の
利
用
」
や
「
ま
と
め
買
い
や
仕
入
れ
先
と
の
交
渉
」
な

ど
で
、「
価
格
転
嫁
」
と
す
る
割
合
は
少
な
く
、
生
産
者
の
苦
悩

と
苦
労
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
号
の
特
集
は
「
米
市
場
の
歴
史
的
分
岐
点
」
を
テ
ー

マ
に
、
各
方
面
の
方
々
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
五
〇
年
余

に
及
ぶ
生
産
調
整
政
策
が
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
国
際
的
な
日

本
米
の
位
置
づ
け
と
今
後
の
発
展
方
法
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直
近
の
課
題
で
あ
る
「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」
が
及
ぼ
す
穀
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
寄

稿
い
た
だ
い
て
お
り
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
読
書
の
秋
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
じ
っ
く
り
読

ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

結
び
に
、
表
紙
と
中
表
紙
を
飾
っ
て
く
れ
た
石
川
分
会
か
ら
の

写
真
の
投
稿
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
読
者
の
皆
さ

ん
か
ら
も
季
節
感
あ
る
写
真
の
投
稿
を
待
っ
て
い
ま
す
。（

柴
山
）
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「アジア・アフリカ支援米の刈り取り」（石川分会）
本年9月17日に金沢市で行われた「食とみどり、水を守るいしかわネットワーク」による、アジア

・アフリカ支援田での稲刈り模様です。当日は多くの方が参加しました。
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近
年
の
日
本
の
首
相
は
長
期
政
権
と
短
期
政
権

が
交
替
で
現
れ
て
い
た
。
変
人
宰
相
と
い
わ
れ
た

小
泉
純
一
郎
氏
（
二
〇
〇
一
年
四
月
〜
二
〇
〇
六

年
九
月
）
が
五
年
強
の
長
期
在
位
を
降
り
た
後
に

は
、
自
民
党
の
短
命
内
閣
が
安
倍
晋
三
氏
（
二
〇
〇
六
年
九
月
〜

二
〇
〇
七
年
九
月
）、
福
田
康
夫
氏
（
二
〇
〇
七
年
九
月
〜
二
〇

〇
八
年
九
月
）、
麻
生
太
郎
氏
（
二
〇
〇
八
年
九
月
〜
二
〇
〇
九

年
九
月
）
と
一
年
ず
つ
続
い
た
。
こ
こ
で
完
全
に
国
民
に
飽
き
ら

れ
た
自
民
党
は
政
権
を
失
い
、
今
度
は
そ
れ
ま
で
の
三
野
党
（
民

主
党
、
社
民
党
、
国
民
新
党
）
が
連
立
を
組
ん
で
鳩
山
由
紀
夫
氏

（
二
〇
〇
九
年
九
月
〜
二
〇
一
〇
年
六
月
）、
菅
直
人
氏
（
二
〇

一
〇
年
六
月
〜
二
〇
一
一
年
八
月
）、
野
田
佳
彦
氏
（
二
〇
一
一

年
九
月
〜
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
と
三
代
の
内
閣
が
継
続
し
た
。

こ
の
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
（
一
九
七
九
年
五
月
〜

一
九
九
〇
年
一
一
月
）・
メ
ー
ジ
ャ
ー
（
一
九
九
〇
年
一
一
月
〜

一
九
九
七
年
五
月
）、
メ
ル
ケ
ル
（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
〜
二
〇

一
八
年
一
二
月
）、
ブ
ッ
シ
ュ
（
二
〇
〇
一
年
一
月
〜
二
〇
〇
九

年
一
月
）
ら
の
長
期
政
権
が
継
続
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
任
期

の
長
い
大
統
領
制
の
国
が
長
期
政
権
に
な
り
や
す
い
の
は
当
然
で

は
あ
る
が
、
日
本
の
任
期
の
短
さ
は
そ
う
し
た
要
因
を
超
え
て
、

強
烈
に
公
約
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
が
政

権
党
に
欠
け
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
こ
の
後
に
は
、
先
に
病
気
で
引
退
し
て
後
が
な
い
と

見
ら
れ
て
い
た
安
倍
晋
三
氏
が
再
び
首
相
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年

九
月
ま
で
の
長
期
政
権
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
内
閣
は

改
造
す
る
ご
と
に
内
閣
府
へ
の
権
力
集
中
を
進
め
て
、「
安
倍
一

強
」
状
況
を
作
り
出
し
、
マ
ス
コ
ミ
界
も
味
方
に
つ
け
て
「
外
交

の
安
倍
」「
プ
ー
チ
ン
と
の
友
人
関
係
」
等
の
イ
メ
ー
ジ
を
捏
造

し
な
が
ら
長
期
政
権
を
作
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

こ
の
後
は
安
倍
内
閣
の
継
続
版
と
も
見
ら
れ
た
菅
義
偉
氏
（
二

〇
二
〇
年
九
月
〜
二
〇
二
一
年
一
〇
月
）
を
経
て
、
安
倍
氏
と
は

微
妙
な
関
係
に
あ
っ
て
総
裁
・
首
相
の
禅
譲
を
待
っ
て
い
た
岸
田

文
雄
氏
が
選
ば
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ

た
安
倍
氏
の
横
死
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
岸
田
首
相
の
政
策
決

定
の
幅
が
広
が
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
岸
田
内
閣
は

長
期
政
権
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
短
命
に
終
わ
る
の

だ
ろ
う
か
。

総
裁
選
に
向
け
て
岸
田
氏
が
強
調
し
て
い
た
政
権
イ
メ
ー
ジ

は
、「
新
し
い
資
本
主
義
論
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
議
論
は

抽
象
的
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
政
権
が
変
わ
る
と
い
う

新
鮮
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。「
新
し
い
日

本
経
済
論
」
で
は
な
く
「
資
本
主
義
論
」
と
構
え
た
と
こ
ろ
か
ら

見
れ
ば
、
日
本
経
済
の
有
す
る
資
本
主
義
的
な
仕
組
み
の
強
さ
を

強
調
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
点
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
す
る
努
力
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

特
に
経
済
政
策
面
で
は
安
倍
政
権
を
支
え
た
財
政
政
策
の
積
極

岸
田
内
閣
は
長
命
た
り
う
る
か
？
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派
（
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｍ
Ｔ
派
）
と
、
マ
イ
ル
ド
な
通
貨
管
理
を
目
指

す
伝
統
派
の
間
に
財
政
政
策
を
め
ぐ
る
対
立
が
表
面
化
し
て
い
た

だ
け
に
―
Ｍ
Ｍ
Ｔ
派
を
批
判
し
た
矢
野
康
治
・
財
務
事
務
次
官
論

文
（『
文
芸
春
秋
』
二
〇
二
一
年
一
一
月
号
）
な
ど
が
問
題
に
な

っ
て
い
た
だ
け
に
―
、
両
者
の
論
争
に
期
待
し
た
が
、
ま
っ
た
く

の
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

間
も
な
く
一
年
間
を
経
過
し
よ
う
と
す
る
岸
田
内
閣
に
対
し

て
、
以
下
、
安
倍
内
閣
が
避
け
続
け
た
正
直
な
政
治
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
希
望
を
込
め
て
、
政
治
姿
勢
の
次
元
で
望
ま
れ
る
三

点
に
つ
い
て
の
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
極
め
て
常
識
的
・
心

構
え
的
な
言
い
方
に
な
る
が
、
岸
田
内
閣
は
安
倍
・
菅
内
閣
型
の

権
威
主
義
的
姿
勢
を
改
め
て
、
全
う
な
言
論
の
自
由
が
保
証
さ
れ

る
国
家
に
戻
す
責
任
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
安
倍
氏
に
よ
る

森
友
、
加
計
、
桜
を
見
る
会
の
経
過
は
典
型
的
な
役
人
・
秘
書
へ

の
責
任
の
押
し
つ
け
疑
惑
で
あ
り
、
自
民
党
の
政
治
勢
力
と
し
て

の
倫
理
性
を
十
分
に
疑
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
岸
田
内
閣
に
は
要

求
さ
れ
て
い
る
財
務
省
の
行
動
を
示
す
諸
文
書
類
の
公
開
に
つ
い

て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。

第
二
は
、
日
本
の
政
財
界
人
は
、
経
済
の
現
状
に
見
合
っ
た
位

置
感
覚
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
為
替
相
場

の
円
安
へ
の
振
れ
と
い
う
要
因
も
あ
る
が
、
日
本
は
す
で
に
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
い
て
韓
国
に
遅
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
三
〇
数
か
国

の
中
で
は
購
買
力
平
価
で
の
順
位
は
三
〇
位
前
後
に
あ
る
。
Ｇ
5

等
で
国
際
的
に
指
導
的
な
国
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
先
進
国
で
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
九

〇
年
代
以
降
の
長
期
の
不
況
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
不
況
で
あ
っ

て
も
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
資
本
主
義
を
作
る
た
め
に
、
各

種
の
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
べ
き
時
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
防
衛
問
題
を
め
ぐ
る
日
本
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
広
島
市
を
選
挙
区
と
す
る
岸
田
氏
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
世

界
に
訴
え
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
沖
縄
の

守
備
隊
が
早
く
降
伏
す
る
道
を
選
択
し
、
あ
る
い
は
関
東
軍
・
満

州
国
軍
が
在
満
日
本
人
を
見
捨
て
る
選
択
を
し
な
け
れ
ば
、
生
命

を
全
う
出
来
た
人
々
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ

る
。
戦
後
の
日
本
が
「
日
本
も
平
等
に
軍
事
力
を
担
え
」
と
い
う

方
向
に
傾
斜
す
る
こ
と
な
く
、
憲
法
の
前
文
で
宣
言
し
て
い
る
大

方
針
＝
「
日
本
国
民
は
…
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義

に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し

た
」
と
い
う
、
一
見
す
る
と
非
現
実
的
と
も
受
け
取
れ
る
平
和
主

義
を
打
ち
出
し
た
こ
と
も
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
日
本
が
再
び
侵

略
国
と
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
侵
略
す
る
能
力
を
失
う
ほ
か
は
な

い
と
い
う
知
恵
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
今
日
の
政
治
課
題
と
の
関
連
か
ら
見
て
も
、
岸

田
内
閣
の
諸
施
策
が
権
威
主
義
的
・
国
家
主
義
的
な
姿
勢
を
拒
否

す
る
方
向
へ
の
転
換
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
Ｋ
Ｋ
）
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「
歴
史
的
分
岐
点
」
と
い
う
と
何
や
ら
大
げ
さ
で
あ
る
が
、
日

本
の
米
市
場
が
現
在
あ
る
方
向
へ
と
向
か
っ
て
き
た
歴
史
の
流
れ

の
通
過
点
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
方
向
と
は
国
内
米

市
場
の
縮
小
で
あ
り
、
正
確
に
言
う
と
近
代
化
の
初
期
段
階
へ
の

歴
史
的
縮
小
で
あ
る
。
第
1
図
は
、
国
内
米
需
給
の
長
期
的
推
移

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
的
で
は
あ
る
が
統
計
デ
ー
タ
が
取

れ
る
一
八
七
八
年
以
降
、
約
一
〇
〇
年
間
の
近
代
化
の
過
程
で
拡

大
し
て
き
た
米
市
場
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
を
頂
点
と
し
て
約

五
〇
年
間
で
も
と
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
戻
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
二

〇
二
一
年
産
の
米
（
主
食
用
米
）
消
費
量
七
一
二
・
九
万
ト
ン
、

水
稲
（
主
食
用
米
）
収
穫
量
七
〇
〇
・
七
万
ト
ン
は
い
ず
れ
も
一

九
〇
二
年
と
一
八
九
八
年
に
突
破
し
た
水
準
だ
が
、
そ
れ
ら
は
日

清
戦
争
と
日
露
戦
争
の
間
に
お
い
て
、
日
本
が
産
業
革
命
を
経
て

早
熟
的
に
帝
国
主
義
へ
転
化
し
て
い
く
時
期
に
当
た
る（
石
井（
一

九
九
一
、
ｐ
�
一
八
一
、
一
九
二
―
一
九
三
））。
ま
た
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
（
全
中
）
の
試
算
で
は
、
二
〇
三
〇
年
に
主
食

用
米
需
要
は
五
七
四
万
ト
ン
に
ま
で
縮
小
す
る
。
こ
れ
は
一
八
八

七
年
に
突
破
し
た
水
準
で
あ
る
が
、
そ
の
二
年
後
の
一
八
八
九
年

は
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
日
本
は
立
憲
国
家
と
し
て
の
歩

み
を
始
め
た
年
で
あ
る
。
需
要
の
減
少
に
と
も
な
っ
て
拡
大
し
て

き
た
の
が
生
産
調
整
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
に
お
い
て
水
田
面
積

二
二
三
・
六
万
ha
に
作
付
け
ら
れ
て
い
る
主
食
用
米
は
一
三
〇
・

三
万
ha
に
過
ぎ
ず
、
残
り
九
三
・
三
万
ha
（
三
九
・
九
％
）
は
そ

れ
以
外
の
作
物
に
よ
っ
て
い
る
。「
主
食
」
と
さ
れ
る
米
の
市
場

が
そ
の
水
準
ま
で
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し

て
今
後
も
縮
小
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
ま
ず
は
事
実
と
し
て

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
米
市
場
の
縮
小
は
あ
く
ま
で
も
結
果
に
過
ぎ
ず
、
そ

特
集

米
市
場
の
歴
史
的
分
岐
点

西
川
邦
夫

茨
城
大
学
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れ
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
方
を
問
題
と
し
て
検
討
の
俎
上
に
載
せ

る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
食
料
消
費
の
変
化
、
競
合
す
る
食
品

（
パ
ン
・
麵
等
）
と
比
較
し
た
供
給
コ
ス
ト
の
高
さ
、
ま
た
生
産

調
整
を
中
心
と
し
た
政
策
の
あ
り
方
等
多
様
な
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
特
集
の
目
的
は
そ
れ
ら

を
個
別
に
論
じ
る
こ
と
で
は
な
く
、
市
場
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

せ
た
構
造
（
枠
組
み
）
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
本

特
集
で
は
、
過
剰
が
顕
在
化
し
て
市
場
の
縮
小
が
始
ま
っ
た
一
九

七
〇
年
代
以
降
か
ら
現
在
に
至
る
期
間
を
対
象
と
し
て
、
需
給
調

整
と
水
田
利
用
（
生
産
）、
消
費
・
流
通
と
価
格
形
成
（
消
費
）、

輸
出
（
国
際
関
係
）
の
三
点
に
注
目
し
て
こ
の
間
の
変
化
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。
第
一
論
文
「
水
田
土
地
利
用
と
米
需
給
調
整
」

（
秋
山
満
・
神
代
英
昭
）
で
は
、
統
計
デ
ー
タ
を
駆
使
し
つ
つ
需

給
調
整
を
め
ぐ
る
問
題
群
と
し
て
、
劣
等
地
に
対
す
る
傾
斜
配

分
、
適
正
米
価
の
水
準
、
ま
た
水
田
利
用
の
実
態
を
検
討
し
て
い

る
。
第
二
論
文
「
米
消
費
減
の
加
速
化
と
「
生
産
調
整
政
策
」
の

転
換
へ
」（
吉
田
俊
幸
）
で
は
、
近
年
に
お
け
る
米
消
費
の
減
少

と
生
産
調
整
政
策
の
限
界
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
米
・
米
加
工

品
の
輸
出
に
水
田
農
業
の
展
望
を
求
め
て
い
る
。
第
三
論
文
「
米

輸
出
の
基
本
問
題
」（
西
川
）
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
食
糧
援

助
と
商
業
輸
出
の
歴
史
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
補
助
金
に
よ
る
過

剰
処
理
と
い
う
点
で
両
者
に
違
い
は
無
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
以
上
の
論
文
を
通
じ
て
、
本
特
集
で
は
中
長
期
的
に
形
成
さ

第1図 国内米需給の長期的推移

資料：西川（2021）を大幅に修正した上で引用した。原資料は農政調査委員会編（1977）、農林水産省『作物統
計』『食料需給表』、全国農業協同組合中央会提供の資料。

注：1）水稲作付面積・収穫量は、2008年以降は主食用米の値。
2）米消費量について、1959年以前は農政調査委員会編（1977）より、1960年以降は『食料需給表』の粗食
料の値を取った。

3）水稲不作付面積＝田本地面積―水稲作付面積。

米市場の歴史的分岐点 ���������������������������
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れ
て
き
た
縮
小
の
構
造
を
素
描
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
代
わ
る

今
後
の
展
望
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
抽
出
し
た
い
。
さ
ら
に
第
四

論
文
「
新
潟
県
水
田
農
業
の
担
い
手
経
営
の
実
態
と
課
題
」（
平

林
光
幸
）
で
は
、
米
主
産
地
の
新
潟
県
に
お
け
る
水
田
農
業
の
現

状
を
報
告
し
て
い
る
。
米
主
産
地
に
お
け
る
模
索
か
ら
も
、
今
後

の
展
望
へ
の
示
唆
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

本
特
集
の
各
論
文
か
ら
筆
者
な
り
に
国
内
米
市
場
の
縮
小
を
も

た
ら
し
た
構
造
と
今
後
の
展
望
を
素
描
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な

る
だ
ろ
う
。
国
内
米
市
場
の
縮
小
を
そ
の
基
礎
で
規
定
し
て
い
る

も
の
は
、
単
純
に
国
内
米
消
費
の
減
少
だ
け
で
な
く
、
過
剰
生
産

を
海
外
へ
の
輸
出
に
よ
っ
て
処
理
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

要
因
は
国
産
米
の
国
際
競
争
力
が
低
位
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
と
の
二
国
間
関
係
を
中
心
と
し
た
国
際
政
治
に
お
い
て

日
本
が
補
助
金
付
き
過
剰
輸
出
を
阻
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い

（
西
川
）。
そ
の
た
め
過
剰
処
理
は
生
産
調
整
の
際
限
の
な
い
拡

大
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
劣
等
地
の
切
り
捨
て
に
よ
る
耕
境
の

後
退
だ
け
で
な
く
優
等
地
に
お
い
て
も
生
産
力
の
発
展
を
阻
ん
で

き
た
と
い
え
る
（
秋
山
・
神
代
）。
近
年
は
高
齢
者
層
を
中
心
に

米
消
費
の
減
少
は
加
速
し
（
消
費
者
の
価
格
志
向
を
満
た
せ
な
い

こ
と
が
要
因
と
し
て
大
き
い
）、
生
産
調
整
政
策
の
行
き
詰
ま
り

感
が
強
ま
っ
て
い
る
（
吉
田
）。

以
上
の
構
造
を
前
提
と
す
る
と
、
今
後
の
展
望
は
国
際
政
治
上

の
制
約
を
緩
和
し
、
国
内
生
産
力
の
自
由
な
展
開
を
確
保
す
る
こ

と
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
構
造

に
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
と
い
う
点
で
、
現
在
は
「
歴
史
的
分
岐

点
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー

ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
頓
挫
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
脱
退
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
貿

易
ル
ー
ル
の
形
成
に
対
す
る
影
響
力
を
弱
め
て
い
る
こ
と
は
、
日

本
が
主
体
的
に
活
動
し
う
る
空
間
と
、
貿
易
ル
ー
ル
形
成
に
貢
献

す
る
可
能
性
の
拡
大
を
意
味
し
て
い
る
。
過
去
の
輸
出
補
助
金
が

単
純
に
復
活
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
が
、
商
業
輸
出
に
対
す
る

支
援
か
ら
食
糧
支
援
ま
で
取
り
う
る
選
択
肢
は
多
く
、
日
本
の
方

か
ら
あ
え
て
狭
め
る
必
要
は
無
い
。
後
者
は
海
外
市
場
の
確
保
と

相
互
規
定
的
で
あ
る
。
需
要
の
拡
大
は
国
内
生
産
力
の
発
展
を
促

す
で
あ
ろ
う
し
1
、
ま
た
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
伴
っ
た
場
合
は

海
外
市
場
の
確
保
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
生
産
力
の
発
展
は
多

様
な
品
種
の
作
付
と
品
種
改
良
に
よ
る
単
収
の
上
昇
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
と
し
た

良
食
味
米
産
地
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
て
き
た
新
潟
で
す
ら

も
、
大
規
模
水
田
作
経
営
は
作
付
品
種
の
分
散
を
進
め
て
い
る
の

で
あ
る
（
平
林
）。
以
上
の
過
程
が
順
調
に
進
展
す
れ
ば
、
最
終

的
に
は
生
産
調
整
の
廃
止
も
視
野
に
入
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
考
察
は
筆
者
の
私
見
に
過
ぎ
な
い
。
読
者

諸
氏
が
本
特
集
の
諸
論
文
か
ら
現
在
の
米
市
場
を
取
り
巻
く
問
題

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
特
集
の
目
的
は

達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

��������������������������� 米市場の歴史的分岐点

６



参
考
文
献

・
石
井
寛
治
（
一
九
九
一
）『
日
本
経
済
史
（
第
二
版
）』
東
京
大
学
出
版
会
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
一
）「
主
食
用
米
市
場
の
縮
小
と
輸
出
用
米
振
興
の
現

状
」『
農
業
・
農
協
問
題
研
究
』
七
六
：
二
―
一
七
。

・
農
政
調
査
委
員
会
（
編
）・
加
用
信
文
（
監
）（
一
九
七
七
）『
改
訂

日
本

農
業
基
礎
統
計
』、
農
林
統
計
協
会
。

・
宇
佐
美
繁
（
一
九
七
六
）「
市
場
構
造
の
変
化
と
農
民
層
の
分
解
」
川
村
琢

『
現
代
農
業
と
市
場
問
題
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
：
四
八
五
―
五
一

三
。

1

高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
需
要
の
拡
大
と
上
層
農
の
形
成
の
対
応
関

係
を
、
部
門
別
に
分
析
し
た
宇
佐
美
（
一
九
七
六
、
ｐ
�
四
八
八
―
四

八
九
）、
を
参
照
。
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は
じ
め
に

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
を
起
点
と
し
た
業
務
用
需
要
を
中
心
と
す

る
米
需
要
減
退
に
伴
う
米
価
急
落
と
と
も
に
、
円
安
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
か
ら
原
油
価
格
、
肥
料
価
格
の
高
騰
が
引

き
起
こ
さ
れ
、
農
家
経
済
は
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
事
態
を
受
け
、
今
秋
に
も
新
基
本
法
の
検
証
・
見
直
し
が
検

討
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
視
野
に
置
き
な
が
ら
、

本
稿
で
は
水
田
農
業
の
危
機
的
状
況
を
、
水
田
土
地
利
用
と
需
給

調
整
の
側
面
か
ら
、
や
や
長
期
的
視
点
で
整
理
す
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
い
る
。

第
一
に
、
水
田
土
地
利
用
の
長
期
的
動
向
を
確
認
す
る
。
第
二

に
、
収
量
階
層
別
米
収
穫
量
の
動
向
か
ら
、
市
町
村
ベ
ー
ス
で
の

水
田
耕
境
縮
小
の
動
向
を
確
認
し
つ
つ
、
現
状
の
米
価
水
準
を
検

討
す
る
。
第
三
に
、
経
営
規
模
別
の
水
田
作
付
動
向
を
確
認
し
、

転
作
対
応
の
階
層
差
を
検
討
す
る
。
第
四
に
、
作
物
種
類
別
の
水

田
作
付
割
合
の
推
移
を
検
討
し
、
転
作
の
畑
作
物
へ
の
影
響
を
確

認
す
る
。

1
�
水
田
土
地
利
用
の
長
期
的
動
向

図
1
は
、
米
過
剰
が
顕
在
化
し
た
一
九
七
〇
年
以
降
の
水
田
面

積
と
水
稲
作
付
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
水
田
潰
廃
は
、
植

林
・
そ
の
他
（
荒
廃
農
地
中
心
）
と
畑
転
換
の
農
業
的
耕
境
縮
小

と
農
外
転
用
に
区
分
け
す
る
と
と
も
に
、
水
田
内
作
付
縮
小
は
、

水
稲
以
外
（
転
作
）
と
夏
期
不
作
付
（
麦
含
む
）、
及
び
主
食
以

外
の
米
作
付
（
新
規
需
要
米
中
心
）
に
区
分
け
し
て
表
示
し
て
あ

水
田
土
地
利
用
と
米
需
給
調
整

秋
山

満

神
代
英
昭

宇
都
宮
大
学

宇
都
宮
大
学
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る
。一

九
七
〇‐

七
五
年
の
第
一
次
減
反
は
、
休
耕
を
含
む
緊
急
避

難
的
生
産
調
整
が
進
ん
だ
が
、
七
三
年
の
食
料
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機

に
米
回
帰
の
動
き
が
強
ま
り
、
七
八
年
以
降
の
長
期
的
構
造
的
需

給
調
整
局
面
に
移
行
し
た
。
こ
う
し
た
復
田
の
動
き
は
八
〇
年
代

中
頃
の
東
北
連
続
不
作
に
よ
る
韓
国
米
緊
急
輸
入
、
九
三
年
の
平

成
大
不
作
時
の
外
米
緊
急
輸
入
で
繰
り
返
さ
れ
た
。
米
市
場
化
を

進
め
た
九
五
年
の
食
糧
法
以
降
は
、
生
産
調
整
面
積
の
急
拡
大
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
転
作
の
空
洞
化
傾
向
が
進
み
、
米
価
の
下
落
が

随
伴
し
た
。
二
〇
一
四
年
の
米
政
策
改
革
以
降
、
麦
・
大
豆
等
の

転
作
が
限
界
化
す
る
中
、新
規
需
要
米
に
よ
る「
米
に
よ
る
転
作
」

が
急
拡
大
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

七
〇
年
以
降
の
水
田
作
付
減
少
は
、
こ
う
し
た
生
産
調
整
に
伴

う
作
付
縮
小
と
と
も
に
、
水
田
潰
廃
が
継
続
的
に
進
行
し
た
。
こ

う
し
た
水
田
潰
廃
面
積
は
累
積
約
一
〇
〇
万
ha
に
達
し
、
現
状
の

生
産
調
整
面
積
に
匹
敵
す
る
水
田
耕
境
の
縮
小
が
進
行
し
た
。
特

に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
植
林
や
そ
の
他
（
荒
廃
農
地
）
の
増
大

に
伴
う
農
業
内
的
耕
境
縮
小
が
進
展
し
て
お
り
、
世
代
交
代
期
に

伴
い
、
こ
う
し
た
耕
境
縮
小
が
加
速
化
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
。

現
在
、
二
つ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
下
、
世
界
的
な
食
糧
危
機
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
日
本
の
場
合
、
主
食
た
る
米
の
安
定
的
生
産
が
そ

う
し
た
食
料
不
安
を
抑
え
て
い
る
。
し
か
し
、
復
田
過
程
で
経
験

図1 水田面積・作付の推移（全国・耕地及び作付面積統計）

注：「耕地及び作付面積統計」より作成。
水田かい廃面積区分内訳は2017年より簡略化し，内訳が継続しない。
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し
た
よ
う
に
、
一
度
潰
廃
化
し
た
農
地
を
復
元
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
農
地
の
保
全
目
標
を
明
確

化
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
う
し
た
耕
境
縮
小
局
面
は
、
セ
ン
サ
ス
の
耕
作
放
棄

地
、
耕
地
統
計
の
荒
廃
農
地
で
把
握
し
て
き
た
が
、
セ
ン
サ
ス
で

は
二
〇
二
〇
年
よ
り
廃
止
、
耕
地
統
計
で
は
二
〇
一
七
年
よ
り
簡

素
化
さ
れ
、
水
田
の
耕
境
縮
小
過
程
が
統
計
的
に
つ
か
め
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
世
代
交
代
期
に
直
面
す
る
今
こ
そ
、
こ
う
し
た

統
計
把
握
の
継
続
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

2
�
水
田
の
収
量
階
層
別
収
穫
量
の
動
向

図
2
は
、
水
稲
収
量
階
層
別
の
市
町
村
数
、
減
反
率
（
水
稲
作

付
／
水
田
面
積
）
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
水
田
の
あ
る
市
町
村
数

は
二
〇
二
〇
年
で
一
七
一
九
市
町
村
、
う
ち
北
海
道
や
沖
縄
を
中

心
に
約
一
割
の
一
六
九
市
町
村
が
水
田
作
付
無
し
と
な
っ
て
お

り
、
水
田
作
付
市
町
村
は
一
五
四
九
市
町
村
に
ま
で
縮
小
し
て
い

る
。
二
〇
二
〇
年
の
平
均
収
量
は
五
三
一
㎏
で
あ
る
が
、
市
町
村

数
の
ピ
ー
ク
層
は
四
七
〇
㎏
で
あ
り
、
土
地
条
件
に
応
じ
た
米
収

量
は
六
・
五
俵
か
ら
一
一
俵
ま
で
市
町
村
間
収
量
格
差
は
か
な
り

大
き
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

減
反
率
を
見
れ
ば
、
収
量
六
〇
〇
㎏
以
上
市
町
村
で
は
三
〇
％

を
下
回
る
が
、
収
量
が
下
が
る
ほ
ど
減
反
率
は
上
昇
し
、
四
八
〇

㎏
以
下
市
町
村
で
は
四
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
間
の
転
作
配

分
は
、「
不
利
益
平
等
」
的
な
一
律
配
分
か
ら
、
米
政
策
改
革
以

降
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
を
旗
印
に
傾
斜
配
分
傾
向
を
強
め

て
き
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
各
県
の
市
町
村
配
分
で
も
繰
り
返
さ

れ
、
結
果
と
し
て
劣
等
地
縮
小
型
の
傾
斜
配
分
が
進
行
し
て
き
た

と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
間
、
産
地
生
き
残
り
を
賭
け
良
質
米
生

産
に
傾
斜
し
て
き
た
が
、
収
量
向
上
型
の
技
術
開
発
が
進
ん
だ
と

は
言
い
が
た
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
収
量
の
継
続
的
向
上

が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
平
均
収
量
の
向
上
は
、
多
く
は
こ
う

し
た
劣
等
地
縮
小
型
の
生
産
調
整
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
以
後
の

検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

図
3
は
、
収
量
階
層
別
の
収
穫
量
を
高
単
収
地
域
か
ら
積
み
上

げ
た
累
積
収
穫
量
曲
線
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
と
し
て
一
九

七
〇
年
と
二
〇
二
〇
年
を
図
示
し
た
、
な
お
、
二
〇
二
〇
年
に
関

し
て
は
、
水
田
面
積
に
平
均
収
量
を
か
け
る
形
で
、
潜
在
米
収
穫

量
累
積
曲
線
も
示
し
て
お
い
た
。
生
産
調
整
が
傾
向
と
し
て
地
域

の
相
対
的
劣
等
地
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
か
な

り
過
大
な
潜
在
収
穫
量
を
見
込
ん
で
い
る
点
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
。一

九
七
〇
年
と
二
〇
二
〇
年
を
比
較
す
る
と
、
累
積
曲
線
は
大

き
く
左
（
高
収
量
地
帯
）
へ
シ
フ
ト
す
る
と
と
も
に
、
生
産
調
整

の
影
響
で
そ
の
収
穫
量
水
準
は
下
へ
低
下
す
る
。
平
均
収
量
は
七

〇
年
の
四
二
九
㎏
か
ら
二
〇
年
に
五
三
一
㎏
と
約
一
〇
〇
㎏
上
昇

す
る
と
と
も
に
、
収
穫
量
は
、
七
〇
年
一
二
六
四
万
ト
ン
か
ら
二

������������������������� 水田土地利用と米需給調整
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図2 水稲収量階層別市町村数及び減反率（作物統計・2020年）

注：「作物統計」より作成。収量階層末尾は「作付無し」市町村。
「減反率」は稲作付面積／水田本地面積で計算。
全国平均稲収量は531㎏

図3 収量階層別米収穫量累積曲線と潜在累積曲線（作物統計・1970・2020）

注：「作物統計」市町村別データにより収量階層別に高収量地帯から生産量を累積したもの
潜在生産量は水田本地面積に収量をかけて推計
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〇
年
七
七
六
万
ト
ン
と
約
五
〇
〇
万
ト
ン
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
生
産
量
減
少
の
多
く
が
、
潜
在
生
産
量
（
過
大
推
計
だ

が
一
一
八
四
万
ト
ン
）
と
現
実
の
生
産
量
を
埋
め
る
生
産
調
整
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

図
に
は
一
九
七
〇
年
と
二
〇
二
〇
年
の
食
用
米
需
要
量
も
示
し

て
お
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
八
九
万
ト
ン
、
七
〇
七
万
ト
ン
で
あ

り
、
こ
の
間
三
八
〇
万
ト
ン
の
需
要
減
と
な
っ
て
い
る
。
主
食
の

多
様
化
に
よ
る
一
人
あ
た
り
消
費
量
の
減
少
に
加
え
て
、
近
年
の

人
口
減
少
の
影
響
が
加
算
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
需
要
量
減
少

幅
は
先
の
生
産
量
の
減
少
幅
よ
り
少
な
い
が
、
減
反
初
期
の
「
過

剰
」
作
付
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

3
�
米
価
水
準
と
政
策
的
適
正
米
価
の
推
計

土
地
条
件
が
著
し
く
異
な
る
農
業
の
場
合
、
需
要
量
と
累
積
生

産
量
の
交
点
が
い
わ
ゆ
る
需
要
を
満
た
す
土
地
条
件
と
し
て
の
限

界
地
を
示
す
こ
と
に
な
る
。そ
の
限
界
地
に
お
け
る
費
用
価
格（
地

代
を
含
ま
な
い
コ
ス
ト
）
を
基
準
に
米
価
形
成
が
想
定
さ
れ
、
そ

う
し
た
適
正
米
価
が
政
策
的
目
標
米
価
と
な
る
。

表
1
は
、
図
三
か
ら
推
計
し
た
限
界
地
を
基
準
に
、
こ
う
し
た

政
策
的
目
標
米
価
の
水
準
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
需
要
量
と

生
産
累
積
曲
線
の
交
点
で
推
計
さ
れ
る
限
界
単
収
は
、
一
九
七
〇

年
は
三
七
五
㎏
、
二
〇
二
〇
年
は
四
四
五
㎏
と
な
り
、
こ
の
間
、

限
界
単
収
は
七
〇
㎏
ほ
ど
引
き
上
げ
ら
れ
た
事
に
な
る
。
先
の
平

表1 限界地経営における適正米価の概算推計（1970，2020年・米生産費調査）

注：「作物統計」市町村別データにより収量階層別に高収量地帯から生産量を累積したもの
潜在生産量は水田本地面積に収量をかけて推計

潜在生産量

5ha以上

85875

104659

525

9814

11961

平均経営

109989

115296

525

12570

13177

2020年

5ha以上

85875

104659

445

11579

14111

平均経営

109989

115296

445

14830

15546

1970年

5ha以上

37021

39288

375

5923

6286

平均経営

42936

45822

375

6870

7332

10ａ当米生産費

10ａ当資本利子算入
生産費

限界収量

生産費
基準

利子算入
基準

適正手取
米価
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均
収
量
の
上
昇
幅
一
〇
〇
㎏
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
上
昇
幅
は
三

〇
㎏
ほ
ど
低
い
。
相
対
的
劣
等
地
に
お
け
る
生
産
調
整
の
結
果
、

水
稲
作
付
に
お
け
る
地
域
間
収
量
格
差
が
縮
小
し
て
き
て
い
る
こ

と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
二
〇
二
〇
年
の
潜
在
生
産
量
（
生

産
調
整
を
廃
止
し
た
場
合
）
と
需
要
量
の
交
点
か
ら
推
計
さ
れ
る

限
界
単
収
は
五
二
五
㎏
で
あ
り
、
同
年
の
限
界
収
量
と
比
較
す
る

と
八
〇
㎏
ほ
ど
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
図
二
の
収
量
階
層

別
市
町
村
分
布
と
比
較
す
る
と
、
水
田
の
あ
る
市
町
村
は
一
七
一

九
市
町
村
、
稲
作
付
の
あ
る
市
町
村
は
一
五
四
九
市
町
村
と
な
っ

て
い
る
が
、
生
産
調
整
を
廃
止
し
た
場
合
の
限
界
単
収
五
二
五
㎏

を
超
え
る
市
町
村
は
四
三
九
市
町
村
に
と
ど
ま
り
、
現
行
稲
作
付

市
町
村
の
二
八
・
三
％
に
と
ど
ま
る
。
逆
に
言
え
ば
、
生
産
調
整

廃
止
等
に
よ
る
米
価
下
落
に
よ
る
需
給
均
衡
は
、
七
割
を
超
え
る

市
町
村
の
水
稲
作
付
を
耕
境
外
に
追
い
や
る
作
付
分
布
と
な
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
間
の
需
給
均
衡
に
お
い
て
、
生
産
調
整

が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
た
背
景
で
あ
る
。

政
策
的
目
標
米
価
は
一
〇
ａ
当
生
産
費
を
限
界
収
量
で
割
っ
た

コ
ス
ト
を
六
〇
㎏
に
換
算
し
た
値
で
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
平

均
生
産
費
（
二
〇
二
〇
年
経
営
規
模
三
〇
二
ａ
、
稲
作
付
規
模
一

八
六
ａ
）
と
、
近
年
の
分
解
基
軸
層
で
あ
る
五
ha
以
上
層
（
経
営

規
模
一
五
四
四
ａ
、稲
作
付
規
模
一
一
〇
一
ａ
）に
区
分
け
し
て
、

適
正
米
価
を
推
計
し
た
。
な
お
、
近
年
の
大
規
模
経
営
の
投
資
額

が
多
い
こ
と
も
考
慮
し
、
参
考
値
と
し
て
資
本
利
子
算
入
生
産
費

も
示
し
て
お
い
た
。
一
九
七
〇
年
の
適
正
米
価
は
、
平
均
経
営
基

準
で
六
八
七
〇
円
、
五
ha
以
上
層
基
準
で
五
九
二
五
円
と
な
り
、

六
〇
㎏
当
粗
収
益
八
一
二
一
円
を
下
回
っ
て
お
り
、
相
対
的
高
米

価
の
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
一
次
過
剰
段
階
に
お
い
て

は
、
相
対
的
低
反
収
で
あ
る
良
質
米
生
産
へ
の
シ
フ
ト
（
自
主
流

通
米
制
度
）、
政
策
米
価
の
抑
制
、
緊
急
的
生
産
調
整
の
開
始
で

需
給
調
整
を
図
っ
た
が
、
も
っ
ぱ
ら
生
産
調
整
に
よ
る
需
給
調
整

に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
時
期
の
生
産
調
整
は
「
強

制
減
反
」
的
色
彩
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
続
い
て
、
二
〇
二
〇

年
の
適
正
米
価
は
、
平
均
経
営
基
準
で
一
四
八
三
〇
円
、
五
ha
以

上
層
基
準
で
一
一
五
七
九
円
と
な
り
、
六
〇
㎏
当
粗
収
益
一
二
九

八
一
円
は
平
均
経
営
基
準
の
適
正
米
価
を
下
回
っ
て
お
り
、
相
対

的
低
米
価
の
水
準
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
大
規
模
層
基

準
の
適
正
米
価
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
よ
り
大
規
模
層
に

生
産
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
構
造
変
動
促
進
的
米
価
水
準
と
な
っ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

図
表
は
省
略
す
る
が
、
ガ
ッ
ト
合
意
を
背
景
と
し
た
一
九
九
五

年
新
食
糧
法
へ
の
移
行
後
の
市
場
米
価
水
準
は
、
平
成
大
不
作
を

反
映
し
た
二
三
六
〇
七
円
か
ら
、
生
産
調
整
空
洞
化
に
よ
る
過
剰

作
付
傾
向
の
下
で
の
二
〇
一
四
年
一
一
九
六
七
円
へ
の
急
落
（
仮

渡
金
水
準
八
〇
〇
〇
円
）
を
経
て
、
そ
れ
以
降
の
生
産
調
整
の
引

き
締
ま
り
に
よ
る
二
〇
二
〇
年
一
四
五
二
九
円
回
復
へ
と
推
移
し

て
き
た
。
農
家
の
手
取
米
価
は
、
こ
の
市
場
米
価
水
準
か
ら
流
通

水田土地利用と米需給調整 �������������������������

１３



経
費
を
差
し
引
き
三
〇
〇
〇
円
ほ
ど
低
下
す
る
。
現
在
の
農
家
の

手
取
米
価
水
準
は
、
七
〇
年
代
前
半
の
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
米
流
通
の
市
場
化
を
目
指
し
た
一
九
九
五
年

の
新
食
糧
法
、「
需
給
に
応
じ
た
生
産
」
が
掲
げ
ら
れ
た
二
〇
一

四
年
の
米
政
策
改
革
以
降
、
直
接
的
生
産
調
整
の
拡
大
に
加
え

て
、
傾
向
的
な
米
価
下
落
が
随
伴
し
、
米
価
に
よ
る
需
給
調
整
機

能
・
耕
境
縮
小
型
米
価
水
準
と
な
っ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
業
務
用
需
要
の
急
減

に
よ
り
、
二
〇
二
二
年
に
は
市
場
米
価
は
一
二
〇
〇
〇
円
水
準
に

再
度
大
幅
下
落
、
農
家
仮
渡
金
水
準
で
九
〇
〇
〇
円
水
準
に
ま
で

急
落
し
て
い
る
。
こ
の
米
価
水
準
は
、
潜
在
生
産
量
で
推
計
さ
れ

る
生
産
調
整
を
廃
止
し
た
場
合
に
お
け
る
政
策
的
米
価
水
準
、
平

均
経
営
基
準
で
一
二
五
七
〇
円
、
五
ha
以
上
層
基
準
で
九
八
一
四

円
水
準
を
下
回
り
、
生
産
調
整
廃
止
時
に
お
け
る
米
価
水
準
に
ま

で
低
落
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
米
価
水
準
に

お
い
て
は
、
五
二
五
㎏
に
せ
り
上
が
っ
た
限
界
地
周
辺
に
お
い

て
、
担
い
手
層
で
す
ら
採
算
割
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
今
後
の
水
田
作
付
動
向
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
回
の
米
価
下
落
は
、
国
に
提
示
さ
れ
た
生
産
調
整
目
標
を
達

成
し
た
上
で
の
米
価
下
落
で
あ
り
、
農
業
者
（
団
体
）
の
責
に
帰

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
米
価
下
落
に
関
し

て
、
国
の
役
割
は
「
備
蓄
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
価
格
下
支
え

は
な
じ
ま
な
い
と
し
て
、
国
は
過
剰
米
の
市
場
隔
離
や
米
価
下
落

に
連
動
し
た
農
家
所
得
支
援
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
米
流
通
の
市

場
化
は
、
傾
向
的
米
価
下
落
に
加
え
て
、
異
常
気
象
や
コ
ロ
ナ
・

シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
る
価
格
変
動
の
不
安
定
化
傾
向
を
強
め
て
い

る
。
主
食
た
る
米
生
産
の
長
期
的
安
定
の
た
め
に
は
、
緊
急
時
に

お
け
る
何
ら
か
の
市
場
介
入
か
所
得
安
定
措
置
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
表
1
で
試
算
し
た
よ
う
に
、
生
産
調
整
を
達
成
し
た
場
合
に

お
け
る
政
策
的
下
限
米
価
水
準
等
の
目
標
を
明
示
す
る
形
で
、
恣

意
的
で
は
な
い
介
入
水
準
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
る
。
今
秋
に
も

基
本
法
の
検
討
・
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
食
糧
安

全
保
障
政
策
の
観
点
か
ら
、
食
料
の
安
定
生
産
に
向
け
た
国
の
役

割
の
明
確
化
と
政
策
的
措
置
の
具
体
化
を
期
待
し
た
い
。

4
�
生
産
調
整
対
応
の
階
層
性

次
に
、
生
産
調
整
の
階
層
差
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
転
作
対

応
等
の
階
層
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
限
ら
れ
る
と
と
も
に
、
二
〇

二
〇
年
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
は
調
査
項
目
の
大
幅
簡
素
化
が
行
わ

れ
、
経
営
規
模
別
の
水
田
作
付
動
向
分
析
が
困
難
化
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
や
や
古
い
が
二
〇
一
五
年
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
経
営
耕

地
規
模
別
の
階
層
性
を
検
討
し
よ
う
。

表
2
は
、
二
〇
一
五
年
の
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の
水
田
作
付

の
階
層
性
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
経
営
規
模
別
の
階
層
変
動
は
、

ほ
ぼ
一
〇
ha
を
境
に
農
家
数
・
経
営
耕
地
の
増
減
傾
向
が
分
か
れ

て
い
る
。
地
目
別
に
は
、
耕
地
シ
ェ
ア
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
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畑
耕
地

利
用
率

水
田
耕
地

利
用
率

作
物
種
類
別
水
田
面
積
割
合

そ
の
他

作
物
―

飼
肥
料

作
物

工
芸
作
物

野
菜

豆
類

雑
穀

か
ん
し
ょ

麦
類

水
陸
稲

作
付

延
べ
面
積

不
作
付

稲
以
外

面
積

稲
作
付

二
毛
作

飼
料
用

食
用

田
面
積

田
の
あ
る

経
営
体
数

経
営
耕
地

面
積

経
営
体
数

都
府
県
実
数

都
府
県
計上

表
2
経
営
耕
地
規
模
別
水
田
作
付
面
積
割
合
の
動
向
（
2015

年
・
都
府
県
・
セ
ン
サ
ス
）

注
：
「
耕
地
及
び
作
付
面
積
統
計
」
よ
り
作
成
。
2017

年
以
降
、
作
物
種
類
別
集
計
方
式
が
簡
素
化
し
集
計
で
き
な
い
。

表
3
作
物
種
類
別
水
田
作
付
面
積
割
合
の
推
移
（
耕
地
及
び
作
付
面
積
統
計
・
全
国
）

注
：
2015

年
農
業
セ
ン
サ
ス
よ
り
作
成
。
作
付
面
積
割
合
太
字
は
平
均
以
上
の
も
の
。
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〇
〇
ha
以
上
の
最
上
層
を
除
い
て
、
水
田
に
お
い
て
こ
そ
農
地
集

積
が
進
展
し
て
お
り
、
世
代
交
代
を
契
機
と
し
た
構
造
変
動
が
進

展
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

水
田
の
作
付
動
向
を
確
認
す
る
と
、
水
田
面
積
を
一
〇
〇
と
し

て
、
稲
作
付
八
〇
・
六
％
、
稲
以
外
一
五
・
三
％
、
不
作
付
四
・

一
％
と
な
っ
て
い
る
。う
ち
稲
作
付
内
で
は
、食
用
七
六
・
八
％
、

飼
料
用
三
・
八
％
、
二
毛
作
四
・
八
％
と
な
る
。
水
田
の
生
産
調

整
面
積
割
合
は
、
稲
作
付
の
飼
料
用
と
稲
以
外
作
付
、
及
び
不
作

付
面
積
と
な
る
の
で
、
減
反
率
二
三
％
程
度
と
な
る
。

こ
う
し
た
水
田
作
付
の
階
層
性
を
見
る
と
、
三
ha
以
下
層
で

は
、
食
用
を
中
心
と
す
る
稲
作
付
割
合
が
高
く
、
飼
料
用
、
稲
以

外
面
積
割
合
が
相
対
的
に
低
い
。
生
産
調
整
対
応
が
水
田
の
不
作

付
化
を
随
伴
し
た
「
米
単
作
＋
兼
業
」
タ
イ
プ
の
延
長
上
の
動
き

を
代
表
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
。
三
〜
二
〇
ha
の
中
間
層
に
お
い

て
は
、
稲
以
外
（
転
作
）
面
積
割
合
を
増
大
さ
せ
つ
つ
も
、
稲
作

付
内
部
に
お
け
る
飼
料
用
米
等
の
新
規
需
要
米
対
応
割
合
が
高

い
。
生
産
調
整
拡
大
を
「
米
に
よ
る
転
作
」
で
対
応
し
て
い
る
傾

向
が
強
く
、「
米
単
作
型
規
模
拡
大
」
を
代
表
し
て
い
る
タ
イ
プ

と
い
え
る
。
二
〇
ha
以
上
層
に
お
い
て
は
、
稲
作
付
比
率（
食
用
、

飼
料
用
）
が
減
少
し
、
稲
以
外
（
転
作
）
や
水
田
二
毛
作
割
合
が

急
増
す
る
。
生
産
調
整
を
契
機
と
し
た
「
大
規
模
複
合
型
規
模
拡

大
」
を
代
表
し
て
い
る
タ
イ
プ
と
し
て
よ
い
。

生
産
調
整
面
積
の
拡
大
は
、
階
層
的
に
は
、
よ
り
上
層
に
依
拠

し
た
転
作
対
応
と
な
っ
て
お
り
、
規
模
拡
大
に
連
動
し
て
、
転
作

請
負
な
ど
転
作
対
応
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
て
い
る
。
家
族
労
働

力
に
依
拠
す
る
中
間
層
に
お
い
て
は
、
新
規
需
要
米
を
中
心
と
し

た
稲
作
内
部
で
の
生
産
調
整
拡
大
で
対
応
す
る
一
方
、
雇
用
を
伴

う
二
〇
ha
以
上
大
規
模
層
に
お
い
て
は
、
周
年
就
業
確
保
を
目
指

し
た
大
規
模
複
合
化
へ
の
模
索
が
進
展
し
て
い
る
も
の
と
理
解
さ

れ
、
今
後
の
土
地
利
用
の
方
向
が
注
目
さ
れ
る
。
実
態
的
に
は
、

雇
用
型
経
営
に
お
い
て
も
、
園
芸
作
導
入
に
よ
る
中
規
模
層
と
米

＋
麦
・
大
豆
等
の
大
規
模
層
（
集
落
営
農
含
む
）
に
分
化
し
て
き

て
お
り
、
転
作
を
伴
う
規
模
拡
大
余
力
は
予
想
以
上
に
少
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
今
後
一
〇
年
程

度
の
世
代
交
代
期
を
、
こ
う
し
た
担
い
手
層
が
、
拡
大
す
る
生
産

調
整
に
対
応
し
つ
つ
、
農
地
を
荒
ら
す
こ
と
な
く
農
地
集
積
が
進

め
て
い
け
る
の
か
、
か
な
り
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

5
�
畑
作
物
に
お
け
る
水
田
作
付
割
合
の
推
移

最
後
に
、
畑
作
物
に
お
け
る
水
田
作
付
割
合
の
推
移
を
検
討
し

よ
う
。
生
産
調
整
は
、
自
給
率
の
低
い
作
物
の
作
付
を
奨
励
し
、

こ
の
間
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
へ
の
転
換
・
定
着
化
を
目
指
し
て

き
た
。
飼
料
米
を
中
心
と
す
る
新
規
需
要
米
も
こ
の
延
長
上
に
あ

る
と
し
て
よ
い
。

畑
作
物
に
お
け
る
水
田
面
積
割
合
を
見
る
と
、
麦
類
は
六
二
・
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八
％
、
そ
ば
を
中
心
と
す
る
雑
穀
は
六
一
・
九
％
、
大
豆
を
中
心

と
す
る
豆
類
は
六
六
・
二
％
、
青
刈
り
稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
を
含
む
飼

肥
料
作
物
は
二
四
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
飼
肥
料
を
除
い
て
六

割
以
上
が
生
産
調
整
が
ら
み
の
生
産
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
政
策

的
目
標
は
進
展
し
て
い
る
と
し
て
良
い
が
、
経
営
所
得
安
定
対
策

等
に
よ
る
支
援
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の
自
立
的
「
定
着
性
」

に
は
困
難
が
多
い
。
生
産
調
整
に
お
け
る
所
得
確
保
の
方
向
と
し

て
、
土
地
利
用
型
野
菜
作
の
作
付
が
増
大
し
て
き
て
お
り
、
野
菜

作
の
二
四
・
九
％
は
水
田
で
の
作
付
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

他
作
物
も
含
め
て
、
従
来
畑
地
を
中
心
に
作
付
け
さ
れ
て
い
た
作

目
の
作
付
ウ
エ
イ
ト
が
水
田
に
シ
フ
ト
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
旧
来
型
の
畑
作
物
・
野
菜
産
地
と
水
田
地
帯
の
新
興
畑
・

野
菜
作
産
地
と
の
産
地
間
競
争
が
激
化
し
て
き
て
い
る
。
畑
地
に

お
け
る
耕
地
利
用
率
が
二
〇
〇
二
年
に
一
〇
〇
％
を
割
り
、
二
〇

二
〇
年
に
は
九
二
・
五
％
に
ま
で
低
落
し
、
水
田
利
用
率
を
下
回

っ
て
き
て
い
る
。
生
産
調
整
政
策
の
見
直
し
は
、「
適
地
適
作
」

を
目
指
す
水
田
土
地
利
用
ば
か
り
で
な
く
、
畑
地
利
用
と
の
競
合

問
題
も
視
野
に
入
れ
構
想
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

6
�
お
わ
り
に

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界

的
な
食
糧
不
安
を
背
景
に
、
今
秋
に
も
、
基
本
法
の
検
証
・
見
直

し
過
程
に
入
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
水
田
農
業
の

危
機
的
状
況
を
、
水
田
土
地
利
用
と
需
給
調
整
の
側
面
か
ら
、
や

や
長
期
的
視
点
か
ら
整
理
し
て
き
た
。
異
常
気
象
や
世
界
的
緊
張

激
化
に
伴
う
世
界
的
食
料
不
安
、
世
代
交
代
期
に
お
け
る
水
田
農

業
の
安
定
確
保
と
担
い
手
形
成
、
市
場
化
を
強
め
る
米
市
場
に
お

け
る
不
測
時
の
米
価
下
落
へ
の
対
応
や
所
得
補
償
の
あ
り
方
、
畑

作
を
含
め
た
農
業
的
土
地
利
用
の
戦
略
化
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
米

需
要
は
七
〇
〇
万
ト
ン
を
切
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
米

需
要
の
創
出
戦
略
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
米
政
策
、
生
産
調
整
政

策
の
検
証
・
見
直
し
過
程
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
七
月
一
七

日
の
審
議
会
食
料
部
会
に
お
い
て
、
米
卸
大
手
代
表
か
ら
将
来
的

な
米
生
産
へ
の
不
安
が
指
摘
さ
れ
、
食
糧
政
策
の
強
化
が
求
め
ら

れ
た
が
、
現
場
か
ら
の
声
を
反
映
し
て
見
直
し
過
程
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

こ
う
し
た
検
証
・
見
直
し
に
は
、
統
計
的
な
実
態
把
握
が
不
可

欠
で
あ
る
。
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃
農
地
把
握
の
縮
小
撤
廃
、
セ
ン

サ
ス
に
お
け
る
水
田
土
地
利
用
把
握
の
簡
素
化
、
耕
地
面
積
統
計

に
お
け
る
農
作
物
作
付
面
積
の
集
計
方
式
の
簡
素
化
、
市
町
村
統

計
等
の
簡
素
化
等
、
本
稿
範
囲
に
限
っ
て
も
実
態
把
握
や
政
策
分

析
の
た
め
の
基
礎
資
料
が
簡
素
化
さ
れ
、
分
析
や
継
続
的
検
討
が

困
難
化
し
つ
つ
あ
る
。
検
証
見
直
し
過
程
に
付
随
し
て
、
必
要
不

可
欠
な
基
礎
的
統
計
の
復
活
・
再
整
理
に
期
待
し
た
い
。
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1
�
は
じ
め
に

三
〇
年
産
よ
り
、
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃

止
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
態
は
、
飼
料
用
米
等
へ
の
多
額
な
助
成
金

に
加
え
、
各
農
業
再
生
協
議
会
が
「
自
主
的
」
に
策
定
さ
れ
た
「
目

安
」が
強
制
さ
れ
、
農
水
省
に
よ
る
キ
ャ
ラ
パ
ン
に
よ
り「
目
安
」

が
推
進
さ
れ
た（
注
1
）。

（
注
1
）キ
ャ
ラ
バ
ン
は
本
省
対
応（
令
和
三
年
九
月
〜
七
月
）二
〇
一
回
、

農
政
局
・
支
局
対
応
三
八
九
六
回
、
全
国
会
議
七
回

農
水
省

三
〇
年
産
と
元
年
産
の
米
の
販
売
価
格
は
、
維
持
さ
れ
た
が
、

二
年
産
以
降
に
な
る
と
、
米
の
過
剰
と
価
格
低
下
が
表
面
化
し

た
。
ま
ず
、
販
売
価
格
（
六
〇
㎏
当
た
り
）
は
、
元
年
産
の
一
五

七
一
六
円
か
ら
二
年
産
が
一
四
五
二
八
円
、
三
年
産
が
一
二
八
五

一
円
へ
低
下
し
た
。
過
剰
対
策
と
し
て
、
保
管
料
等
の
支
援
に
よ

り
二
年
産
で
は
、
一
七
万
ｔ
及
び
、
コ
ロ
ナ
影
響
緩
和
特
別
対
策

と
し
て
、
一
二
万
ｔ
の
市
場
隔
離
を
実
施
し
、
三
年
産
で
は
四
〇

万
ｔ
の
市
場
隔
離
が
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
主
食
用
米
の
作
付

抑
制
と
飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
へ
の
転
換
を
推
進
し
た
。
そ
の
結

果
、「
生
産
調
整
」
の
予
算
額
も
、
三
〇
年
産
の
約
三
二
〇
〇
億

円
か
ら
三
年
産
で
は
補
正
予
算
を
含
め
て
約
三
六
〇
〇
億
円
へ
増

大
し
た
。

米
消
費
減
が
加
速
化
し
、
令
和
一
二
年（
二
〇
三
〇
年
）に
は
、

六
〇
〇
万
ｔ
を
割
る
と
予
想
さ
れ
、
米
産
業
・
水
田
農
業
の
存
立

が
懸
念
さ
れ
る
。
同
時
に
、
現
行
の
生
産
調
整
シ
ス
テ
ム
、
つ
ま

り
多
額
の
助
成
金
に
依
存
し
た
飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
の
作
付
拡

大
と
主
食
用
米
の
生
産
抑
制
、
価
格
維
持
政
策
、
財
政
と
消
費
者

へ
の
二
重
の
負
担
を
強
い
る
政
策
に
転
機
を
迎
え
て
い
る
。
五
年

産
で
は
、
財
政
負
担
の
見
直
し
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

米
消
費
減
の
加
速
化
と
「
生
産
調
整
政
策
」
の
転
換
へ

吉
田
俊
幸

一
般
財
団
法
人
農
政
調
査
委
員
会
理
事
長
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以
下
、
第
一
に
、
米
離
れ
の
進
展
と
需
要
・
米
流
通
の
動
向
及

び
需
要
拡
大
が
可
能
な
の
は
米
・
米
加
工
品
の
輸
出
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
第
二
に
、
五
一
年
が
経
過
し
た
米
生
産
調
整
を

総
括
し
、
第
三
に
、
米
生
産
調
整
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
カ
ロ
リ

ー
ベ
ー
ス
食
料
自
給
率
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
食
料

自
給
率
の
向
上
と
食
料
安
保
の
た
め
に
は
、
米
・
米
加
工
品
輸
出

の
本
格
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
政
策
転
換
の
課
題
を
検

討
す
る
。

2
�
米
離
れ
の
進
展
と
消
費
者
の
商
品
位
置
づ
け
の
変
化

米
消
費
減
加
速
化
の
要
因

⑴
価
格
変
動
及
び
米
の
需
要
動
向

米
価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
の
入
札
取
引
が
機
能
し
て
い
た
時
代
で

は
、
米
の
指
標
価
格
は
、
作
況
に
連
動
し
、
豊
作
時
に
は
下
降
、

不
作
時
に
は
上
昇
す
る
価
格
変
動
を
し
て
い
た
。
入
札
取
引
の
廃

止
後
、
相
対
取
引
価
格
は
、
一
九
年
産
、
二
二
年
産
、
二
六
年
産
、

三
年
産
に
お
い
て
価
格
が
低
下
し
、
そ
れ
以
外
の
年
産
相
対
価
格

は
一
万
四
五
〇
〇
円
か
ら
一
万
五
五
〇
〇
円
前
後
の
水
準
を
維
持

し
て
き
た
。
価
格
低
下
の
要
因
は
、
六
月
末
民
間
在
庫
量
二
〇
〇

万
ｔ
以
上
が
継
続
、
つ
ま
り
米
過
剰
が
継
続
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
米
過
剰
の
一
部
を
政
府
助
成
に
よ
る
調
整
保
管
と
い

う
市
場
隔
離
を
実
施
す
る
と
と
も
に
相
対
取
引
価
格
を
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
、
販
売
を
促
進
し
た（
注
2
）。
同
時
に
、
国
の
生
産
調
整

配
分
の
強
化
（
一
八
年
産
）、
戸
別
所
得
補
償
政
策
の
導
入
（
二

二
年
産
）
や
飼
料
用
米
の
本
格
的
導
入
・
拡
大
（
二
八
年
産
）、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
の
導
入
（
三
、
四
年
産
）
の
よ
う
に
新

た
な
対
策
が
導
入
さ
れ
た
。
新
た
な
対
策
に
よ
り
、
様
々
な
助
成

金
が
拡
充
さ
れ
、
主
食
用
米
か
ら
の
作
付
転
換
を
強
化
し
、
米
の

需
給
を
調
整
し
、
価
格
を
維
持
し
て
き
た
。

（
注
2
）
価
格
変
動
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米
消
費
減
・
生
産
調

整
の
空
洞
化
等
の
多
面
的
な
要
因
に
よ
る
価
格
下
落
と
政
策
課

題
」『
農
村
と
都
市
と
を
結
ぶ
』
二
〇
一
五
年
五
月

拙
稿「
食
糧
法
下
で
の
米
価
下
落
の
諸
要
因
と
政
策
課
題
」『
農
業
と
経
済
』

二
〇
一
五
年
九
月

さ
ら
に
、
主
食
用
米
の
需
要
量
も
二
七
／
二
六
年
ま
で
は
価
格

変
動
の
影
響
を
受
け
、
増
減
の
繰
り
返
し
、
平
均
に
す
る
と
年
間

八
万
ｔ
減
少
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
七
／
二
六
年
以
降
、
需

要
量
は
年
間
一
〇
万
ｔ
以
上
で
、
直
線
的
に
減
少
し
、
さ
ら
に
、

加
速
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
人
当
た
り
消
費
量
も
、
二
六
年
の

五
五
・
五
㎏
か
ら
三
〇
年
の
五
三
・
四
㎏
、
元
年
五
三
・
一
㎏
、

二
年
の
五
〇
・
八
㎏
、
三
年
の
五
一
・
五
㎏
へ
四
㎏
の
減
で
あ

る
。
飼
料
用
米
の
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
二
六
／
二
七
年
に
比
べ

二
／
三
年
の
需
要
量
は
七
九
万
ｔ
減
で
あ
り
、
四
／
五
年
主
食
用

米
の
需
給
見
通
し
は
七
〇
〇
万
ｔ
を
割
る
六
九
二
万
ｔ
で
あ
り
、

九
一
万
ｔ
の
減
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
主
食
用
米
需
要
減
は
、
今
後
、

加
速
化
さ
れ
、
一
二
（
二
〇
三
〇
）
年
に
は
主
食
用
米
の
需
要
量

米消費減の加速化と「生産調整政策」の転換へ ����������������
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は
六
〇
〇
万
ｔ
を
割
る（
二
六
／
二
七
年
比
、約
二
〇
〇
万
ｔ
減
）

可
能
性
が
強
い
。

⑵
米
離
れ
と
米
食
の
習
慣
の
希
薄
化
に
よ
る
米
需
要
減

主
役
は

高
齢
者

米
消
費
減
の
加
速
化
の
要
因
は
、
、
米
離
れ
や
米
食
習
慣
の
希

薄
化
が
と
く
に
高
齢
者
で
進
展
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
博
報
堂

の
「
生
活
定
点
調
査
」
に
よ
る
と
、「
お
米
を
一
日
一
回
以
上
食

べ
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
」
と
回
答
し
た
消
費
者
の
割
合
は
、
九

二
年
の
七
一
・
四
％
か
ら
二
〇
年
の
四
二
・
八
％
へ
大
幅
に
減
少

し
て
い
る（
注
3
）。
さ
ら
に
、
米
食
を
食
べ
る
回
数
が
「
一
日
一
回

以
下
」
が
三
九
％
で
あ
る
。（
日
本
農
業
新
聞
調
査
、
二
〇
二
一

年
八
月
七
日
、
日
本
農
業
新
聞
）。
二
つ
の
調
査
結
果
は
、
米
食

習
慣
が
希
薄
化
し
、
米
離
れ
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。（

注
3
）
折
笠
俊
輔
「
米
消
費
の
実
情
と
需
要
創
造
の
道
」『
米
産
業
に
未

来
は
あ
る
か
』
農
政
調
査
委
員
会
二
〇
二
一
年
）

し
か
も
、
米
消
費
減
と
米
離
れ
が
高
齢
者
で
著
し
い
。
日
本
農

業
新
聞
調
査
で
は
「
一
日
一
回
以
下
」
は
、
二
〇
代
以
下
が
三
六

％
、
三
〇
代
が
三
〇
％
、
四
〇
代
が
四
一
％
、
五
〇
代
が
四
三
％
、

六
〇
代
以
上
が
四
〇
％
で
あ
り
、
四
〇
代
以
上
で
の
「
一
日
一
回

以
下
」
が
半
数
近
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
五
年
前
と
比
べ
た
米
消
費
の
増
減
を
み
る
と
、
減
少
が

二
八
％
で
増
加
の
一
四
％
を
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
男
性
で
は
、

米を食べる回数が1日1回以下は4割に上る

（本紙調査結果を基に作成）
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「
減
少
」
が
「
増
加
」
を
い
ず
れ
の
年
齢
層
を
上
回
っ
て
お
り
、

六
〇
歳
以
上
で
は
減
少
が
四
二
％
で
あ
り
、
四
九
歳
以
下
の
二
倍

以
上
で
あ
り
、
増
加
は
四
％
で
あ
り
、
四
九
歳
以
下
の
一
／
四
以

下
で
あ
る
。

女
性
で
は
、
五
〇
〜
五
九
歳
で
は
「
減
少
」
が
四
一
％
、「
増

加
」
が
八
％
、
六
〇
歳
以
上
で
は
「
減
少
」
が
四
四
％
、「
増
加
」

が
五
％
で
あ
り
、「
減
少
」
が
「
増
加
」
が
大
幅
に
上
回
っ
て
い

る
。
高
年
齢
層
で
は
米
消
費
の
減
少
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。

国
民
栄
養
調
査
に
よ
る
一
日
一
人
当
た
り
米
類
の
摂
取
量
の
推

移
（
一
八
年
／
一
年
）
は
、
六
〇
代
が
二
四
％
減
、
七
〇
代
が
二

〇
％
減
で
あ
り
、
二
〇
代
〜
五
〇
代
の
減
少
率
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、「
〇
八
年
頃
を
境
に
、
二
〇
〜
三
〇
代
世
代

と
中
高
年
代
世
代
の
米
摂
取
量
は
逆
転
し
…
一
八
年
時
点
に
な
る

と
、
最
小
の
七
〇
歳
以
上
の
摂
取
量
は
二
〇
代
に
比
べ
る
と
、
一

六
％
少
な
く
、
一
〇
代
後
半
と
は
そ
の
約
二
／
三
」（
青
柳
斉
『
米

食
の
変
容
と
展
望
』
筑
波
書
房
二
〇
二
一
年
）
で
あ
る
。
一
六
年

以
降
、
一
日
一
人
当
た
り
米
の
摂
取
量
は
、
四
〇
歳
代
以
上
が
高

年
齢
な
る
程
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
家
計
費
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
コ
ー
ホ
ー
ト
分
析
に
よ

る
二
〇
三
〇
年
の
消
費
金
額
を
予
測
す
る
と
「
穀
類
全
体
は
二
〇

一
六
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
で
五
・
五
％
の
減
少
な
の
に
対
し
、
パ

ン
（
マ
イ
ナ
ス
一
・
八
％
）、
麺
類
（
マ
イ
ナ
ス
三
・
九
％
）、
米

（
マ
イ
ナ
ス
一
七
・
八
％
）と
な
っ
て
い
る（
折
笠
俊
輔
、前
掲
）。

米消費の増減の動き（令和2年3月，5年前との比較）

農水省「米の消費動向に関する調査」令和2年3月

男 女

増加 減少 増加 減少

18～29歳 18％ 21％ 23％ 26％

30～39歳 15％ 18％ 22％ 15％

40～49歳 17％ 19％ 18％ 19％

50～59歳 10％ 28％ 8％ 41％

60歳以上 4％ 42％ 5％ 44％

米消費減の加速化と「生産調整政策」の転換へ ����������������
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近
年
の
主
食
用
米
需
要
減
の
主
役
は
、
高
齢
者
の
米
離
れ
や
米

消
費
減
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
展
と
人
口
減
に
よ
り
主
食
用
米
の

需
要
減
が
加
速
化
す
る
。

⑶
米
消
費
量
減
少
の
要
因

副
食
の
増
と
食
べ
る
量
の
減
少

米
消
費
量
が
減
少
し
た
主
要
な
要
因
は「
副
菜
、お
か
ず
の
増
、

主
食
を
減
ら
し
た
」
の
二
九
％
、「
食
べ
る
量
が
減
ら
し
た
」
の

二
八
％
で
あ
る
。
特
に
、
四
〇
歳
以
上
で
は
、
二
つ
の
要
因
が
さ

ら
に
高
く
、
六
〇
歳
以
上
で
は
、「
副
菜
、
お
か
ず
の
増
、
主
食

を
減
ら
し
た
」
が
、
男
子
で
は
二
九
％
、
女
子
で
は
四
〇
％
、「
食

べ
る
量
が
減
ら
し
た
」
で
は
、
男
子
が
三
七
％
、
女
子
が
二
九
％

で
あ
り
、
二
／
三
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、「
ご
飯
よ
り

も
パ
ン
や
麺
が
味
が
よ
い
」が
一
七
％
、
及
び「
手
間
が
か
か
る
」

が
一
二
％
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
農
水
省
調
査
）。

さ
ら
に
、
前
掲
日
本
農
業
新
聞
調
査
に
よ
る
と
、「
麺
、
パ
ン

を
選
ぶ
理
由
」
は
、「
好
き
、
お
い
し
い
か
ら
」
が
四
七
％
で
あ

り
、
と
く
に
、
五
〇
代
以
上
の
女
性
が
五
八
％
を
占
め
て
い
る
。

一
部
の
高
齢
者
は
パ
ン
や
麺
を
好
み
、
食
の
習
慣
化
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
米
が
続
く
と
飽
き
る
か
ら
」
が
二
八
％
、「
パ
ン
や
麺

は
料
理
や
商
品
の
種
類
が
豊
富
」
が
一
六
％
と
続
い
て
い
る
。

家
計
調
査
に
よ
る
と
、
三
〇
対
比
三
年
の
一
世
帯
当
た
り
購
入

数
量
の
増
減
割
合
は
、
め
ん
類
が
一
〇
六
・
九
％
、
パ
ン
が
九
九

・
六
％
、
米
が
九
五
・
四
％
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
巣
籠
も
り
需

要
で
も
米
の
み
が
「
ひ
と
り
負
け
」
で
あ
る
。

食
の
多
様
化
の
も
と
で
、
麦
製
品
と
米
と
の
価
格
差
と
商
品
開

発
力
の
差
が
拡
大
し
、
商
品
の
種
類
が
豊
富
な
パ
ン
や
麺
が
米
に

比
べ
て
消
費
者
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る（
注
4
・
5
）。

（
注
4
）
ベ
ー
カ
リ
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
消
費
者
に
新
し
い

提
案
し
て
き
た
（
藤
尾
益
雄
「
米
卸
か
ら
ア
グ
リ
フ
ー
ド
チ
ェ

ー
ン
へ
」『
米
産
業
に
未
来
は
あ
る
か
』
二
〇
二
一
年
）

（
注
5
）
小
麦
は
、
主
食
用
米
と
比
べ
政
策
的
に
低
価
格
に
誘
導
さ
れ
て

い
る
。
小
麦
に
対
し
て
は
様
々
な
助
成
金
が
あ
る
が
、
主
食
用

米
に
は
助
成
金
が
な
い
。

⑷
家
庭
用
米
の
購
入
基
準

価
格
及
び
利
便
性
、
配
達
、
ス
ー
パ

ー
で
は
特
売
商
品

消
費
者
の
米
に
対
す
る
購
入
基
準
が
、
価
格
及
び
利
便
性
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。米
購
入
時
の
重
視
点
は
価
格
が
七
四
・
四
％（
平

成
三
〇
年
度
米
穀
機
構
調
査
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
購
入
価
格
に

対
す
る
評
価
を
み
る
と
、「
ち
ょ
う
ど
良
い
」
が
四
五
％
で
あ
る

が
、「
高
い
」
の
三
〇
％
が
、「
安
い
」
の
五
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
四
〇
歳
以
上
で
は
「
高
い
」
が
三
割
を
超
え

て
い
る
。
今
後
の
購
入
価
格
は
、
現
在
の
購
入
価
格
も
し
く
は
安

い
価
格
を
志
向
し
て
い
る
（
前
掲
農
水
省
調
査
）。

と
こ
ろ
で
、
家
庭
食
の
購
入
先
は
、
第
一
位
が
ス
ー
パ
ー
（
農

水
省
平
成
二
年
調
査
、
生
協
を
含
む
と

二
〇
一
四
年
六
六
・
四

％
、
二
〇
年
六
三
・
九
％
、
米
穀
機
構
二
〇
年
調
査
、
ス
ー
パ
ー

���������������� 米消費減の加速化と「生産調整政策」の転換へ
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一
四
年
四
八
・
七
％
、
二
〇
年
四
九
・
八
％
、
生
協
一
四
年
八
・

二
％
、
二
〇
年
七
・
〇
％
）
で
あ
り
、
第
二
位
が
親
戚
か
ら
有
償

・
無
償
譲
渡
（
農
水
省
調
査
一
四
年
一
八
・
八
％
、
二
〇
年
一
七

・
五
％
、
米
穀
機
構
調
査
二
六
・
一
％
、
二
〇
・
二
％
）で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
購
入
先
は
、
横
ば
い
な
い
し
減
少
傾
向
に
あ
る
。

な
お
、
購
入
先
割
合
が
五
年
間
（
一
四
年
か
ら
二
〇
年
）
で
増

加
し
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
農
水
省
調
査
九
・
六
％
で
か
ら

一
二
・
四
％
へ
、
三
年
度
二
万
五
千
ｔ
）及
び
ふ
る
さ
と
納
税（
一

・
九
％
か
ら
五
・
四
％
、
三
年
度
九
万
ｔ
）
及
び
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
（
米
穀
機
構
調
査
六
・
五
か
ら
九
・
六
％
）
で
あ
る
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
及
び
ふ
る
さ
と
納
税
の
購
入
を
選
択
し
た
理
由
は
、
購

入
便
利
、
配
達
と
価
格
メ
リ
ッ
ト
及
び
「
品
種
や
品
揃
え
が
増
え

た
」
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
米
穀
機
構
調
査
に
よ
る
と
、
購
入
単
価（
㎏
当
た
り
、

元
年
度
平
均
）
は
、
ス
ー
パ
ー
が
三
九
九
円
に
対
し
、
デ
ィ
ス
カ

ウ
ン
ト
及
び
「
生
産
者
か
ら
直
接
購
入
」
の
購
入
単
価
は
、
三
二

三
円
、
及
び
三
七
三
円
で
あ
り
、
購
入
先
の
な
か
で
、
低
い
価
格

帯
で
あ
る
。
ま
た
、
購
入
価
格
帯
は
一
七
〇
〇
円
未
満
が
三
割
、

二
〇
〇
〇
円
未
満
が
五
割
、「
生
産
者
か
ら
」
は
一
七
〇
〇
円
未

満
が
五
割
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
は
二
〇
〇
〇
円
未
満
が
三
／
四
を

占
め
て
い
る
（
三
〇
年
度
協
同
組
合
連
携
機
構
調
査
）。
主
な
購

入
先
で
は
、
低
価
格
帯
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

主
要
な
購
入
先
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
で
の
消
費
者
の
購
入
行
動
を

み
る
と
、「
米
を
買
い
た
く
な
る
ス
ー
パ
ー
の
売
場
」
は
、
第
一

位
が
「
安
い
」
が
四
九
・
〇
％
、
第
二
位
が
「
配
達
対
応
な
ど
持

ち
帰
り
や
す
い
」
が
三
〇
・
七
％
（
前
掲
日
本
農
業
新
聞
調
査
）

で
あ
る
。

多
く
の
消
費
者
は
、
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
並
ん
だ
三
〇
種
類
程
度

の
コ
メ
の
中
か
ら
、
購
入
価
格
は
一
㎏
当
た
り
平
均
三
五
〇
円
前

後
で
あ
る
。
特
売
比
率
が
四
六
％
で
あ
り
、
産
地
や
銘
柄
よ
り
も

価
格
を
優
先
し
て
購
入
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
に
よ
る
消
費

者
購
入
行
動
は
、
来
店
一
〇
〇
〇
人
あ
た
り
一
〇
・
四
点
で
、
煎

餅
等
の
米
菓
の
七
六
・
七
七
と
比
べ
、
購
買
サ
イ
ク
ル
が
長
い
。

売
れ
筋
が
五
㎏
、平
均
売
価
が
一
七
六
四
円（
㎏
単
価
三
五
二
円
）

で
あ
る
。
販
売
品
数
は
、
三
一
・
二
、
特
売
商
品
で
購
入
さ
れ
た

割
合
は
四
六
・
四
％
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
の
四
七
・
八
％
と

同
じ
で
あ
る
。（
前
掲
折
笠
論
文
）。
し
た
が
っ
て
、
消
費
者
の
ス

ー
パ
ー
で
の
米
の
購
入
は
価
格
優
先
、
特
売
商
品
が
主
体
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
に
、
消
費
者
の
米
の
購
入
に
お
け
る
選
択
基
準

は
、
価
格
が
第
一
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
で
は
、
特
売
商
品
が
主
体

で
あ
り
、
最
近
で
は
利
便
性
や
配
達
が
基
準
の
一
つ
と
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
品
種
、
栽
培
方
法
、
こ
だ
わ
り
も
重
視
す
る
消
費
者

も
約
二
割
程
度
、
存
在
す
る
。

⑸
産
地
米
流
通
の
多
元
化
と
各
県
の
良
質
米
戦
略

加
速
化
す
る
主
食
用
米
消
費
減
の
も
と
で
、
各
産
地
の
対
応

米消費減の加速化と「生産調整政策」の転換へ ����������������
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は
、良
食
味
米
の
育
成
と
普
及
で
あ
る
。北
海
道
の
ゆ
め
ぴ
り
か
、

山
形
県
つ
や
姫
の
成
功
に
刺
激
を
受
け
、
青
森
晴
天
の
霹
靂
、
富

山
富
富
富
等
、
多
く
の
県
で
新
し
い
「
良
食
味
米
」
を
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
る
。
生
産
・
販
売
方
法
は
、
北
海
道
、
山
形
県
の
手
法

を
参
考
に
し
、
県
、
Ｊ
Ａ
が
主
導
し
、
新
品
種
の
栽
培
す
る
生
産

者
を
限
定
し
、栽
培
方
法
を
生
産
者
に
徹
底
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

品
種
名
の
ブ
ラ
ン
ド
登
録
を
し
て
、
販
売
ル
ー
ト
を
Ｊ
Ａ
や
県
本

部
を
経
由
に
統
一
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
市
場
で
の

高
い
評
価
と
販
売
価
格
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

各
県
の
生
産
・
販
売
努
力
を
評
価
す
る
が
、
つ
や
姫
、
ゆ
め
ぴ

り
か
の
よ
う
に
成
功
す
る
か
ど
う
は
不
明
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
い
ず
れ
の
県
も
販
売
価
格
の
目
標
を
一
㎏
当
た
り
四
〇
〇
〜

四
五
〇
円
以
上
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ
の
市
場
は
、
家
庭
用
米

の
購
入
価
格
帯
で
も
三
割
程
度
の
シ
ェ
ア
だ
か
ら
で
あ
る
。
新
潟

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ゆ
め
ぴ
り
か
、
つ
や
姫
が
存
在
し
、
狭
く
、
縮
小

す
る
市
場
に
各
県
が
参
入
し
た
場
合
、
販
売
競
争
が
激
化
す
る
。

そ
の
よ
う
な
市
場
で
の
地
位
を
確
保
す
る
に
は
、
品
質
の
差
別
化

と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
生
産
者
の
限
定
、
栽
培
指
導
は
品
質
の
差
別
化
に
は
有

効
で
あ
る
が
、
販
売
先
、
市
場
の
求
め
る
量
を
確
保
す
る
面
で
は

必
ず
し
も
有
効
で
は
な
い
。

県
、
Ｊ
Ａ
主
導
に
よ
る
統
一
販
売
が
産
地
で
の
米
流
通
変
化
の

も
と
で
計
画
ど
お
り
の
実
効
性
を
確
保
す
る
に
は
様
々
な
努
力
が

必
要
で
あ
る
。
産
地
の
米
流
通
は
多
元
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
三
〇
年
産
出
荷
・
販
売
数
量
の
う
ち
農
協
出
荷
高
が
六
五
％

で
あ
り
、
系
統
利
用
率
が
六
九
％
、
農
協
直
売
率
が
三
一
％
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
農
協
集
荷
率
は
、
取
扱
高
一
〇
〇
億
円
以
上
の
道

県
で
も
二
〇
％
か
ら
九
〇
％
の
間
に
分
布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

同
じ
く
系
統
利
用
率
も
八
〇
〜
九
一
％
が
四
道
県
、
七
〇
〜
七
九

％
が
一
一
県
、六
〇
〜
六
九
県
が
四
県
、五
〇
〜
五
九
％
が
五
県
、

三
七
〜
四
九
％
が
二
と
道
県
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
同
一
県
内
で
も
、
農
協
ご
と
に
集
荷
率
も
系
統
利
用
率
も
異

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
生
産
者
に
よ
る
直
売
が
存
在
し
て
い

る
。
農
協
直
売
や
生
産
者
直
売
は
、
区
分
集
荷
・
区
分
販
売
に
よ

る
実
需
者
と
の
契
約
販
売
が
一
般
的
で
あ
る
。
複
数
年
契
約
の
取

引
も
存
在
し
て
い
る（
注
6
）。

（
注
6
）
拙
著
『
産
地
で
の
米
流
通
構
造
の
多
様
な
展
開
』
一
財
農
政
調

査
委
員
会
令
和
二
年
一
二
月

以
上
の
よ
う
に
、
産
地
流
通
の
多
様
化
の
も
と
で
画
一
的
な
統

一
販
売
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
流
通
実
態
か
ら
乖
離
し
て
お
り
、

産
地
で
の
多
様
な
販
売
主
体
の
販
売
力
を
総
合
的
な
発
揮
で
き
る

か
疑
問
で
あ
る
。

各
県
で
の
良
質
米
開
発
と
販
売
戦
略
は
、
米
消
費
及
び
嗜
好
の

変
化
及
び
産
地
の
米
流
通
の
多
元
化
を
充
分
に
考
慮
し
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
各
県
で
の
新
品
種
に
対
し
て
期
待
す
る
目
標
と

目
的
を
確
実
に
実
現
で
き
る
か
県
は
、
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
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3
�
需
要
増
の
コ
メ
部
門

米
産
業
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
輸
出
に
よ
る
需
要
創
造

需
要
減
の
な
か
で
、
需
要
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
米
・
米
加

工
品
の
輸
出
及
び
国
内
で
の
米
加
工
品
で
あ
る
。
国
内
で
は
、
二

一
年
の
加
工
米
飯
生
産
量
は
一
七
年
対
比
一
一
七
％
、
う
ち
二
一

年
無
菌
包
装
米
飯
が
一
七
年
対
比
二
八
％
増
、
一
九
年
比
一
三
％

増
で
あ
る
。
二
一
年
の
米
粉
は
一
八
年
比
一
六
八
％
増
で
あ
る
。

無
菌
包
装
米
飯
に
は
最
大
手
の
米
卸
神
明
、
全
農
等
が
参
入

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。
米
粉
の
製
品
化

に
は
、
全
国
展
開
す
る
メ
ー
カ
ー
や
小
売
が
米
粉
の
商
品
開
発
・

販
売
に
参
入
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
、
リ
ン
ガ
ー
ハ

ッ
ト
、
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
、
日
清
シ
ス
コ
、
神
明
、
藤
井
等
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
丸
亀
製
麺
に
よ
る
小
麦
価
格
上
昇
に
と
も
な
い
米
粉
麺

の
店
舗
を
出
店
す
る
計
画
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ル
フ
ァ
ー
米
は

非
常
食
か
ら
ア
ウ
ト
ド
ア
用
へ
需
要
を
拡
大
し
て
い
る（
注
7
）。

（
注
7
）
藤
井
義
文
「
米
粉
の
需
要
は
ま
だ
伸
び
る
」、
佐
藤
正
志
「
保
存

食
「
ア
ル
フ
ァ
米
」
の
期
待
」

藤
尾
、
前
掲
『
米
産
業
に
未
来
は
あ
る
か
』
農
政
調
査
委
委
員
会

国
内
で
の
パ
ッ
ク
ご
飯
や
米
粉
は
、
近
年
、
米
・
米
加
工
品
の

な
か
で
拡
大
し
た
唯
一
の
分
野
で
あ
り
、
今
後
も
拡
大
の
可
能
性

が
あ
る
。
し
か
し
、
需
要
拡
大
量
は
人
口
減
、
高
齢
化
の
も
と
で

は
限
界
が
あ
る
。
今
後
、
市
場
拡
大
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
米
・

米
加
工
品
の
輸
出
で
あ
る
。

二
一
年
の
米
・
米
加
工
品
の
輸
出
は
、
金
額
ベ
ー
ス
で
五
二
四

億
円
で
あ
り
、
一
七
年
対
比
一
・
九
八
倍
、
一
九
年
比
一
・
五
九

倍
で
あ
り
、
数
量
で
四
五
九
五
九
ｔ
で
あ
り
、
一
七
年
対
比
一
・

六
〇
倍
、
一
九
年
対
比
一
・
二
九
倍
で
あ
る
。
う
ち
、
コ
メ
は
二

二
八
三
三
ｔ
で
あ
り
、
一
七
対
比
一
・
九
三
倍
、
一
九
年
対
比
一

・
三
一
倍
で
あ
る
。
日
本
酒
は
、
原
料
米
で
一
八
〇
五
四
ｔ
、
一

七
対
比
一
・
三
七
倍
、
金
額
ベ
ー
ス
で
四
〇
二
億
円
、
一
七
年
対

比
二
・
一
五
倍
、
米
菓
は
原
料
米
数
量
で
四
三
七
〇
ｔ
、
一
七
年

対
比
一
・
五
七
倍
、
金
額
で
五
六
億
円
、
一
七
対
比
一
・
三
三
倍

で
あ
る
。二
〇
年
の
パ
ッ
ク
ご
飯
は
、原
料
米
換
算
で
六
三
四
ｔ
、

一
七
対
比
一
・
八
三
倍
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
欧
州
を
中
心
に
、

世
界
の
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
市
場
は
順
調
に
拡
大
し
て
お
り
、

二

〇
二
四
年
に
は
約
一
〇
〇
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
に
達
す
る
見
込
み
で
あ

る
。二

一
年
の
米
の
輸
出
単
価
は
二
六
二
円
／
㎏
で
あ
り
、
輸
出
先

別
に
み
る
と
、第
一
位
が
香
港
で
、全
体
の
三
九
・
一
％
で
あ
り
、

単
価
が
二
三
七
円
／
㎏
、
第
二
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
全
体
の
二
一

・
七
％
、
単
価
二
〇
六
円
／
㎏
で
あ
り
、
第
三
位
ア
メ
リ
カ
が
前

体
の
九
・
八
％
で
単
価
二
七
九
円
／
㎏
で
あ
る
。
香
港
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
全
体
の
六
〇
・
八
％
を
占
め
、
輸
出
単
価
も
平
均
よ
り

低
い
水
準
に
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
両
国
で
は
、「
大
手
米
卸
や

輸
出
事
業
者
が
中
食
・
外
食
を
中
心
に
需
要
を
開
拓
」
し
て
い
る
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か
ら
で
あ
る
（
農
水
省
「
米
を
め
ぐ
る
関
係
資
料
」
令
和
四
年
七

月
、
農
林
水
産
省
）（
注
8
）。
つ
ま
り
、
米
輸
出
の
拡
大
は
、
ス
ー

パ
ー
等
の
小
売
と
と
も
に
外
食
・
中
食
の
需
要
開
拓
が
柱
と
な
る
。

（
注
8
）
香
港
・
大
手
米
卸
や
輸
出
事
業
者
が
中
食
・
外
食
を
中
心
に
需

要
を
開
拓
し
て
お
り
、
今
後
も
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
や
お
に

ぎ
り
店
等
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
需
要
開
拓
を
図
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
・
輸
出
事
業
者
や
Ｊ
Ａ
系
統
等
が
中
食
・

外
食
を
中
心
に
需
要
を
開
拓
。
更
に
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
や

お
に
ぎ
り
店
等
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
需
要
開
拓
を

図
るア

メ
リ
カ
・
大
手
米
卸
や
輸
出
事
業
者
が
日
系
小
売
店
需
要

を
開
拓
。
今
後
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
等
や
Ｅ
Ｃ
等
の
小
売
需

要
を
開
拓
。
ま
た

パ
ッ
ク
ご
飯
や
米
粉
の
最
大
の
輸
出
先
国

で
あ
り
、
更
な
る
市
場
開
拓
を
図
る
。
農
水
省
「
米
を
め
ぐ
る

関
係
資
料
」
令
和
四
年
七
月
）

米
・
米
加
工
品
の
輸
出
を
拡
大
す
る
に
は
、
以
下
の
課
題
が
あ

る（
注
9
）。
第
一
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
、
新
潟
等
で
の
組
織
的
な

販
売
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
は
「
市
場
知
る
」
こ
と
で
あ
る
。
国

ご
と
の
制
度
、
規
制
を
確
認
し
た
営
業
を
行
う
。
そ
し
て
、
食
習

慣
、
需
要
や
市
場
性
の
違
い
を
踏
ま
え
た
販
売
戦
略
を
構
築
す

る
。
そ
の
上
で
、
外
食
産
業
向
け
の
価
格
・
品
質
・
供
給
体
制
を

整
え
る
。
第
三
に
、
ミ
ド
ル
レ
ン
ジ
層
（
価
格
対
応
）
へ
の
転
換

が
必
要
で
あ
る
。
第
四
に
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
業
務
用
米
向
け

輸
出
用
銘
柄
、
産
地
づ
く
り（
い
つ
、
誰
に
、
ど
れ
だ
け
、
価
格
）

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
に
、
価
格
競
争
力
の
強
化
の
た
め

に
、
国
の
支
援
・
助
成
金
や
地
方
、
地
域
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る（
注
10
）。

（
注
9
）
高
橋
元
「
海
外
現
地
精
米
で
需
要
を
開
拓
」
宗
和
弘
「
全
農
の

米
輸
出
の
取
組
」
坪
谷
利
之
「
水
田
経
営
の
存
続
に
必
要
な
制

度
改
革
」
前
掲
書

日
本
酒
に
つ
い
て
は
松
永
将
義
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
の
日
本
酒
を
輸
出
」
斉
藤
俊
太
郎
「
日
本
酒
輸
出
の
カ
ギ
は

知
識
の
提
供
」

（
注
10
）
パ
ッ
ク
ご
飯
や
日
本
酒
へ
の
助
成
が
存
在
し
な
い
。
前
掲
藤
尾

論
文
「
お
酒
の
原
料
費
は
米
代
が
殆
ど
で
す
が
、
そ
こ
が
圧
倒

的
に
違
う
の
で
価
格
差
を
埋
め
ら
れ
な
い
」
前
掲
松
永
論
文

4
�
米
の
生
産
調
整
五
一
年

米
産
業
・
水
田
農
業
は
縮

小
再
生
産

本
年
は
、
米
の
生
産
調
整
が
本
格
的
な
開
始
か
ら
五
一
年
目
、

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
年
）
産
よ
り
、
国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標

の
配
分
の「
廃
止
」か
ら
四
年
目
で
あ
る
。
こ
の
政
策
の
本
質
は
、

多
額
な
助
成
金
に
よ
る
主
食
用
米
の
生
産
抑
制
と
価
格
維
持
政

策
、
つ
ま
り
、
納
税
者
負
担
と
消
費
者
負
担
と
い
う
二
重
の
負
担

を
強
い
る
政
策
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
、
持
続
可
能
で
あ
る
と
は

い
え
な
い（
注
11
）。
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（
注
11
）
飼
料
用
水
の
本
格
的
な
導
入
の
際
、
本
間
正
義
『
農
業
と
経
済
』

二
〇
一
五
年
九
月
、
吉
田
俊
幸
前
掲
論
文

し
か
し
、
生
産
調
整
政
策
は
、
対
策
の
名
称
や
重
点
を
変
更
し

し
つ
つ
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
要
因
は
、
水
田
農
業
と
稲
作
生
産

者
を
守
る
こ
と
及
び
食
料
安
保
、
つ
ま
り
、
米
価
格
維
持
と
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
自
給
率
向
上
と
い
う
二
つ
の
大
義
・
目
標
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
生
産
調
整
の
推
進
の
た
め
の
多
額
な
助
成
金
を

確
保
さ
れ
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
等
へ
の
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
生
産

者
の
結
集
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
生
産
調
整
に
対
す
る
消
費

者
の
理
解
を
得
て
い
た
。

輸
入
依
存
の
小
麦
、
大
豆
、
飼
料
を
多
額
な
助
成
金
に
よ
り
増

産
し
、
米
の
価
格
維
持
は
、「
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
向
上
」

と
稲
作
保
護
と
は
表
面
的
に
は
整
合
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
生
産
調
整
か
ら
五
一
年
、
そ
の
目
標
、
目
的
が
達
成
で
き
た

だ
ろ
う
か
？

ま
ず
、
米
粗
生
産
額
の
ピ
ー
ク
は
、
昭
和
五
九
年
三
・
九
三
兆

円
で
あ
り
、
令
和
元
年
で
は
、
そ
の
四
四
・
三
％
の
一
・
七
四
兆

円
二
年
で
は
四
一
・
七
％
の
一
・
六
四
兆
円
に
減
少
し
た
。

米
の
総
需
要
量
は
昭
和
四
四
（
一
九
七
一
）
年
の
一
一
八
六
万

ｔ
か
ら
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
七
五
八
万
ｔ
へ
四
二
八
万

ｔ
、
三
六
％
の
減
で
あ
る
。
直
近
八
年
で
も
一
〇
〇
万
ｔ
の
減
で

あ
る
。
一
人
当
た
り
米
消
費
量
も
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
一

一
一
・
七
㎏
か
ら
令
和
二（
二
〇
二
〇
）年
に
は
五
一
・
五
㎏
へ
、

半
減
し
た
。

一
方
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
、
一
九
六
五
年
の

七
三
％
か
ら
八
五
年
に
は
五
三
％
、
二
〇
〇
五
年
に
は
四
〇
％
、

二
〇
二
〇
年
に
は
三
七
％
に
低
下
し
た
。
し
か
も
、
生
産
調
整
の

助
成
金
は
、
当
初
の
約
一
七
〇
〇
億
円
か
ら
約
三
六
〇
〇
億
円
に

増
大
し
た
。
つ
ま
り
、
多
額
の
財
政
を
投
入
し
て
実
施
さ
れ
て
き

た
生
産
調
整
の
結
果
は
、
米
・
水
田
農
業
の
縮
小
・
再
生
産
で
あ

り
、
自
給
率
が
低
下
し
五
一
年
を
経
て
も
、
二
つ
の
目
標
を
実
現

で
き
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
農
水
省
が
近
年
、
着
目
し
て
い
る
自
給
力
も
、
低
下

し
て
い
る
。
ま
ず
、
水
田
面
積
は
、
三
二
〇
万
ha
か
ら
二
年
産
で

は
一
八
七
万
ha
（
米
一
五
八
万
ha
、
う
ち
主
食
用
一
三
七
万
ha
、

麦
一
一
万
ha
、
大
豆
一
八
万
ha
）
に
減
少
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
農

地
面
積
は
、
ピ
ー
ク
の
六
〇
〇
万
ha
で
あ
り
、
二
年
で
は
四
四
〇

万
ha
な
の
で
、
農
地
面
積
減
少
の
約
八
〇
％
が
水
田
面
積
の
減
少

と
み
ら
れ
る
。
生
産
調
整
が
主
要
な
要
因
に
よ
っ
て
、
水
田
の
中

で
、
麦
、
大
豆
作
の
不
適
地
等
が
耕
作
放
棄
と
な
っ
た（
注
12
）。

（
注
12
）
農
地
が
造
成
さ
れ
た
の
で
、
実
農
地
面
積
は
ピ
ー
ク
よ
り
も
大

き
い
。

さ
ら
に
、
開
始
以
来
五
一
年
間
、
米
の
品
質
を
追
求
し
て
き
た

が
、
稲
作
生
産
力
の
基
本
で
あ
る
単
位
収
量
の
向
上
は
国
際
的
な

趨
勢
に
比
べ
る
と
立
ち
遅
れ
た
。
生
産
調
整
開
始
直
前
の
六
九
年

の
日
本
稲
作
単
収
は
、
四
五
〇
㎏
で
世
界
第
三
位
で
あ
っ
た
が
一
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八
年
に
は
一
八
％
増
の
五
三
〇
㎏
で
世
界
一
五
位
に
後
退
し
た
。

な
お
、
一
八
年
の
上
位
三
位
を
み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
八

一
三
㎏（
一
位
）、
六
九
年
五
七
三
㎏（
一
位
）、
四
三
％
増
、
エ
ジ

プ
ト
七
二
五
㎏
、
六
九
年
四
一
七
㎏（
五
位
）、
七
四
％
増
、
ア
メ

リ
カ
六
七
一
㎏（
三
位
）、
三
九
九
㎏（
六
位
）六
八
％
増
で
あ
り
、

日
本
の
単
収
よ
り
大
幅
に
高
く
、
増
加
率
も
高
い
。
ち
な
み
に
、

農
水
省
が
推
奨
す
る
飼
料
用
米
の
多
収
品
種
の
試
験
結
果
は
、
六

五
〇
〜
七
五
〇
㎏
前
後
で
あ
る
。
上
位
の
国
の
平
均
単
収
と
同
じ

水
準
で
あ
る
。
日
本
で
は
、「
単
収
停
滞
が
稲
作
生
産
者
だ
け
で

は
な
く
、
試
験
場
の
段
階
で
も
起
こ
っ
た
」
の
で
あ
る（
注
13
）。

（
注
13
）
荒
畑
克
己
前
掲
論
文

さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
は
六
九
年
の
三
七
四
㎏
（
九
位
）
か
ら
五

三
八
㎏
（
一
三
位
）
四
五
％
増
、
韓
国
三
四
九
㎏
（
一
一
位
）
か

ら
五
六
七
㎏
（
一
一
位
）、
六
五
％
増
で
あ
る
。

米
の
輸
出
国
を
み
る
と
、
中
国
が
七
八
年
の
三
二
〇
㎏
か
ら
五

五
五
㎏
（
一
二
位
）
一
・
七
三
倍
、
イ
ン
ド
が
八
〇
年
の
一
二
四

㎏
か
ら
二
八
七
㎏
へ
二
・
三
一
倍
、
ベ
ト
ナ
ム
は
八
〇
年
の
二
二

二
㎏
か
ら
四
六
二
㎏
へ
二
・
〇
八
倍
の
増
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
国

も
日
本
の
単
収
増
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
単
収
を
増
加
さ
せ
て
い

る（
注
14
）。

（
注
14
）
世
界
穀
物
単
収
増
の
割
合
（
二
〇
一
七
／
一
九
七
一
）
は
二
・

二
倍
で
あ
る
。

日
本
の
稲
作
技
術
は

競
争
力
の
土
台
で
あ
る
単
収
面
で
、
世

界
標
準
か
ら
立
ち
遅
れ
た
の
で
あ
る
。

生
産
調
整
か
ら
五
一
年
、
稲
作
生
産
者
を
守
り
、
カ
ロ
リ
ベ
ー

ス
の
食
料
自
給
率
向
上
と
い
う
目
標
を
充
分
に
達
成
で
き
ず
、
さ

ら
に
、
水
田
面
積
が
減
少
し
、
単
収
の
停
滞
と
い
う
生
産
基
盤
も

弱
体
化
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
、
米
消
費
減
の
加
速
化
が
進
展
す
る
も
と
で
、

多
額
な
助
成
金
に
よ
る
米
の
生
産
抑
制
と
作
付
転
換
は
、
財
政
的

に
も
限
界
が
あ
る
。
す
で
に
、
五
年
産
に
向
け
、「
交
付
対
象
水

田
の
見
直
し
」
や
「
飼
料
用
米
の
助
成
の
見
直
し
」
等
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

5
�
食
料
自
給
率
向
上
と
食
料
安
保

今
後
は
米
・
米
加
工

品
輸
出
が
柱

生
産
調
整
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
食
料
安
保
、
カ
ロ
リ
ベ
ー
ス

食
料
自
給
率
向
上
を
め
ぐ
る
議
論
も
混
迷
し
て
い
る
。
農
水
省
に

よ
る
と
食
料
自
給
率
指
標
は
、
表
の
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
と

生
産
額
ベ
ー
ス
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
各
政
府
の
公
表
数
値
は
、

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
ス
イ
ス
の
み
、
生
産
額
ベ
ー
ス
は
イ
ギ
リ
ス

の
み
で
あ
り
、
残
り
は
、
農
水
省
に
よ
る
試
算
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

食
料
自
給
率
指
標
は
、
国
際
的
に
は
、
公
式
の
指
標
で
は
な
く
、

日
本
独
自
の
指
標
と
も
い
え
る
。

日
本
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
（
二
一
年
）
は
三
七
％
で

あ
り
、
欧
米
諸
国
と
比
べ
て
か
な
り
低
い
水
準
に
あ
る
。
一
方
、
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生
産
額
ペ
ー
ス
は
、
六
七
％
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
六
四
％
、
イ
ギ

リ
ス
の
六
一
％
と
比
べ
、
遜
色
の
な
い
水
準
で
あ
る
。
農
産
物
の

有
数
の
輸
出
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ロ
リ
ベ
ー
ス
自
給
率
は
、

六
一
％
で
あ
り
、
生
産
額
ベ
ー
ス
は
農
水
省
が
公
表
し
て
い
な
い

が
、
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
農
水
省
の
発
表
し
て
い
る
都
道
府
県
別
自
給
率
（
カ

ロ
リ
ー
、
生
産
額
、
令
和
二
年
）
を
み
る
と
、
北
海
道
二
一
七
、

二
一
六
、
秋
田
二
〇
〇
、
一
五
八
、
茨
城
六
八
、
一
二
六
、
新
潟

一
一
一
、
一
一
一
、
和
歌
山
二
七
、
一
一
六
、
熊
本
五
五
、
一
六

三
、
宮
崎
六
一
、
三
〇
一
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
、
東
北
、
北

陸
の
稲
作
地
域
が
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
自
給
率
は
一
〇
〇
を
超
え
て

い
る
が
、野
菜
、畜
産
等
の
生
産
県
は
一
〇
〇
以
下
で
あ
る（
注
15
）。

自
給
率
が
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る
の
は
、
穀
物
、
農
産
物
の

輸
出
国
で
あ
り
、
日
本
の
都
道
府
県
で
は
米
を
他
県
に
出
荷
（
移

出
）
県
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
の

低
さ
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
ゆ
が
み
を
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。

（
注
15
）
渡
辺
好
明
「
日
本
産
業
が
生
き
抜
く
た
め
必
要
な
都
道
府
県
別

自
給
率
の
見
方
」『
w
e
d
g
e
9
月
20
日
』

農
水
省
試
算
か
ら
推
測
す
る
と
自
給
率
向
上
の
方
策
は
、「
輸

入
農
産
物
を
増
産
す
る
こ
と
」
及
び
「
適
地
適
作
を
貫
き
、
風
土

に
見
合
っ
た
農
産
物
を
増
産
し
、
国
内
で
の
過
剰
部
分
を
輸
出
す

る
こ
と
」
と
の
二
つ
で
あ
り
、
も
し
く
は
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
で

総合食料自給率（1921年）農水省資料

国名 カロリーベース 生産額ベース

日本 37％ 67％

カナダ 223 118

オーストラリア 169 126

アメリカ 121 90

フランス 131 82

ドイツ 84 64

イギリス 70 61

イタリア 58 84

スイス 50 50
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あ
る
。
同
時
に
、
食
料
安
保
に
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
自
給
率
向
上

と
生
産
額
ベ
ー
ス
自
給
率
向
上
と
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
視

点
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
日
本
で
は
、
米
の
生
産
抑
制
よ

り
も
水
田
の
優
れ
た
生
産
基
盤
を
真
の
意
味
で
の
フ
ル
活
用
し
米

を
増
産
し
、
過
剰
部
分
を
輸
出
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い（
注
16
）。

（
注
16
）
山
下
一
仁
「
国
が
進
め
る
コ
メ
の
減
反
政
策
は
チ
グ
ハ
グ
だ
」

『
東
洋
経
済
9
月
3
日
』

日
本
の
生
産
調
整
政
策
は
、
特
殊
な
か
つ
日
本
的
な
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
自
給
率
維
持
、
向
上
の
政
策
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
過

剰
な
米
を
生
産
抑
制
し
、
多
額
な
助
成
金
に
よ
り
日
本
の
風
土
に

あ
わ
な
い
輸
入
農
産
物
の
増
産
の
み
に
特
化
し
、
日
本
の
風
土
に

適
し
た
米
を
増
産
し
、
そ
の
過
剰
部
分
を
輸
出
す
る
視
点
が
欠
如

し
て
い
た
。
近
年
、
米
・
米
加
工
品
輸
出
が
視
野
に
入
っ
た
政
策

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等
）
が
導
入
さ
れ
た
が
不
十
分
で
あ

る
。
主
食
用
米
消
費
減
が
加
速
化
す
る
も
と
で
、
優
れ
た
生
産
装

置
で
あ
る
水
田
保
全
と
日
本
の
風
土
に
適
し
た
米
の
過
剰
部
分
の

輸
出
拡
大
を
自
給
率
向
上
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
。
こ
の
視
点
こ
そ

が
、
真
の
水
田
フ
ル
活
用
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
政
策
体
系
の
転

換
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、
緊
急
時
に
は
、
米
を
輸
出
し
て
い
れ
ば
、
輸
出
を

抑
制
し
、
国
内
で
代
替
品
と
し
て
使
用
し
、
食
料
安
保
を
維
持
で

き
る
。
現
在
、
食
料
の
需
給
逼
迫
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
イ
ン

ド
で
は
小
麦
の
輸
出
を
停
止
し
、
米
に
は
二
〇
％
の
輸
出
関
税
を

課
し
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
米
の
輸
出
価
格
の
二
〇
％
を
引
き
上

げ
る
予
定
で
あ
る（
注
17
）。
日
本
の
場
合
で
も
、
緊
急
時
に
は
、
輸

出
米
は
国
内
の
飼
料
や
米
粉
パ
ン
と
し
て
代
替
え
品
と
な
る
。
つ

ま
り
米
・
米
加
工
品
の
輸
出
は
、
安
上
が
り
の
備
蓄
で
も
あ
る
。

（
注
17
）
日
経
新
聞
二
〇
二
二
年
五
月
一
六
日
、
日
経
新
聞
九
月
一
七
日

米
・
米
加
工
品
の
輸
出
を
拡
大
す
る
に
は
、「
Ｅ
Ｕ
型
の
直
接

支
払
と
価
格
変
動
の
緩
和
措
置
の
も
と
で
主
食
用
米
の
米
価
が
一

万
円
の
水
準
に
な
れ
ば
、
実
需
者
の
要
望
と
「
用
途
」
別
に
そ
っ

た
精
米
の
流
通
」
及
び
輸
出
が
可
能
と
な
る
。「
一
万
三
〇
〇
〇

円
よ
り
三
〇
〇
〇
円
低
い
、
一
万
円
／
六
〇
㎏
に
価
格
が
低
下
す

る
仮
定
し
、
価
格
低
下
に
よ
る
「
消
費
者
メ
リ
ッ
ト
」
は
約
三
一

五
〇
億
円
と
な
る
」（
注
18
）。
さ
ら
に
、
一
万
四
五
〇
〇
円
の
場
合

に
は
、「
消
費
者
メ
リ
ッ
ト
」
は
約
四
八
〇
〇
億
円
で
あ
る
。
消

費
者
メ
リ
ッ
ト
を
原
資
と
し
て
直
接
支
払
い
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
、
価
格
引
き
下
げ
効
果
を
も
ち
、
生
産
者
と
消
費
者
と
が
恩

恵
を
受
け
る
政
策
と
な
る（
注
19
）。
米
価
が
一
万
円
に
な
る
と
、
米

と
米
加
工
品
の
新
し
い
需
要
開
拓
や
輸
出
拡
大
に
つ
な
が
る
。

（
注
18
）
前
掲
坪
谷
論
文

（
注
19
）
前
掲
荒
畑
論
文
で
は
戸
別
所
得
補
償
一
五
〇
〇
〇
円
が
開
始
さ

れ
た
際
の
六
〇
㎏
当
た
り
価
格
押
し
下
げ
効
果
、
一
〇
一
八
円

で
あ
る
。
廃
止
に
よ
る
価
格
引
き
上
げ
効
果
二
七
三
五
円
と
推

計
し
て
い
る
。

人
口
減
、
高
齢
化
が
進
展
す
る
も
と
で
、
国
内
の
米
消
費
減
が
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加
速
化
し
、
二
〇
三
〇
年
に
は
六
〇
〇
万
ｔ
を
割
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
。
そ
の
状
況
の
も
と
で
、
日
本
の
米
産
業
、
水
田
農
業
の

存
立
・
未
来
を
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
優
れ
た
生

産
装
置
で
あ
る
水
田
を
真
の
意
味
で
フ
ル
活
用
し
日
本
の
風
土
に

適
し
た
米
を
増
産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
過
剰
と
な
っ
た
米
の
用
途

は
輸
出
に
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
殊
な
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

自
給
論
に
立
脚
し
た
従
来
型
の
生
産
調
整
に
は
限
界
が
あ
る
。
米

過
剰
部
分
の
輸
出
を
柱
と
し
て
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
の
増
産
と

の
二
本
立
て
を
実
現
す
る
こ
と
が
今
後
の
政
策
課
題
で
あ
る（
注

20
）。
農
業
政
策
も
財
政
負
担
と
消
費
者
負
担
に
よ
る
価
格
維
持
か

ら
、
直
接
支
払
い
を
通
じ
て
所
得
補
償
を
す
る
納
税
者
負
担
型
へ

の
移
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。「
価
格
は
市
場
で
」
は
「
所
得
は
経

営
所
得
補
償
政
策
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
通

じ
て
、
米
の
価
格
が
低
下
し
、
需
要
が
開
拓
さ
れ
、
高
齢
者
等
の

生
活
弱
者
対
策
に
も
な
る
。

（
注
20
）
飼
料
用
米
の
助
成
金
は
一
〇
ａ
当
た
り
五
・
五
〜
一
〇
万
円
、

輸
出
米
の
対
象
と
な
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
一
〇
ａ
当
た

り
四
万
円
で
あ
る
。
単
位
当
た
り
の
財
政
負
担
は
輸
出
米
が
半

分
で
あ
る
。
同
時
に
輸
出
米
は
形
を
変
え
た
備
蓄
米
で
も
あ
る
。

米
と
と
う
も
ろ
こ
し
の
国
際
価
格
は
平
均
し
て
三
対
一
で
あ

る
。
短
粒
種
は
平
均
価
格
よ
り
高
い
。
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1
�
は
じ
め
に

⑴
問
題
の
所
在
と
課
題
の
設
定
―
食
糧
援
助
と
商
業
輸
出
―

本
稿
で
は
、
米
の
商
業
輸
出
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
き

た
食
糧
援
助
の
あ
り
方
と
両
者
の
関
係
を
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
国
際
的
な
展
開
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
で
試
論
的
に
検
討
し
た

い
。
先
進
国
に
お
け
る
農
産
物
輸
出
は
財
政
的
支
援
に
よ
る
過
剰

農
産
物
処
理
で
あ
り
、
そ
れ
が
引
き
起
こ
す
外
交
的
摩
擦
が
基
本

問
題
で
あ
る
。
食
糧
援
助
・
商
業
輸
出
と
も
に
主
要
輸
出
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
米
の
輸
出
は
一
貫
し
て
連
邦
政
府
の

財
政
的
支
援
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
か
ら
得
ら
れ
る

政
策
的
示
唆
は
、
上
記
の
意
味
で
食
糧
援
助
も
商
業
輸
出
も
変
わ

り
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

主
食
用
米
の
国
内
需
要
が
減
少
を
続
け
る
中
で
、
近
年
国
産
米

の
商
業
輸
出
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
政
策
的
支
援
も
充
実
し
つ
つ

あ
り
、
例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
度
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
に
お
い
て
は
、
輸
出
用
米
が
多
く
含
ま
れ
る
新
市
場
開
拓
用
米

の
作
付
に
対
し
て
二
〇
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
、
水
田
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
採
択
さ
れ
る
と
四
〇
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
が
交

付
さ
れ
る
1
。
新
市
場
開
拓
用
米
の
作
付
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収

入
は
主
食
用
米
に
匹
敵
し
、
一
部
地
域
で
は
飼
料
用
米
に
代
わ
る

転
作
作
物
と
し
て
普
及
が
見
ら
れ
た
（
西
川
、
二
〇
二
一
：
ｐ
�

三
九
）。
そ
れ
で
も
、
第
1
図
に
よ
る
と
二
〇
二
一
年
に
お
い
て

商
業
輸
出
量
は
二
二
、
八
三
三
ト
ン
で
あ
り
、
農
林
水
産
省
『
作

物
統
計
』
の
水
稲
収
穫
量
（
玄
米
）
に
対
す
る
比
率
は
〇
・
三
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

一
方
で
本
稿
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
が
食
糧
援
助
で
あ
る
。
日

本
の
関
税
法
第
二
条
第
二
項
に
は
、「「
輸
出
」
と
は
、
内
国
貨
物

米
輸
出
の
基
本
問
題
―
食
糧
援
助
と
商
業
輸
出
―西

川
邦
夫

茨
城
大
学
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を
外
国
に
向
け
て
送
り
出
す
こ
と
を
い
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
無
償
の
食
糧
援
助
も
輸
出
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
日
本
の
農
政
は
食
糧
援
助
に
対
し
て
必
ず
し
も
積

極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
な
い
。
二
〇
二
二
年
一
月
二
八
日
に
開

催
さ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
政
府
備
蓄
米
を
食
糧
援
助

に
充
て
て
国
内
米
需
給
の
改
善
を
求
め
る
立
憲
民
主
党
・
近
藤
和

也
議
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、金
子
原
二
郎
農
林
水
産
大
臣（
当

時
）
は
、
食
糧
援
助
は
被
援
助
国
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
行
わ
れ

る
も
の
な
の
で
要
望
が
無
い
と
難
し
い
旨
を
答
弁
し
た
2
。
ま

た
、
農
林
水
産
省
は
Ｍ
Ａ
米
を
食
糧
援
助
に
充
て
る
際
の
留
意
点

と
し
て
、
①
途
上
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
②
財
政
負
担
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
③
被
援
助
国

に
輸
出
を
し
て
い
る
国
の
懸
念
を
考
慮
し
、
国
際
ル
ー
ル
と
の
整

合
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
3
。
上
記
三
点
は
国

産
米
を
食
糧
輸
出
に
充
て
る
際
に
も
適
用
可
能
で
あ
り
、
先
の
大

臣
答
弁
は
そ
の
様
な
農
林
水
産
省
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
果
た
し
て
、
商
業
輸
出
の
み
に
重
点
を
置
く
農
政
の

姿
勢
は
合
理
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑵
日
本
の
米
輸
出
の
統
計
的
検
討

こ
こ
で
、
食
糧
援
助
を
含
め
た
日
本
の
米
輸
出
の
全
体
像
を
簡

単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
食
糧
援
助
の
全
貌
を
統
計
か
ら
つ
か

む
こ
と
は
難
し
い
。
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
商
業
輸
出
量

第1図 日本における商業輸出と食糧援助による米輸出量の推移

資料：農林水産省「農林水産物・食品の輸出額」（各年版）、「米をめぐる状況について」（2022年7月）、財務省
『貿易統計』、国際開発センター（2012）、添付資料1－5、World Food Program (WFP), Food Aid Information
System、より作成．

注：2011年～2012年のKR援助の値は、WFPデータのうち直接移転（direct transfer）によるものをとった。第三
国が介在する三角購入（triangular purchase）や、被援助国内で調達する地域購入（local purchase）は含めて
いない。第3図も同じ。
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（
①
）
は
、
財
務
省
『
貿
易
統
計
』
を
も
と
に
食
糧
援
助
を
除
い

た
値
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
『
貿
易
統
計
』
に
お
け

る
玄
米
と
精
米
の
輸
出
量
の
合
計
（
②
）
か
ら
商
業
輸
出
量
（
①
）

を
差
し
引
い
た
も
の
が
、
第
1
図
の
③
で
あ
る
。
こ
の
値
は
内
国

貨
物
に
よ
る
食
糧
援
助
を
示
し
て
い
る
の
で
、
国
産
米
に
よ
る
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
概
ね
一
万
五
千
〜
五
万
ト
ン
の
間

で
推
移
し
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
は
商
業
輸
出
の
値
を
上

回
っ
て
い
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
（m

inim
um

access；
Ｍ
Ａ
）
米
の
う
ち
援
助
用
に
回

さ
れ
た
も
の
の
値
（
④
）
は
、
二
〇
一
〇
年
代
ま
で
は
一
〇
万
〜

二
〇
万
ト
ン
の
間
で
推
移
し
て
い
た
が
、
近
年
は
二
万
〜
五
万
ト

ン
程
度
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
Ｍ
Ａ
米
は
国
内
主
食
用
米
の
需
給

に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
（
安
藤
、
二
〇
二
一
：
ｐ
�
一

四
―
一
七
）、
国
産
米
の
食
糧
援
助
と
切
り
離
し
て
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
が
行
っ
て
い
る
食
糧
援
助
の
代
表

的
な
手
法
で
あ
る
無
償
の
Ｋ
Ｒ
（K

ennedy
R
ound；

ケ
ネ
デ
ィ

・
ラ
ウ
ン
ド
）
援
助
4
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
は
古
い
が
二
〇
一

二
年
ま
で
は
一
〇
万
〜
二
〇
万
ト
ン
の
間
で
推
移
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
Ｋ
Ｒ
援
助
の
動
き
は
概
ね
Ｍ
Ａ
米
・
援
助
用
と

連
動
し
て
い
る
。
最
後
に
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
直
近
で
食
糧
援

助
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
る
米
は
一
〇
万
ト
ン
弱
、
Ｍ
Ａ
米
と
国

産
米
が
半
分
ず
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
5
。

以
上
の
検
討
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
は
、
第
一
に
食
糧
援

第2図 米輸出量合計と水稲収穫量に対する比率の推移

資料：第1図と同じ。
注：①、③、④の値は第1図と同じ。
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助
に
よ
る
米
輸
出
は
商
業
輸
出
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
が
行
っ
て
い
る
米
の
輸
出
の
主
要
な
形
態
は
、
実
は
食
糧
援

助
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
食
糧
援
助
は
二
〇
〇
〇
年
代

に
お
け
る
一
〇
〜
二
〇
万
ト
ン
の
水
準
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
に

は
一
〇
万
ト
ン
以
下
の
水
準
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
、
Ｍ
Ａ
米
か
ら
援
助
用
に
向
け
ら
れ
る
量
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
形
で
商
業
輸
出
が
増
加
し
て
き

た
が
、
食
糧
援
助
の
減
少
分
を
十
分
に
は
補
え
て
い
な
い
。
第
2

図
は
、
商
業
輸
出
と
食
糧
援
助
を
合
計
し
た
輸
出
量
の
推
移
と
、

水
稲
収
穫
量
に
対
す
る
比
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
方
の
値

と
も
二
〇
一
〇
年
代
は
二
〇
〇
〇
年
代
と
比
べ
て
減
少
し
て
い

る
。
以
上
の
結
果
、
二
〇
二
一
年
時
点
で
は
商
業
輸
出
二
二
、
八

三
三
万
ト
ン
、
内
国
貨
物
に
よ
る
食
糧
援
助
二
〇
、
二
六
六
万
ト

ン
、
Ｍ
Ａ
米
に
よ
る
食
糧
援
助
三
〇
、
〇
〇
〇
ト
ン
、
合
計
七
三
、

〇
九
九
万
ト
ン
が
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
輸

出
の
全
体
量
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
商
業
輸
出
だ
け
で

な
く
、
食
糧
援
助
も
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

2
�
食
糧
援
助
の
展
開
過
程

⑴
先
進
国
に
お
け
る
過
剰
農
産
物
処
理
と
し
て
の
食
糧
援
助

食
糧
援
助
と
商
業
輸
出
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
第
一
に
指
摘

で
き
る
こ
と
は
、
食
糧
援
助
の
援
助
国
（donors

）
が
先
進
国
か

つ
穀
物
輸
出
国
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
食
糧
援
助

は
援
助
国
と
被
援
助
国
（recipients

）
の
直
接
協
議
に
よ
る
二

国
間
援
助
と
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
等
の
国
際
機
関

を
通
じ
た
多
国
間
援
助
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
一
二
年

に
お
い
て
世
界
の
食
糧
援
助
の
五
八
％
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
を
通
じ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
で
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
、
二
〇
一
三
：
ｐ
�
九
）、
Ｗ
Ｆ

Ｐ
へ
の
拠
出
に
よ
っ
て
援
助
国
の
支
援
規
模
を
あ
る
程
度
代
表
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
第
1
表
は
、
二
〇
二
〇
年
に
お
け

る
拠
出
額
上
位
一
〇
ヶ
国
・
機
関
の
構
成
比
と
穀
物
輸
出
額
の
シ

ェ
ア
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｆ
Ｐ
へ
の
拠
出
は
ア
メ
リ
カ
が

三
六
・
六
億
ド
ル
、
全
体
の
拠
出
額
に
占
め
る
割
合
が
四
三
・
三

％
と
圧
倒
的
に
大
き
く
、
ま
た
上
位
一
〇
ヶ
国
・
機
関
で
八
三
・

〇
％
を
占
め
て
い
る
6
。
国
際
機
関
を
除
い
て
全
て
先
進
国
で
あ

る
。
穀
物
輸
出
額
も
ア
メ
リ
カ
の
四
三
六
・
三
億
ド
ル
、
世
界
全

体
に
占
め
る
割
合
二
五
・
五
％
を
筆
頭
に
、
欧
州
委
員
会
（
欧
州

連
合
（European

U
nion；

Ｅ
Ｕ
）
の
執
行
機
関
）
二
三
二
・

六
億
ド
ル
、
一
三
・
六
％
、
カ
ナ
ダ
八
五
・
二
億
ド
ル
、
五
・
〇

％
の
環
大
西
洋
三
ヶ
国
・
地
域
で
四
四
・
一
％
を
占
め
て
い
る
。

穀
物
輸
入
国
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｍ
Ａ
米
を
食
糧
援
助
に
充
て
る
日

本
の
特
異
な
性
格
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

第
二
に
、
食
糧
援
助
は
援
助
国
に
お
け
る
農
業
政
策
に
よ
っ
て

生
じ
た
過
剰
農
産
物
の
処
理
を
目
的
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦

後
に
本
格
化
し
た
。
一
九
五
一
年
に
カ
ナ
ダ
が
食
糧
援
助
プ
ロ
グ
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ラ
ム
を
開
始
し
、
一
九
五
四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
が
公
法
四
八
〇
号

（Public
Low

480；

Ｐ
Ｌ

4
8
0
）
を
制
定
し
た
こ
と
が
食

糧
援
助
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年

代
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
生
産
調
整
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
価

格
支
持
政
策
の
下
で
大
量
の
連
邦
政
府
在
庫
が
形
成
さ
れ
た
。
ま

た
、
一
九
五
三
年
の
朝
鮮
戦
争
休
戦
は
需
要
の
縮
小
と
価
格
の
下

落
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
こ
で
制
定
さ
れ
た
の
が
Ｐ
Ｌ

4
8
0

で
あ
り
、
輸
出
市
場
の
開
拓
と
冷
戦
下
で
の
ア
メ
リ
カ
の
地
政
学

的
戦
略
の
達
成
を
目
的
と
し
て
い
た
。
第
一
編
（T

itle
I

）
で

は
、農
産
物
信
用
公
社（C

om
m
odity

C
redit

C
orporation；

Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
が
供
給
す
る
長
期
・
低
利
の
資
金
を
利
用
し
て
、
被
援

助
国
が
連
邦
政
府
在
庫
か
ら
譲
許
的
な
条
件
で
穀
物
を
購
入
し
、

被
援
助
国
内
で
販
売
（「
現
金
化
（m

onetize

）」
と
呼
ば
れ
る
）

で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
販
売
代
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
被

援
助
国
と
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
事
前
に
協
議
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｌ

4
8
0
の
前
に
制
定
さ
れ
た
一
九
四
九
年
農

業
法
の
四
一
六
条
（
ｂ
）
項
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
が
所
有
し
て

い
る
農
産
物
の
在
庫
を
発
展
途
上
国
や
友
好
国
に
寄
附
で
き
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
た
（B

arrett
and

M
axw

ell,2005

:p.18-27

）。

Ｐ
Ｌ

4
8
0
に
よ
る
過
剰
農
産
物
輸
出
の
促
進
に
対
し
て

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
等
の
農
産
物
輸
出
国
か
ら
実
質

的
な
輸
出
補
助
金
と
し
て
機
能
し
、
各
国
の
輸
出
シ
ェ
ア
を
侵
害

す
る
こ
と
に
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
被
援
助
国
の
農
業
生
産

第1表 WFP拠出上位10ヶ国・機関と穀物輸出額（2020年）

資料：WFP,Contributions to WFP in 2020 , 20 April, 2022 (https://www.wfp.org/funding/2020)（2022年8月
27日確認）、Food and Agriculture Organization（FAO），FAOSTAT、より作成。

注：1）穀物輸出額は小麦、大豆、トウモロコシ、米（精米換算）の合計である。
2）上位10ヶ国・機関合計の穀物輸出額にはドイツ、スウェーデンは含まれていない。それらは欧州委員会
の内数とした。

単位：億USドル
WFP拠出額 穀物輸出額

拠出額 構成比 輸出額 構成比
アメリカ 36．6 43．3％ 436．3 25．5％
ドイツ 11．8 14．0％ （23．7）（1．4％）
イギリス 5．5 6．5％ 2．4 0．1％
欧州委員会 5．4 6．4％ 232．6 13．6％
カナダ 2．4 2．9％ 85．2 5．0％
国連中央緊急対応基金 2．4 2．9％ － －
その他国連基金・機関 2．0 2．4％ － －
日本 2．0 2．3％ 0．6 0．0％
スウェーデン 1．9 2．3％ （2．4）（0．1％）
上位10ヶ国・機関合計 70．0 83．0％ 757．2 44．2％
世界計 84．4 100．0％ 1，713．5 100．0％
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や
国
内
市
場
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で

一
九
五
四
年
に
、
被
援
助
国
を
含
む
二
一
ヶ
国
（
二
〇
一
二
年
現

在
で
四
一
ヶ
国
）
に
よ
っ
て
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
内

に
過
剰
農
産
物
処
理
に
係
る
諮
問
小
委
員
会
（C

onsultative
Sub-C

om
m
ittee

on
Surplus

D
isposal；

Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
が
設
置

さ
れ
、
食
糧
援
助
の
監
視
と
ル
ー
ル
形
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
被
援
助
国
に
対
す
る
商
業
輸
出
が
食
糧
援
助
に
よ
っ
て
置

き
換
え
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
は
「
通
常
商
業

要
件
（usualm

arketing
requirem

ent

）」
と
呼
ば
れ
る
基
準

を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
、
被
援
助
国
に
お
け
る
過
去
五
年
間
の
平

均
的
な
商
業
輸
入
量
を
基
準
と
し
、
食
糧
援
助
は
そ
れ
を
上
回
る

追
加
的
な
供
給
に
限
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
食
糧
援
助
は
商
業

輸
出
を
侵
害
し
な
い
「
追
加
性
（additionality
）」
に
限
定
す
る

と
い
う
原
則
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（B

arrett
and

M
axw

ell,
2005

:p.69-74;G
aus

and
Steets,

2012
:p.14-

15

）7
。

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
価
格
支
持
政
策
の
縮
小
に
よ
り
連
邦
政

府
在
庫
と
食
糧
援
助
は
縮
小
に
向
か
い
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
の

食
糧
危
機
と
国
際
価
格
の
高
騰
は
そ
の
動
き
を
加
速
さ
せ
た
。
一

九
六
五
年
に
一
、
七
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
て
い
た
食
糧
援
助
の
量

は
、
一
九
七
四
年
に
は
二
五
〇
万
ト
ン
に
ま
で
減
少
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
輸
出
は
食
糧
援
助
か
ら
商
業
輸
出
へ
と
置
き
換
わ
っ
て
い

っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
国
際
価
格
の
急
落
に
よ
っ
て
連

邦
政
府
在
庫
と
食
糧
援
助
は
再
増
加
す
る
が
、
干
ば
つ
と
商
業
輸

出
の
回
復
に
よ
っ
て
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
は
再
度
縮
小
し
た
。

ま
た
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
は
食
糧
援
助
予
算
の
内
訳
に
お
い

て
、
過
剰
農
産
物
処
理
を
目
的
と
す
る
第
一
編
を
、
緊
急
援
助
や

開
発
支
援
の
た
め
の
無
償
援
助
で
あ
る
第
二
編
（T

itle
II

）
が

上
回
っ
た
（B

arrett
and

M
axw

ell,
2005:p.21-28;

G
aus,

M
athys

and
Steets,

2012:
p.33

）。

⑵
国
際
的
な
食
糧
援
助
政
策
の
転
換
と
ア
メ
リ
カ
の
位
置

第
三
に
、
近
年
は
被
援
助
国
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
柔
軟
な
食
糧

援
助
と
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
現
金
支
援
へ
の
切
り
替
え

や
緊
急
援
助
へ
の
限
定
が
強
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
代
に

当
時
の
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
が
食
糧
援
助
を
本
格
的
に

開
始
し
た
目
的
は
、
共
通
農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
に
よ
っ
て
発
生

し
た
過
剰
農
産
物
を
処
理
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
早
く
も
欧
州
議
会
と
欧
州
委
員
会
を
中

心
に
、
食
糧
援
助
を
人
道
・
開
発
支
援
を
目
的
と
す
る
た
め
の
見

直
し
が
議
論
さ
れ
る
。
旧
植
民
地
国
と
の
歴
史
的
な
関
係
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
深
刻
な
食
糧
不
足
と

復
興
を
経
験
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
人
道

と
開
発
支
援
に
よ
り
積
極
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
八
六
年
に

は
、
欧
州
委
員
会
は
食
糧
援
助
を
農
業
政
策
か
ら
開
発
援
助
政
策

の
担
当
へ
移
管
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
九
九
六
年
に
発
効
し
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た
規
則
一
二
九
二
／
九
六
で
は
、
従
来
通
り
現
物
支
援
を
行
う
予

算
と
は
別
に
、
現
金
支
援
に
よ
り
被
援
助
国
の
国
内
市
場
や
第
三

国
で
の
調
達
を
認
め
る
新
し
い
予
算
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
二

〇
〇
七
年
に
は
、
食
糧
援
助
予
算
の
管
轄
が
欧
州
委
員
会
の
人
道

支
援
・
市
民
保
護
総
局
に
一
本
化
さ
れ
た
。
以
上
の
結
果
、
二
〇

〇
〇
年
代
の
中
頃
に
は
Ｅ
Ｕ
の
食
糧
援
助
は
三
分
の
一
が
被
援
助

国
内
及
び
第
三
国
で
の
調
達
で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
％

に
満
た
な
い
ア
メ
リ
カ
や
現
物
で
の
寄
付
が
九
〇
％
を
超
え
る
カ

ナ
ダ
と
対
照
的
な
状
況
と
な
っ
た
（B

arrett
and

M
axw

ell,
2005:

p.56-59;
G
aus,

M
athys

and
Steets,

2012:
p.41-

42

）。ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
過
剰
農
産
物
処
理
か
ら
被
援
助
国
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
へ
の
転
換
は
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
。
一

九
九
〇
年
農
業
法
で
は
Ｐ
Ｌ

4
8
0
の
第
二
編
と
、
開
発
支
援

の
た
め
に
被
援
助
国
政
府
へ
の
寄
附
を
行
う
第
三
編
（T

itle
III

）
が
、
農
務
省
（U

nited
States

D
epartm

ent
of

A
g-

riculture；

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
か
ら
国
務
省
の
外
局
で
あ
る
国
際
開
発

庁
に
移
管
さ
れ
た
8
。
そ
し
て
一
九
九
六
年
農
業
法
に
お
い
て
小

麦
、
大
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
米
等
に
対
す
る
生
産
調
整
が
廃
止

さ
れ
た
た
め
、
連
邦
政
府
在
庫
の
最
終
的
な
解
消
と
、
在
庫
か
ら

予
算
配
分
に
基
づ
い
た
食
糧
援
助
へ
の
転
換
が
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
策
定
さ
れ
る

緊
急
補
正
予
算
は
食
糧
援
助
の
量
を
よ
り
変
動
的
な
も
の
と
し
、

ま
た
輸
出
市
場
の
開
拓
も
相
変
わ
ら
ず
目
的
と
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

っ
た
。
現
物
形
態
で
の
食
糧
援
助
に
対
し
て
は
、
農
産
物
を
提
供

す
る
農
業
者
団
体
と
援
助
物
資
を
輸
送
す
る
海
運
団
体
が
強
く
支

持
し
て
お
り
、
連
邦
議
会
に
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
輸
出
に
占
め
る

食
糧
援
助
の
割
合
は
脱
脂
粉
乳
三
三
・
七
％
、
米
一
五
・
五
％
、

小
麦
一
二
・
一
％
と
一
定
の
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
農
業
者
に

と
っ
て
重
要
な
販
路
の
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
年
を

追
う
ご
と
に
徐
々
に
割
合
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
国

内
の
需
給
状
況
と
食
糧
支
援
の
量
は
い
ま
だ
連
動
し
て
い
る
。
ま

た
食
糧
援
助
の
所
管
官
庁
と
し
て
の
権
限
が
弱
ま
っ
た
思
わ
れ
た

Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
も
、
Ｐ
Ｌ

4
8
0
の
第
二
編
に
提
供
す
る
目
的
で
四

〇
〇
万
ト
ン
ま
で
の
穀
物
備
蓄
を
行
う
、
ビ
ル
・
エ
マ
ー
ソ
ン
人

道
基
金
（B

illEm
erson

H
um

anitarian
T
rust

）
の
運
営
を
通

じ
て
過
剰
農
産
物
の
買
い
上
げ
を
続
け
て
い
る
。
最
大
の
援
助
国

で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
依
然
と
し
て
現
物
に
よ
る
過
剰
農
産
物

処
理
の
側
面
を
食
糧
援
助
か
ら
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る（B

arrettand
M
axw

ell,
2005:

p.24-33;
G
aus,

M
athys

and
Steets,

2012:
p.38

）。
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3
�
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
米
輸
出
の
展
開
過
程
と

日
本
の
過
剰
米
輸
出

⑴
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
米
輸
出
の
展
開
過
程

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
に
お
い
て
、
米
は
食
糧
援
助

に
依
存
す
る
程
度
が
強
い
作
物
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
に
主
要

輸
出
先
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
に
お
け
る
豊
作
に
起
因
し
た
国
際
価
格

の
下
落
と
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
豊
作
が
重
な
り
、
連
邦
過
剰
在

庫
の
累
積
と
生
産
調
整
の
拡
大
に
ア
メ
リ
カ
は
直
面
し
た
。
そ
こ

で
米
産
業
は
、「
南
部
の
男
爵
達
（southern

barons

）」
と
呼

ば
れ
る
米
生
産
地
・
南
部
出
身
の
有
力
連
邦
議
員
に
働
き
か
け
て

Ｐ
Ｌ

4
8
0
に
よ
る
食
糧
援
助
の
利
用
を
開
始
し
た
。
食
糧
援

助
と
し
て
の
米
輸
出
は
、
冷
戦
下
の
ソ
連
に
対
す
る
地
政
学
的
競

争
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
南
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
韓
国
等
の
ア
ジ
ア
の
友
好
国
に
対
し
て
行
わ
れ

た
。
第
3
図
は
ア
メ
リ
カ
の
米
に
つ
い
て
食
糧
援
助
量
、
及
び
輸

出
量
に
占
め
る
食
糧
援
助
の
割
合
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
食
糧
援

助
が
輸
出
に
占
め
る
割
合
が
五
〇
％
を
超
え
る
年
も
あ
り
、
高
く

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
Ｐ
Ｌ

4
8
0
に
よ
る
食
糧

援
助
は
ア
メ
リ
カ
の
米
輸
出
を
大
き
く
増
加
さ
せ
、
一
九
六
七
年

に
は
タ
イ
を
抜
い
て
当
時
で
世
界
最
大
の
米
輸
出
国
と
な
っ
た

（M
ears,

1975:
p.340;Slayton,

2010:
p.316-318

）。

第3図 アメリカの米における食糧援助と輸出に占める割合の推移

資料：Mears (1975), p.330-331, Table 8, Table 9,Slayton (2010), p.334-336, Table 16.10, Table 16.11,
WFP, Food Aid Information System, USDA, Rice Yearbook、より作成。

注：1）1955～1973年まではMears（1975）、1974～2008年まではSlayton（2010）、2009～12年まではWFPとUSDA
よりデータを取った。データが欠落している年がある。第4図も同じ。
2）玄米と精米の合計である。第4図も同じ。
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一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
「
南
部
の
男
爵
達
」
の
引
退
に
よ
り

米
産
業
の
政
治
力
は
相
対
的
に
弱
ま
り
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

終
結
に
よ
る
南
ベ
ト
ナ
ム
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
被
援
助
国
か
ら
の
脱

落
に
よ
っ
て
食
糧
援
助
は
減
少
に
転
じ
た
。
第
3
図
か
ら
も
、
一

九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
食
糧
援
助
の
割
合
が
一
〇

％
台
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
九
七
〇
年
代
に

お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
で
の
不
作
に
よ
る
国
際
価
格
の
上
昇
と
、
オ

イ
ル
マ
ネ
ー
を
手
に
入
れ
た
産
油
国
へ
の
商
業
輸
出
の
増
加
が
食

糧
援
助
の
減
少
を
補
っ
た（M

ears,1975:p.330-333;Slayton,
2010:

p.318

）。
第
4
図
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
は
輸
出
量

が
順
調
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
国
際
市
況
が
好
調
で

あ
っ
た
こ
の
時
期
が
、
ア
メ
リ
カ
の
米
産
業
が
財
政
的
な
支
援
が

縮
小
さ
れ
る
中
で
輸
出
を
増
や
し
た
、
お
そ
ら
く
唯
一
の
時
期
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
八
〇
年
代
に
入
る

と
、
国
内
価
格
が
国
際
価
格
を
上
回
っ
た
た
め
に
商
業
輸
出
も
含

め
て
輸
出
量
が
減
少
し
た
。
そ
こ
で
、
輸
出
競
争
力
回
復
の
た
め

に
ア
メ
リ
カ
政
府
が
導
入
し
た
の
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー
ン

で
あ
っ
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー
ン
と
は
、
ア
メ
リ
カ
で
最

低
価
格
支
持
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
融
資
単
価
を
、
国
際
競
争

力
が
低
い
米
と
綿
花
に
つ
い
て
は
国
際
価
格
の
水
準
ま
で
引
き
下

げ
た
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
米
は
国
際
価
格
で
の
輸
出
が

可
能
に
な
る
一
方
、
国
内
価
格
と
の
差
が
大
き
く
な
る
た
め
財
政

支
出
は
増
大
す
る
（
服
部
、
一
九
八
七
：
ｐ
�
五
七
―
五
九
）。

第4図 アメリカと日本の米輸出の推移

資料：第3図に示した資料、及び農林水産省『食糧統計年報』より作成。
注：1）日本の輸出とアメリカ政府支払額は2008年までの推移である。
2）アメリカ政府支払額にはマイナスとなっている（国内価格が国際価格を下回ったためと考えられる）年
があるが、作図の都合上削除した。
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同
政
策
の
効
果
に
よ
り
、
一
九
八
五
年
の
初
頭
に
は
一
ト
ン
当

り
二
六
〇
ド
ル
で
あ
っ
た
タ
イ
産
米
と
の
輸
出
価
格
の
差
（
Ｆ
Ｏ

Ｂ
価
格
）
は
、
一
九
八
六
年
八
月
に
は
五
三
ド
ル
に
ま
で
縮
小
し

た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー
ン
に
支
え
ら
れ
て
二
〇
〇
〇
年
代

ま
で
輸
出
量
は
増
加
を
続
け
、
二
〇
〇
三
年
に
は
四
四
七
・
八
万

ト
ン
に
ま
で
達
し
た
。
第
4
図
か
ら
は
、
そ
れ
に
対
応
し
て
農
業

者
に
対
す
る
政
府
支
払
額
も
増
加
し
、
同
年
に
一
二
・
八
億
ド
ル

に
達
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
食
糧

援
助
を
代
替
し
た
の
は
、
直
接
支
払
に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
を
維

持
さ
れ
た
商
業
輸
出
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
財
政
的
支
援
に
よ
る
と

い
う
意
味
で
は
食
糧
援
助
も
商
業
輸
出
も
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ

る
。

⑵
日
本
の
過
剰
米
輸
出
と
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉

ア
メ
リ
カ
が
米
の
輸
出
を
食
糧
援
助
か
ら
商
業
輸
出
に
切
り
替

え
て
い
た
時
期
に
、
日
本
は
食
糧
援
助
を
中
心
に
過
剰
米
の
輸
出

を
行
っ
た
。
再
び
第
4
図
を
見
る
と
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇

年
代
に
か
け
て
日
本
の
輸
出
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
一
九
六
六
年
に
国
内
市
場
に
お
い
て
潜
在
生
産
量
9
が
消
費

量
を
上
回
る
構
造
的
過
剰
を
迎
え
て
以
降
（
西
川
、
二
〇
〇
八
：

ｐ
�
三
四
）、
同
時
期
の
日
本
は
二
度
に
わ
た
っ
て
膨
大
な
政
府

在
庫
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
過
剰
米
処
理
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が
輸
出
で
あ
っ
た
。

第
2
表
は
過
剰
米
輸
出
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一

次
輸
出
は
一
九
六
八
年
度
か
ら
一
九
七
四
年
度
の
間
に
行
わ
れ
、

三
〇
八
・
九
万
ト
ン
が
輸
出
さ
れ
た
。
輸
出
先
は
民
間
貿
易
も
含

め
て
四
四
ヶ
国
に
達
し
た
が
ア
ジ
ア
諸
国
が
中
心
で
あ
り
、
特
に

日
本
と
の
二
国
間
関
係
が
緊
密
な
韓
国
（
一
三
九
・
三
万
ト
ン
）

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
八
七
・
〇
万
ト
ン
）
へ
の
輸
出
が
集
中
し
て

い
た
。
輸
出
の
手
法
は
売
渡
代
金
の
長
期
に
わ
た
る
支
払
い
（
売

り
渡
し
後
一
〇
年
間
据
え
置
き
（
金
利
二
％
）、
そ
の
後
二
〇
年

間
均
等
年
賦
（
金
利
三
％
））
を
認
め
る
延
払
い
（
二
一
〇
・
八

万
ト
ン
）
が
最
も
多
く
、
現
物
で
貸
し
付
け
て
現
物
で
返
済
を
求

め
る
貸
付
（
七
四
・
六
万
ト
ン
）
も
併
用
さ
れ
た
。
積
み
出
し
港

数
は
全
国
四
〇
港
に
の
ぼ
る
と
と
も
に
、
輸
入
食
糧
協
議
会
に
加

盟
し
て
い
る
商
社
を
中
心
に
一
六
社
が
取
り
扱
っ
た
（
菊
地
、
一

九
七
五
：
ｐ
�
三
九
）。
第
二
次
輸
出
は
一
九
七
九
年
度
か
ら
一

九
八
三
年
度
の
間
に
行
わ
れ
、
三
一
五
・
八
万
ト
ン
が
輸
出
さ
れ

た
。
輸
出
先
は
四
一
ヶ
国
、
韓
国
（
一
〇
九
・
七
万
ト
ン
）、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
（
六
四
・
二
万
ト
ン
）、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
五

〇
・
七
万
ト
ン
）
に
対
し
て
は
今
回
も
輸
出
量
が
多
い
が
、
ア
フ

リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
（
二
〇
・
四
万
ト
ン
）
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
（
一

三
・
八
万
ト
ン
）
が
四
番
目
と
五
番
目
に
浮
上
し
た
。
第
二
次
輸

出
で
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
延
払
い
と
Ｋ
Ｒ
援
助
の
利
用
が
増
加

し
、
輸
出
先
の
多
様
化
が
進
展
し
た
10
。
な
お
、
過
剰
米
は
食
管

制
度
下
の
財
政
的
支
援
に
支
え
ら
れ
て
輸
出
が
可
能
に
な
っ
た
。
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一
九
七
九
年
の
生
産
者
買
取
価
格
を
ド
ル
換
算
す
る
と
一
・
三
一

ド
ル
／
㎏
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
九
八
〇
年
の
韓
国
に
対
す

る
輸
出
価
格
（
Ｆ
Ｏ
Ｂ
価
格
）
は
〇
・
四
一
ド
ル
／
㎏
で
あ
り
、

六
八
・
七
％
割
り
引
か
れ
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一

九
八
〇
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
米
の
精
米

所
出
荷
価
格
が
〇
・
六
一
ド
ル
／
㎏
で
あ
り
、
過
剰
米
は
国
際
市

場
で
十
分
に
競
争
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（N

ishikaw
a

(2022)

）。

輸
出
さ
れ
る
過
剰
米
は
年
間
平
均
五
〇
〜
六
〇
万
ト
ン
、
当
時

の
世
界
の
米
貿
易
量
の
五
〜
六
％
に
達
し
た（
土
屋
、一
九
八
四
：

ｐ
�
二
七
）。
そ
の
た
め
農
林
水
産
省
の
担
当
者
も
第
一
次
輸
出

の
際
か
ら
国
際
的
な
過
剰
処
理
ル
ー
ル
と
の
整
合
性
を
意
識
し
、

米
を
輸
出
す
る
タ
イ
等
開
発
途
上
国
の
経
済
開
発
に
与
え
る
悪
影

響
を
考
慮
し
た
（
島
本
、
一
九
八
〇
：
ｐ
�
一
七
）。
し
か
し
な

が
ら
、
日
本
の
輸
出
に
強
硬
に
反
対
し
、
協
議
を
求
め
て
き
た
の

は
ア
メ
リ
カ
だ
っ
た
。
第
二
次
輸
出
が
始
ま
っ
て
か
ら
早
々
に
、

ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
で
は
米
生
産
州
選
出
の
議
員
を
中
心
に
Ｕ
Ｓ

Ｄ
Ａ
と
国
務
省
に
対
し
て
日
本
へ
の
対
応
を
求
め
る
声
が
上
が
っ

た
。
精
米
業
者
協
会
（R

ice
M
illers’A

ssociation；

Ｒ
Ｍ
Ａ
）

は
一
九
八
〇
年
四
月
に
、
日
本
の
過
剰
米
輸
出
が
一
九
七
四
年
通

商
法
三
〇
一
条
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
提
訴
し
、
日
本
に
制
裁

措
置
を
と
る
様
に
大
統
領
に
要
請
し
た
。
そ
の
様
な
状
況
の
中

で
、
一
九
七
九
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
日
米
農
産
物
定

第2表 日本の過剰米輸出の概要

資料：土屋（一九八四）より作成。

単位：万トン（玄米）
第1次輸出 第2次輸出

期間 1968年度～1974年度 1979年度～1983年度
輸出量 308．9 315．8
輸出先国数 44 41

主要輸出先

韓国（139．3）
インドネシア（87．0）
パキスタン（34．8）
フィリピン（21．4）

バングラデシュ（18．2）

韓国（109．7）
インドネシア（64．2）
バングラデシュ（50．7）
タンザニア（20．4）
マダガスカル（13．8）

手法

延払い（210．8）
貸付（74．6）

KR援助（17．5）
緊急援助（5．0）
民間貿易（0．8）

WFP通常拠出（0．2）

延払い（241．6）
KR援助（36．2）
現金（35．0）

WFP通常拠出（2．3）
緊急援助（0．9）
民間貿易（0．0）

積出港数 40 38
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期
協
議
の
場
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
は
日
本
の
米
輸
出
に
対
す
る
懸
念

を
正
式
に
提
起
し
、
翌
一
九
八
〇
年
四
月
に
は
農
林
水
産
省
と
の

間
で
同
問
題
に
つ
い
て
政
府
間
協
議
を
開
催
し
た
。
そ
こ
で
合
意

さ
れ
た
「
日
米
申
し
合
わ
せ
（understanding

）」
で
は
、
日
本

は
一
九
八
〇
年
か
ら
八
三
年
の
間
に
年
間
輸
出
量
を
三
五
万
ト
ン

以
下
に
制
限
す
る
と
と
も
に
、「
第
一
市
場
（first-m

arket

）」

に
類
型
さ
れ
た
韓
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
年
間
輸
出
量
を

一
六
万
ト
ン
以
下
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（N

ishikaw
a

(2022)

）。

日
米
交
渉
の
焦
点
は
韓
国
市
場
へ
の
輸
出
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
側
の
主
張
は
、
日
本
に
よ
る
韓
国
市
場
へ
の
食
糧
援
助
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
輸
出
を
置
き
換
え
る
も
の
で
あ
り
、
食
糧
援
助
に
求

め
ら
れ
る
「
追
加
性
」
の
原
則
を
満
た
し
て
い
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
特
に
Ｒ
Ｍ
Ａ
を
中
心
に
、
補
助
金
に
よ
る
日
本
の
輸

出
は
世
界
市
場
に
対
す
る
限
界
的
な
供
給
（residual

sup-
plier

）
で
あ
る
べ
き
で
、
ア
メ
リ
カ
の
商
業
輸
出
が
犠
牲
と
な
る

べ
き
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
（Subcom

m
ittee

on
C
otton,

R
ice

and
Sugar,

C
om

m
ittee

on
A
griculture,

H
ouse

of
R
epresentative,

1981:
p.137-138

）。
ま
た
、
日
本
は
国
内
の

米
過
剰
の
解
決
を
食
糧
援
助
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
生
産
調
整

に
よ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半

か
ら
一
九
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
は
、
先
述
の
様
に
ア
メ
リ
カ

が
財
政
的
支
援
に
よ
ら
ず
に
輸
出
を
拡
大
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た

の
で
、
日
本
の
過
剰
輸
出
に
対
し
て
強
い
態
度
に
出
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
、
食

糧
援
助
は
被
援
助
国
の
申
し
出
に
応
え
た
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
過
剰
処
理
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
米
間
の
貿
易
摩
擦
が
懸
案
と
な
る
中
で
日
米

協
調
外
交
を
優
先
す
る
外
務
省
の
意
向
も
あ
っ
て
、
結
局
農
林
水

産
省
は
過
剰
米
輸
出
の
規
制
に
合
意
し
た
11
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
、
外
交
を
担
当
す
る
国
務
省
は
終
始
日
本
に
対
す
る
批
判
を

控
え
、
ま
た
問
題
へ
の
直
接
的
な
介
入
を
避
け
て
い
た

（N
ishikaw

a
(2022)

）。
日
本
の
過
剰
米
輸
出
を
め
ぐ
る
日
米

間
の
紛
争
は
、
財
政
的
支
援
に
支
え
ら
れ
た
農
産
物
輸
出
が
機
微

な
外
交
案
件
に
な
り
得
る
こ
と
と
と
も
に
、
経
済
原
則
よ
り
も
当

時
国
間
の
政
治
関
係
に
よ
っ
て
解
決
の
方
向
性
が
左
右
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

4
�
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
関
係
を
中
心
と
し
た
食
糧
援

助
と
商
業
輸
出
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
展
開

過
程
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
試
論
的
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
食

糧
援
助
は
ア
メ
リ
カ
等
の
先
進
国
の
価
格
支
持
政
策
に
よ
っ
て
発

生
し
た
過
剰
農
産
物
の
処
理
と
し
て
始
ま
り
、
そ
れ
に
は
開
発
途

上
国
に
対
す
る
人
道
・
開
発
支
援
だ
け
で
な
く
、
輸
出
市
場
の
開

拓
や
地
政
学
戦
略
等
の
多
様
な
目
的
が
付
加
さ
れ
て
き
た
。
近
年
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は
Ｅ
Ｕ
を
中
心
に
食
糧
支
援
か
ら
過
剰
農
産
物
処
理
を
切
り
離

し
、
人
道
・
開
発
目
的
に
純
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
み
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
大
の
援
助
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
国

内
に
お
け
る
政
治
的
圧
力
も
あ
り
、
従
来
型
の
食
糧
支
援
の
あ
り

方
が
払
拭
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
お
い
て

も
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
大
規
模
な
過

剰
米
輸
出
が
試
み
ら
れ
た
が
、
自
国
の
輸
出
市
場
が
侵
食
さ
れ
る

こ
と
を
懸
念
し
た
ア
メ
リ
カ
と
対
米
協
調
外
交
を
旨
と
す
る
外
務

省
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
点
で
存
在
す
る
在
庫
に
限
定
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。

米
を
含
む
農
産
物
輸
出
の
基
本
問
題
は
、
食
糧
援
助
で
あ
ろ
う

と
商
業
輸
出
で
あ
ろ
う
と
財
政
的
支
援
に
よ
る
過
剰
農
産
物
処
理

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
外
交
的
な
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
こ

と
に
あ
る
。
農
産
物
輸
出
の
成
否
は
当
時
国
間
の
政
治
関
係
に
強

く
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
見
方
を
変
え
る
と
上
記
の

性
格
に
つ
い
て
食
糧
援
助
と
商
業
輸
出
の
間
に
違
い
は
無
い
こ
と

に
な
る
。
国
内
主
食
用
米
市
場
の
縮
小
に
対
し
て
日
本
の
米
産
業

が
海
外
需
要
に
活
路
を
見
出
す
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
食
糧
援
助
と

商
業
輸
出
を
区
別
す
る
必
然
性
は
小
さ
い
。
政
策
的
支
援
に
あ
た

っ
て
は
食
糧
援
助
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
も
よ
く
、

商
業
輸
出
に
限
定
し
て
自
ら
選
択
肢
を
狭
め
る
必
要
は
な
い
の
で

あ
る
。
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1

新
潟
県
の
稲
作
の
地
位
と
構
造
変
動
の
全
体
像

新
潟
県
の
水
田
面
積
は
、
一
二
万
八
千
ha
（
二
〇
二
〇
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
経
営
体
の
経
営
田
面
積
）
で
あ
り
、
北
海
道

の
一
八
万
一
千
ha
に
次
ぐ
、
全
国
第
二
位
の
位
置
に
あ
り
、
そ
の

シ
ェ
ア
は
五
・
九
％
で
あ
る
。
販
売
目
的
の
食
用
水
稲
の
作
付
面

積
（
二
〇
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）
は
、
一
一
万
四
千
ha
で
あ

り
、
全
国
第
一
位
（
第
二
位
は
北
海
道
の
一
〇
万
三
千
ha
）、
そ

の
シ
ェ
ア
は
八
・
八
％
で
あ
る
。

米
価
は
令
和
二
年
産
米
の
相
対
取
引
価
格
（
通
年
平
均
、
主
食

用
一
等
、
玄
米
六
〇
㎏
当
た
り
（
税
込
み
））
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

一
般
が
一
六
、
四
九
〇
円
、
魚
沼
が
二
〇
、
三
三
六
円
、
佐
渡
が

一
七
、
〇
七
二
円
、
岩
船
が
一
六
、
九
六
九
円
で
あ
る
。
全
銘
柄

平
均
が
一
四
、五
二
九
円
の
中
で
、コ
シ
ヒ
カ
リ
一
般
米
で
も
一
、

九
六
一
円
高
く
、
こ
れ
よ
り
高
い
米
の
銘
柄
は
、
北
海
道
の
ゆ
め

ぴ
り
か
（
一
六
、
九
四
五
円
）、
山
形
の
つ
や
姫
（
一
八
、
五
三

七
円
）、
山
梨
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
一
八
、
二
五
九
円
）
の
三
品
種

に
と
ど
ま
る
（
農
林
水
産
省
「
米
穀
の
取
引
に
関
す
る
報
告
」）。

こ
の
よ
う
に
新
潟
県
は
今
で
も
な
お
米
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の

産
地
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
る
。
他
方
、
産
地
を
支
え

る
担
い
手
に
目
を
向
け
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て
担
い
手
の
タ
イ
プ

は
様
々
で
あ
り
、
生
産
条
件
・
構
造
も
多
様
で
あ
る
。
図
1
は
、

田
の
借
地
率
の
推
移
を
、
東
北
の
日
本
海
側
と
北
陸
四
県
、
さ
ら

に
新
潟
県
内
五
地
域
別
に
示
し
て
い
る
。
新
潟
県
の
田
の
借
地
率

は
二
〇
〇
五
年
の
二
八
・
六
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
は
五
一
・
〇

％
へ
と
一
五
年
で
二
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
し
か

し
、
二
〇
二
〇
年
の
借
地
率
は
北
陸
四
県
の
中
で
は
最
も
低
く
、

ま
た
日
本
海
側
に
あ
る
東
北
二
県
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
水
準
に
あ

新
潟
県
稲
作
農
業
の
担
い
手
経
営
の
実
態
と
課
題

〜
下
越
、
上
越
、
魚
沼
の
比
較
分
析
〜

平
林
光
幸

農
林
水
産
政
策
研
究
所

農村と都市をむすぶ2022．10 ������������������������
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る
。新

潟
五
地
域
の
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
田
の
借
地
率
は
、
下
越

が
四
九
・
〇
％
、
中
越
が
五
四
・
六
％
、
上
越
が
六
二
・
三
％
、

魚
沼
が
四
二
・
一
％
、
佐
渡
が
四
七
・
七
％
で
あ
る
。
上
越
は
農

地
の
流
動
化
が
進
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
一
五
年
の
五
六
・
六
％

は
、
北
陸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
県
に
匹
敵
す
る
水
準
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
五
〜
二
〇
年
で
の
増
加
ポ
イ
ン
ト
は
前
期
の
増
加
ポ
イ
ン

ト
を
下
回
っ
て
お
り
、
農
地
流
動
化
は
や
や
停
滞
し
て
い
る
。
下

越
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
相
対
的
に
農
地
流
動
化
は
遅
れ
て
い

た
が
、
近
年
で
は
徐
々
に
流
動
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
一
五
〜
二

〇
年
で
の
増
加
ポ
イ
ン
ト
は
八
・
三
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
前
期
を

上
回
っ
て
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
山
間
地
域
の
魚
沼
は
、
こ

れ
ま
で
流
動
化
は
遅
れ
て
い
た
が
、
こ
の
五
年
間
で
借
地
率
は
上

昇
し
、
流
動
化
が
進
み
始
め
て
い
る
。

表
1
は
、
地
域
別
に
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
経
営
体
数
の
増
減

率
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
〜
二
〇
年
の
減
少
率
は
、
一
〇
〜

一
五
年
の
減
少
率
を
上
回
っ
て
お
り
、
農
家
等
の
農
業
経
営
体
の

減
少
が
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
る
。
増
加
階
層
は
、
下
越
や
中

越
は
五
〜
一
〇
ha
か
ら
一
〇
〜
二
〇
ha
に
一
階
層
上
向
し
て
い

る
。
上
越
は
、
五
〜
一
〇
ha
か
ら
三
〇
ha
以
上
へ
一
気
に
上
向
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
五
〜
一
〇
、
一
〇
〜
二
〇
ha
の
そ
れ
ぞ
れ
の

増
加
率
は
低
い
こ
と
か
ら
、
一
五
年
の
時
点
で
農
地
の
受
け
手
は

二
〇
ha
以
上
に
絞
り
込
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

図1 田の借地面積率の推移（農業経営体）

資料：農林業センサス
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魚
沼
は
五
〜
一
〇
ha
に
変
化
は
な
く
、
佐
渡
は
三
〜
五
ha
か
ら
五

〜
一
〇
ha
に
一
階
層
上
向
し
て
い
る
。

ま
た
、
表
2
は
、
地
域
別
に
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
経
営
体
数

の
割
合
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
下
越
は
一
〜
三
ha
が
厚
か
っ
た

が
、
こ
の
層
が
低
下
し
、
五
〜
一
〇
、
一
〇
〜
二
〇
ha
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
模
層
が
農
地
の
受
け
手
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
中
心
は
家
族
経
営
で
あ
る
。
上
越
は
、
一
ha
未
満

が
厚
く
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
層
が
減
少
す
る
一
方

で
、
二
〇
ha
以
上
の
経
営
体
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
層
に
位
置
す
る
経
営
体
は
雇
用
を
導
入

し
た
家
族
経
営
や
組
織
経
営
で
あ
る
。
中
越
は
、
下
越
と
上
越
の

中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
魚
沼
や
佐
渡
は
、
上
越
と
同
様
に
一
ha

未
満
の
割
合
が
高
い
が
、
一
〇
〜
二
〇
、
二
〇
ha
以
上
の
割
合
が

低
い
。
特
に
魚
沼
は
、
中
山
間
地
域
を
擁
し
て
お
り
、
営
農
条
件

の
不
利
性
が
大
規
模
経
営
体
の
形
成
を
阻
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。さ

ら
に
、
表
3
は
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の
経
営
耕
地
面
積
割

合
を
地
域
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
農
業
経
営
体
数
の
割

合
で
見
た
よ
う
に
、
大
規
模
経
営
体
の
形
成
が
遅
れ
て
い
る
下
越

で
は
、
三
〇
ha
以
上
層
の
面
積
割
合
は
低
か
っ
た
が
、
二
〇
年
に

は
一
四
・
九
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
大
規
模
経
営
体
が
多
数
形

成
さ
れ
て
き
た
上
越
は
、
さ
ら
に
面
積
割
合
を
高
め
、
二
〇
二
〇

年
の
三
〇
ha
以
上
の
面
積
割
合
は
三
〇
・
一
％
ま
で
上
昇
し
て
い

表1 新潟県地域別経営耕地面積規模別農業経営体数増減率

資料：農林業センサス

（単位：％）
年 計 1ha未満 1－3ha 3－5ha 5－10ha 10－20ha 20－30ha 30ha以上

下越 2010－15 －16．1 －22．7 －20．8 －13．6 7．1 29．3 43．0 32．7
2015－20 －20．5 －26．6 －26．5 －18．9 －6．3 24．2 50．4 48．5

中越 2010－15 －19．9 －27．7 －21．7 －3．7 8．0 23．6 51．6 13．5
2015－20 －25．1 －28．7 －28．5 －21．1 －9．0 1．0 5．2 38．1

上越 2010－15 －21．9 －25．6 －24．6 －8．6 2．4 1．8 30．3 40．4
2015－20 －28．4 －32．1 －33．6 －4．1 －14．0 －1．2 －11．6 21．9

魚沼 2010－15 －15．7 －19．0 －15．8 －1．7 3．5 87．0 33．3 37．5
2015－20 －21．1 －24．7 －22．3 －9．8 1．4 34．1 140．0 13．6

佐渡 2010－15 －19．0 －20．3 －23．0 3．4 2．9 33．3 9．1 42．9
2015－20 －22．7 －25．8 －24．8 －16．3 8．3 17．3 41．7 30．0

秋葉区 2010－15 －14．9 －20．5 －18．3 －19．9 12．8 13．8 33．3 100．0
（下越） 2015－20 －22．2 －29．1 －31．4 －19．0 －3．5 39．4 75．0 50．0
上越市 2010－15 －22．6 －26．7 －26．9 －10．6 3．2 －0．7 17．5 43．5
（上越） 2015－20 －30．4 －34．4 －36．5 －12．5 －17．2 －4．8 －10．8 16．7
魚沼市 2010－15 －19．7 －23．8 －17．3 －1．8 15．8 53．3 200．0 －25．0
（魚沼） 2015－20 －24．2 －27．7 －25．2 －21．3 15．2 39．1 166．7 0．0
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表2 新潟県地域別経営耕地面積規模別農業経営体割合（
小
田
切
徳
美
氏
が
か
つ
て
指
摘
し
た
「
流
動
的
賃
貸
借
」
が
里

を
下
っ
て
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）

資料：農林業センサス

表3 新潟県地域別経営耕地面積規模別農業経営体割合

資料：農林業センサス

（単位：％）
年 1ha未満 1－3ha 3－5ha 5－10ha 10－20ha 20－30ha 30ha以上

下越 2010 22．4 47．8 18．3 9．1 1．7 0．3 0．4
2020 19．0 41．7 19．2 13．7 4．2 1．0 1．1

中越 2010 39．4 44．8 8．8 4．4 1．6 0．5 0．5
2020 33．8 41．8 11．1 7．3 3．4 1．2 1．4

上越 2010 50．4 37．3 5．2 3．8 1．9 0．8 0．6
2020 45．6 33．4 8．2 6．0 3．5 1．6 1．8

魚沼 2010 55．9 35．6 5．0 2．8 0．5 0．1 0．1
2020 51．3 35．0 6．6 4．5 1．8 0．5 0．3

佐渡 2010 46．0 44．5 5．9 2．6 0．7 0．2 0．1
2020 43．4 41．2 8．1 4．6 1．8 0．5 0．4

秋葉区 2010 21．3 47．4 18．7 9．9 2．3 0．2 0．2
（下越） 2015 19．9 45．5 17．6 13．2 3．1 0．4 0．4

2020 18．1 40．2 18．3 16．3 5．5 0．8 0．7
上越市 2010 43．1 41．2 6．4 4．9 2．6 1．1 0．8
（上越） 2015 40．8 38．9 7．3 6．5 3．3 1．7 1．5

2020 38．5 35．5 9．2 7．7 4．5 2．1 2．5
魚沼市 2010 64．7 28．1 4．2 2．2 0．6 0．0 0．2
（魚沼） 2015 61．4 29．0 5．1 3．1 1．1 0．1 0．1

2020 58．6 28．6 5．3 4．8 2．0 0．5 0．2

（単位：％）
年 1ha未満 1－3ha 3－5ha 5－10ha 10－20ha 20－30ha 30ha以上

下越 2010 4．7 32．3 24．9 21．4 8．2 2．6 5．9
2020 2．6 20．4 18．7 23．3 14．2 6．0 14．9

中越 2010 10．6 35．0 15．0 13．4 10．0 4．9 11．1
2020 5．9 22．9 13．0 15．2 14．6 8．8 19．6

上越 2010 14．0 28．5 9．4 12．1 12．5 8．7 14．7
2020 7．4 16．1 9．0 11．9 14．2 11．3 30．1

魚沼 2010 23．7 39．5 13．3 13．3 4．5 1．8 3．9
2020 15．6 29．2 12．8 15．7 12．8 6．1 7．7

佐渡 2010 17．8 45．1 13．9 10．5 5．9 2．9 3．8
2020 12．2 32．6 14．7 14．7 11．6 5．6 8．5

秋葉区 2010 4．8 31．7 25．4 22．6 10．7 2．1 2．6
（下越） 2015 3．7 26．8 21．1 27．0 13．0 2．6 5．7

2020 2．6 19．1 17．6 27．3 19．3 5．2 9．0
上越市 2010 10．1 26．6 9．6 13．0 13．8 10．4 16．4
（上越） 2015 7．5 20．2 8．8 13．9 14．0 12．5 23．1

2020 5．0 14．2 8．3 12．6 14．8 12．3 32．9
魚沼市 2010 29．8 34．4 12．8 10．9 5．9 0．8 5．5
（魚沼） 2015 23．5 30．4 13．4 14．8 9．8 2．3 5．7

2020 17．7 24．8 10．9 17．6 14．5 6．6 7．8

���� 新潟県稲作農業の担い手経営の実態と課題～下越、上越、魚沼の比較分析～
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る
。
他
方
で
三
〇
ha
未
満
の
各
層
で
は
面
積
割
合
が
低
下
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
特
に
こ
れ
ま
で
農
地
の
供
給
層
と
考
え
ら
れ
て
き

た
一
ha
未
満
、
一
〜
三
ha
の
面
積
割
合
は
低
下
を
続
け
、
今
後
は

三
ha
以
上
の
借
地
型
経
営
体
の
離
農
が
本
格
化
し
、
借
地
農
地
の

流
動
化
が
よ
り
一
層
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
魚
沼
や
佐
渡
で
も

徐
々
に
大
規
模
経
営
体
の
面
積
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
二
〇

ha
以
上
の
経
営
体
の
面
積
割
合
は
高
く
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
潟
県
内
に
お
い
て
も
、
農
地
の
流
動
化
が

進
み
、
大
規
模
経
営
体
の
形
成
が
進
む
上
越
、
農
地
の
流
動
化
が

進
み
つ
つ
も
依
然
と
し
て
、
五
〜
一
〇
、
一
〇
〜
二
〇
ha
の
家
族

経
営
が
中
心
の
下
越
、
中
山
間
地
域
で
あ
る
た
め
大
規
模
経
営
体

の
形
成
が
進
ま
な
い
魚
沼
と
い
っ
た
よ
う
に
区
分
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
い
ま
述
べ
た
地
域
を
代
表
す
る
よ
う
な
市
を
対
象

と
し
た
研
究
成
果
を
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
1
。

上
越
・
大
規
模
借
地
型
経
営
体
の
形
成
と
経
営
対
応

上
越
市
に
お
け
る
大
規
模
水
田
作
経
営
体
の
経
営
概
要
を
表
4

に
示
す
。
こ
こ
で
は
五
〇
ha
以
上
の
稲
作
法
人
で
雇
用
労
働
力
を

導
入
し
て
い
る
八
法
人
に
つ
い
て
、
法
人
の
成
り
立
ち
別
に
示
し

て
い
る
。
複
数
の
農
家
が
有
志
で
設
立
し
た
法
人（
数
戸
協
業
）、

家
族
経
営
か
ら
の
法
人
（
一
戸
一
法
人
）、
集
落
営
農
組
織
か
ら

法
人
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

稲
作
法
人
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
の
課
題
と
し
て
大
規
模
化

に
伴
う
機
械
施
設
の
投
資
増
、雇
用
労
働
力
の
増
加
と
農
閑
期（
冬

季
）
の
作
業
確
保
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

事
例
の
法
人
で
は
、
稲
作
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
枝
豆
や
施
設

園
芸
等
の
経
営
の
複
合
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
が
六
あ
り
、

ま
た
加
工
等
の
そ
の
他
事
業
で
は
み
そ
加
工
、
除
雪
作
業
を
受
託

し
て
い
る
法
人
が
六
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
の
中
に
は
冬
季
の
仕

事
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
法
人
が
多
い
。

ま
た
大
規
模
化
に
伴
っ
て
、
水
稲
の
作
付
面
積
が
増
加
す
る

が
、
そ
れ
に
対
す
る
工
夫
と
し
て
、
直
播
の
導
入
、
多
様
な
品
種

構
成
に
よ
る
稲
の
作
付
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

直
播
栽
培
を
導
入
し
て
い
る
法
人
は
四
法
人
あ
る
。
経
営
面
積

が
大
き
く
な
り
、
既
存
の
育
苗
ハ
ウ
ス
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
積
雪
が
あ
っ
て
、
春
作
業
開
始
時
期

ま
で
に
ほ
場
が
乾
か
な
い
た
め
、
乾
田
直
播
は
難
し
く
、
い
ず
れ

の
法
人
も
直
播
は
湛
水
で
行
っ
て
い
る
。

品
種
の
多
様
化
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
法
人
も
多
数
の
品
種

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
品
種
数
は
五
〜
一
三
品
種
、
そ
れ
に
農
法

（
特
別
栽
培
米
や
直
播
等
）
も
組
み
合
わ
せ
る
と
、
五
〜
一
五
種

類
と
な
る
。

品
種
別
に
生
産
し
て
い
る
法
人
数
と
収
穫
時
期
を
表
5
に
示
し

た
。
八
法
人
合
計
の
延
べ
品
種
数
は
二
五
品
種
で
あ
り
、
早
生
、

中
生
、
晩
生
を
組
み
合
わ
せ
て
作
付
け
し
て
い
る
。
た
だ
し
品
種

数
は
多
い
が
、
特
定
の
品
種
を
作
付
け
る
傾
向
が
あ
り
、
早
生
で
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表4 上越市における大規模経営体の状況

資料：2018年ヒアリング調査より作成

集落営農

（株）Ｈ

1．1億円

62ha

50

4

枝 豆7ha、
ブロッコリ
4 ha 、 ハ
ウストマト
7．5ａ

－

湛5ha

14種類

（12品種）

男4

女2

6

2台

2台

1台

5／1～
5／3

5／1～
5／21

8／24～
10／11

・管理作業
が負担。他
集落の農地
を借りる場
合には、そ
の集落の協
力が必要。

（農）Ｇ

1．3億円

84ha

45

14

枝 豆2ha、
ブロッコリ
等2 ha 、
ハウストマ
ト・アスパ
ラ菜3棟、
黒豆90ａ

みそ

なし

11種類

（10品種）

男2

男4・女1

7

2台

3台

1台

－

4／下～
5／20

8／20～
9／末

・労働力が
足りない。

家族経営

（有）Ｆ

6700万円

51ha

38

13

なし

除雪

なし

5種類

（5品種）

男1・女1

男1

3

1台

1台

不明

－

4／20～
5／22

8／26～
10／5

・現在，借
地は3～4
㎞の範囲内
にあり効率
的。80ha
までは拡大
する。

（有）Ｅ

6100万円

52ha

43

1

アスパラガ
ス40ａ、繁
殖牛4頭

－

湛4ha

9種類

（9品種）

男2・女1

男1・女1

5

2台

2台

4戸共有

6／初～

5／12～
6／10

9／初～
10／中

・労働力が
足りない。
冬季の仕事
がない。

数戸協業

（農）Ｄ

1．6億円

84ha

69

15

水耕栽培2
棟（コネギ、
リーフレタ
ス他）

みそ、除雪

なし

9種類

（7品種）

男2・女1

男4・女3

10

3台

3台

なし

－

5／6～
5／30

9／1～
9／30

・労働力が
足りない。

（農）Ｃ

1．2億円

86ha

67

4

黒豆等3ha、
かぼちゃ20
ａ、ハウス
トマト2棟

－

湛15ha

9種類

（6品種）

男2

男2・女1

5

2台

3台

なし

5／16～
5／20

5／3～
6／5

8／25～
10／8

・機械・施
設拡充に伴
う 投 資 負
担。近隣の
高齢化した
集落営農組
織との合併
検討。

（農）Ｂ

2．8億円

125ha

116

4

枝 豆11ha、
ブロッコリ
70ａ、ハウ
ストマト20
ａ、洋なし
60ａ

除雪、床土
運搬、草刈

湛5ha

15種類

（13品種）

男7・女1

男5・女3

16

3台

3台

1台

5／11～

5／7～
6／5

8／上～
10／上

・近隣集落
の小規模農
家がほとん
ど離農した
ので、規模
拡大できな
い。

（農）Ａ

1．8億円

126ha

126

なし

なし

除雪

なし

12種類

（12品種）

男2・女2

男5・女1

10

3台

3台

2台

－

5／1～
6／6

8／25～
10／上

・機械・施
設拡充に伴
う 投 資 負
担。

法人の成り立ち

法人

総収入（助成金込み）

経営田面積

水稲（ha）

大豆（ha）

その他

加工・他部門の取り組み

稲の直播面積

稲の品種数×農法

（品種数）

家族・役員

常勤社員

計

田植機

自脱型コンバイン

汎用コンバイン

直播

稲の作業時期 田植

収穫

経営課題

150日以上

従事者

（人）

作
付
内
容

労
働
力

農
業
機
械

���� 新潟県稲作農業の担い手経営の実態と課題～下越、上越、魚沼の比較分析～

５２



は
こ
し
い
ぶ
き
、
わ
た
ぼ
う
し
（
も
ち
）、
五
百
万
石
（
酒
米
）、

中
生
で
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
、
こ
が
ね
も
ち
（
も
ち
）、
晩
生
で

は
み
ず
ほ
の
輝
き
、
新
之
助
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
品

種
は
、
地
元
Ｊ
Ａ
に
よ
る
取
引
と
と
も
に
卸
等
の
実
需
か
ら
の
要

望
も
あ
る
。
そ
し
て
、
多
様
な
品
種
構
成
に
よ
っ
て
作
期
幅
の
拡

大
に
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
事
例
法
人
の
お
お
よ
そ
の
作
業
期
間

は
、
田
植
が
約
三
〇
日
、
収
穫
は
四
〇
日
〜
五
〇
日
で
あ
り
、
八

月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
ま
で
収
穫
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
稲
の
収
穫
が
終
わ
れ
ば
、
そ
の
後
は
大
豆
の
収
穫
作
業

に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
降
雪
ま
で
の
作
業
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。
な
お
事
例
の
法
人
で
は
、
降
雪
期
間
中
は
加
工
、
除
雪
な
ど

で
就
業
の
場
を
確
保
で
き
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
積
雪
地
帯
の
課

題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
上
越
市
で
は
特
定
の
担
い
手
が
農
地
を
集
積
す
る

中
で
、
新
潟
県
に
あ
っ
て
多
様
な
品
種
の
米
が
生
産
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
大
規
模
化
を
支
え
て
い
る
。

3

下
越
・
家
族
経
営
の
経
営
意
向
と
後
継
者
の
動
向

下
越
で
は
、
家
族
経
営
が
地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
動
向
、
経
営
継
承
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。

新
潟
市
秋
葉
区
（
旧
新
津
市
）
に
お
け
る
調
査
農
家
の
経
営
概

要
を
表
6
に
示
す
。
一
九
戸
の
う
ち
、
経
営
田
面
積
が
三
一
〜
三

八
ha
の
農
家
が
二
戸
、
一
五
〜
二
四
ha
が
八
戸
、
五
〜
一
三
ha
が

表5 事例法人における稲の品種

資料：2018年ヒアリング調査、新潟県（2019）「新潟米図鑑vol.2」より作成
注：「従来型コシヒカリ」とは、いもち病耐性のない、品種改良前のコシヒカリで、「コシヒカリBL」と区別し
ている。生産している法人が過半の品種はゴシックとした。

種
別
等

酒
米
う
る
ち
米

う
る
ち
米

も
ち
米

酒
米
う
る
ち
米

も
ち
米

う
る
ち
米

酒
米
う
る
ち
米

も
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

う
る
ち
米

酒
米
う
る
ち
米

酒
米
そ
の
他

そ
の
他

酒
米

品
種
名

た
か
ね
錦

あ
き
た
こ
ま
ち

ち
ほ
み
の
り

わ
た
ぼ
う
し

五
百
万
石

つ
き
あ
か
り

ゆ
き
み
の
り

こ
し
い
ぶ
き

楽
風
舞

コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ

こ
が
ね
も
ち

従
来
型
コ
シ
ヒ
カ
リ

ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン

つ
く
ば
Ｓ
Ｄ
2
号

み
ず
ほ
の
輝
き

新
之
助

あ
き
だ
わ
ら

笑
み
の
絆

キ
ヌ
ヒ
カ
リ

越
淡
麗

い
た
だ
き

越
神
楽

イ
ン
デ
ィ
カ

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

山
田
錦

法
人
数

17
年 3 1 0 6 5 4 1 7 1 8 8 2 2 1 8 4 2 1 1 1 3 1 1 1 0

18
年 3 1 1 5 5 5 0 7 1 8 8 2 2 1 7 5 2 1 1 1 3 1 1 1 1

収
穫
時
期

早
生
早
生
早
生
早
生
早
生
早
生
早
生
早
生
早
生
中
生
中
生
中
生
中
生
中
生
晩
生
晩
生
晩
生
晩
生
晩
生
晩
生
晩
生
晩
生
晩
生
不
明
不
明

8
月
下
旬

8
月
下
旬

8
月
下
旬

8
月
末

8
月
末

8
月
末

8
月
末

9
月
上
旬

9
月
上
旬

9
月
中
旬

9
月
中
旬

9
月
中
旬

9
月
中
旬

9
月
中
旬

9
月
下
旬

9
月
下
旬

9
月
下
旬

9
月
下
旬

9
月
下
旬

9
月
下
旬

9
月
末

10
月
上
旬

10
月
上
旬
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表6 調査農家の経営規模および農業労働力

資料：2019年ヒアリング調査による。
注：経営主世代、親世代、子供世代の数字は年齢、「専」は農業専従、「補」は農業補助、「手」は農業手伝いを
示す。

（単位：ha、歳）

規
模

No
（年
齢
順）

経営
タイプ

経営田面積
稲作
面積 その他

経営主世代 親世代
子供世代
（同居） 常雇等 臨時雇等

うち
所有 男 女 男 女

①
31
ha
以
上

ａ 稲単一38．6 2．038．6会社 73専 － － － 男43専、
男孫18専 － 親戚の手伝い

ｂ 稲のみ31．0 6．028．8－ 45専 － 71手70手 － 男4人
（26－65）－

②
15
〜
24
ha

ｃ 複合 24．0 3．223．2会社、野菜・大豆71専 － － － 女47専 － 38歳男100日（3ha
の農家）

ｄ 稲単一21．4 4．521．2－ 67専67専 － － － － 男100日（飲食店
経営）、弟手伝い

ｅ 稲単一19．5 9．519．5大豆 65専58専 － 90補 女31（専）なし 春作業に親戚3人
程度

ｆ 稲のみ18．0 2．218．9大豆 65専65手 － － 男41手、嫁
41手、男手 なし

三男が春作業時期
に帰省

ｇ 稲のみ16．0 6．016．0会社 63専58補 － － 女手 － 春作業にシルバー
人材等

ｈ 稲のみ16．0 2．514．8 61専 － － － － 男47 春秋にシルバー人
材、農福連携

ｉ 複合 15．2 7．614．6野菜 61専60専88専 － － － －
ｊ 稲単一15．9 4．014．4大豆 45専 － 70専69専 － なし －

③
5
〜
13
ha

ｋ 複合 12．9 2．212．9野菜 68専66専 － － 男36手 － －

ｌ 稲のみ12．5 4．212．4 62専57専 － － 男33専 外国人研
修生1人

援農春秋週1、最
大7人

ｍ 複合 12．0 3．010．0野菜 59兼 － － － 婿手伝 － －

ｎ 稲のみ 9．5 1．810．0転作受託58専56手82補81補 男31専、男29手 － －

ｏ 複合 9．5 3．5 8．1野菜 54専 － 81補79補 － － 繁忙期8人40日

ｐ 稲単一 9．0 2．6 7．5大豆 52専 － － － － 男32（時
給）

春作業に兄弟2人
手伝い

ｑ 複合 8．8 3．8 8．8野菜 51専51手77手77手 － － シルバー人材20人
日

ｒ 複合 8．2 2．7 7．4自 然 農
法、養鶏47専44手71専 － － － 春秋に弟の手伝い

ｓ 稲単一 5．2 5．2 5．1大豆 40専 － 77補 － － － －

���� 新潟県稲作農業の担い手経営の実態と課題～下越、上越、魚沼の比較分析～
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九
戸
で
あ
る
。
ま
た
稲
作
収
入
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
経
営
面
積

が
小
さ
い
農
家
で
野
菜
の
複
合
経
営
が
一
定
程
度
存
在
す
る
。
な

お
、
こ
の
表
で
は
経
営
規
模
で
三
つ
に
グ
ル
ー
プ
化
し
た
の
ち
、

世
帯
主
の
年
齢
順
に
表
示
し
た
。

経
営
主
世
代
の
男
子
（
経
営
主
）
は
、
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
ほ

ぼ
全
戸
が
農
業
専
従
し
て
い
る
。
一
方
、
経
営
主
世
代
の
女
子
で

専
従
し
て
い
る
農
家
は
四
戸
の
み
で
あ
り
、
補
助
や
手
伝
い
の
五

戸
を
含
め
て
も
九
戸
、
半
数
に
と
ど
ま
る
。
親
世
代
の
農
業
従
事

者
は
、
男
子
で
七
人
、
女
子
で
五
人
で
あ
る
。
年
齢
は
七
〇
代
か

ら
八
〇
代
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
経
営
主
が
若
い
農
家
に
多
い
。

同
居
し
て
い
る
子
供
世
代
が
農
業
従
事
し
て
い
る
農
家
は
九
戸
で

あ
り
、
経
営
主
が
高
齢
の
農
家
に
多
い
。
以
上
の
よ
う
に
調
査
農

家
は
地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
り
、
面
積
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
農

業
専
従
す
る
経
営
主
が
存
在
し
、
そ
の
上
で
経
営
主
が
高
齢
の
場

合
に
は
息
子
世
代
に
よ
る
手
伝
い
が
一
定
程
度
見
ら
れ
、
逆
に
経

営
主
が
五
〇
歳
未
満
の
場
合
に
は
親
の
手
伝
い
を
得
な
が
ら
農
業

経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

次
に
、
表
7
か
ら
面
積
拡
大
意
向
を
見
る
と
、
三
〇
ha
以
上
で

は
1
／
2
、
一
五
〜
二
四
ha
で
は
5
／
8
（
ほ
場
整
備
を
条
件
に

し
た
二
戸
を
加
え
た
）、
五
〜
一
三
ha
で
は
2
／
9
で
あ
り
、
拡

大
意
向
を
も
つ
農
家
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う

し
た
専
業
的
農
家
で
あ
っ
て
も
、
今
後
流
動
化
す
る
農
地
の
受
け

手
と
な
れ
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
後
継
者
世
代
が
す
で
に
就
農
し
て
い
る
農
家
は
五
戸
に

と
ど
ま
る
。
経
営
主
が
四
〇
代
以
下
は
、
後
継
者
世
代
は
就
学
し

て
い
る
者
も
多
い
の
で
、
現
時
点
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
五
〇

代
以
上
の
一
五
戸
で
も
後
継
者
が
就
農
し
て
い
る
の
は
五
戸
、
1

／
3
で
あ
る
。
今
後
、
経
営
主
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
後
継
者
が

農
業
専
従
し
な
け
れ
ば
、
農
地
の
受
け
手
か
ら
出
し
手
に
転
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
現
在
の
経
営
主
が
専
業
化
し
た
年
齢
等
を
見
る
と
、
多

く
は
六
〇
歳
前
後
で
定
年
退
職
し
た
後
に
、
農
業
専
従
し
て
い
る

者
が
多
い
。
こ
う
し
た
就
農
ル
ー
ト
を
後
継
者
世
代
も
歩
む
と
す

れ
ば
、
例
え
ば
農
家
ｆ
で
あ
れ
ば
、
現
在
、
経
営
主
が
六
一
歳
、

後
継
者
が
四
一
歳
で
あ
る
か
ら
、
後
継
者
が
六
〇
歳
に
な
る
時
、

経
営
主
は
八
〇
歳
に
な
る
。
他
方
で
、
四
〇
代
で
若
く
し
て
経
営

主
と
な
っ
た
者
の
中
に
は
、
会
社
の
都
合
、
家
庭
の
事
情
で
Ｕ
タ

ー
ン
就
農
し
た
者
も
い
る
。
家
業
で
あ
る
農
業
を
継
承
す
る
パ
タ

ー
ン
は
様
々
で
あ
る
が
、
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
面
が
あ
り
、
そ
う

し
た
農
家
が
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
、
一
定
の
厚
み
を
形

成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
農
業
の
担
い
手
が
家
族
経
営
で
あ
る
下
越
に

お
い
て
、
そ
の
継
承
に
動
揺
が
見
ら
れ
る
。
当
面
は
家
族
経
営
に

よ
る
規
模
拡
大
が
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、将
来
的
に
は（
一

〇
年
、
二
〇
年
後
）
世
代
交
代
、
円
滑
な
経
営
継
承
と
と
も
に
、

上
越
市
で
見
た
よ
う
な
大
規
模
経
営
体
の
形
成
が
要
請
さ
れ
る
。
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表7 農家の面積拡大意向、後継者世代の動向、経営主の就農ルート

資料：2019年ヒアリング調査による。

グル
ープ

農
家
経営主
（男） 面積拡大等の意向 後継者（子供）世代の動向 経営主の就農ルート

①
ａ73歳専 現在の機械装備なら40－50haは可能。就 男43歳専 不明

ｂ45歳専 受け手が多いので規模拡大は難しい － －（両親農業従事あり） 新卒就農？

②

ｃ71歳専 多少拡大。共同経営も今後検討。 就 女47歳専（非後継者） 不明

ｄ67歳専 稲のみなら1人で25haまで拡大。 － 娘全員が既婚で他出 会社員、60歳で退職

ｅ65歳専 現状維持。ほ場整備が進めば拡大 就 女31歳同居、アルバイト
しながら農業 会社員、63歳で退職

ｆ65歳専 現状維持。 － 男41歳農協職員。春と秋
手伝う 農協職員、62歳で退職

ｇ63歳専 積極的に拡大しない。依頼があれば借地する。 － 女？歳、同居、公務員 不明（もともと自営で商売）

ｈ61歳専 現状維持、ほ場整備が進めば拡大。 － 全員娘で1人は同居（農
業手伝いなし） 不明

ｉ61歳専 現状維持。春作業が限界。 － 男25歳農協職員 会社員（東京）、48歳で退職

ｊ45歳専 乾燥調製施設と労働力が限界 － －（両親農業従事あり） 不明

③

ｋ68歳専 現状維持。 －36歳会社員？、春作業の手伝い 会社員、58歳で早期退職

ｌ62歳専 集落に農事組合法人が設立され拡大困難 就 男33歳専 不明

ｍ59歳会社員

定年後、1人でできる10haまでの
拡大目標。10haを超えると家族に
迷惑。兼業なら8haか。

－
28歳の長男（別居、既婚、
会社員）としたがわから
ない

兼業（建設会社社員、60歳定
年予定）

ｎ57歳専 園芸で多忙と周囲から見られており、借地依頼はないだろう 就31歳専 不明（子供は28歳で農協退職
し就農）

ｏ54歳専 なし（経営の質を改善） － 男25歳未就農 不明

ｐ52歳専 条件の良い田を増やしたい。 － 全員娘なので不明 会社員、45歳で退職、両親高
齢

ｑ51歳専 現状維持。両親の引退年齢が近い。 － 男24歳同居会社員（不
明）

会社員、45歳で退職、忙しい
会社だった

ｒ47歳専 現状維持。10haが限界。販路拡大。 － －（父親農業従事あり） 公務員、配置転換等があり35歳で退職

ｓ40歳専 まだ他の農家も元気。出し手は少ないのでは？ － －（父親農業従事あり） 会社員（東京）、32歳退職、東日本震災で人生を考えた
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そ
の
た
め
、
農
地
の
利
用
調
整
、
担
い
手
の
確
保
育
成
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

4

魚
沼・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
構
造
変
動
と
農
地
維
持

魚
沼
市
は
そ
の
多
く
が
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
ほ
場
整
備
も
進

ん
で
い
な
い
。
魚
沼
市
の
ほ
場
整
備
率
は
四
八
％
で
あ
り
、
新
潟

県
の
六
二
％
、
都
府
県
の
六
六
％
と
比
較
し
て
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト

以
上
低
い
。
つ
ま
り
、
地
域
の
ほ
場
の
半
分
の
面
積
が
ほ
場
整
備

さ
れ
て
い
な
い
（
平
成
二
七
年
農
業
基
盤
情
報
整
備
情
報
基
礎
調

査
。
新
潟
県
と
都
府
県
は
農
林
水
産
省
振
興
局
（
二
〇
二
〇
）『
農

業
生
産
基
盤
整
備
状
況
に
つ
い
て
（
平
成
三
〇
年
三
月
）』）。

こ
れ
ま
で
農
家
数
の
減
少
率
は
新
潟
県
平
均
よ
り
も
低
く
推
移

し
て
い
た
が
、
こ
の
一
〇
年
で
大
き
く
農
家
数
は
減
少
し
、
そ
の

減
少
率
は
三
五
・
一
％
に
な
る
。
他
方
で
、
経
営
耕
地
面
積
は
一

〇
・
七
％
の
減
少
率
で
あ
り
、
新
潟
県
の
減
少
率
八
・
四
％
と
比

較
し
て
、
そ
の
減
少
率
は
高
い
。

こ
こ
で
は
、
魚
沼
市
農
業
の
課
題
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
分
析
か

ら
検
討
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
令
和
四
年
一
月
頃
に
、
認
定
農

業
者
を
対
象
に
魚
沼
市
が
農
政
調
査
委
員
会
等
と
協
力
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
2
。

回
答
者
の
基
本
的
属
性
を
表
8
に
示
し
た
。
農
業
セ
ン
サ
ス
に

お
け
る
経
営
耕
地
面
積
三
ha
以
上
の
経
営
体
数
の
シ
ェ
ア
は
一
二

・
八
％
で
あ
る
が
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
そ
れ
は
五
〇
・
七
％
で
あ

表8 回答者の基本属性

資料：認定農業者へのアンケート調査及び面接調査結果より作成。
注：括弧内は％である。

（単位：人、％）
回答者 取組あり 主力

面積規模 201（100．0） 品目 （100．0）（100．0）
1ha未満 15 （7．5） 稲 （93．8） （86．7）
1－2ha 44 （21．9） そば （3．6） （ － ）
2－3ha 33 （16．4） 露地野菜 （13．4） （1．8）
3－5ha 29 （14．4） 施設野菜

・花き （10．8） （9．7）
5－10ha 32 （15．9）
10－20ha 26 （12．9） 畜産 （1．0） （1．8）
20ha以上 15 （7．5） その他 （7．2） （1．8）
不明 7 （3．5）
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る
。
回
答
者
は
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
農
家

が
多
い
。
ま
た
、
回
答
者
の
取
組
作
物
は
、
稲
が
九
三
・
八
％
と

極
め
て
高
く
、
ま
た
、
主
力
作
物
も
稲
が
八
六
・
七
％
と
高
い
。

な
お
、
市
内
に
は
ユ
リ
の
産
地
が
あ
る
た
め
、
施
設
野
菜
・
花
き

の
割
合
も
高
い
。

回
答
者
の
平
均
年
齢
と
農
業
リ
タ
イ
ア
予
定
年
齢
を
表
9
に
示

す
。
回
答
者
の
平
均
年
齢
は
六
四
・
二
歳
、
リ
タ
イ
ア
予
定
年
齢

は
七
五
・
二
歳
で
あ
る
。
経
営
面
積
規
模
別
に
平
均
年
齢
を
示
し

た
が
、
経
営
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
平
均
年
齢
は
低
下
す
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
ha
以
上
に
な
る
と
、
平
均
年
齢
は
六
七
・

二
歳
に
急
激
に
上
昇
す
る
。
こ
の
規
模
層
で
は
二
世
代
に
よ
る
経

営
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
の
世
帯
主
が
経
営
権
を
持
ち

つ
つ
も
、
労
働
力
の
メ
イ
ン
は
後
継
者
世
代
に
移
行
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
経
営
面
積
と
平
均
年
齢

の
関
係
は
、
農
業
リ
タ
イ
ア
予
定
年
齢
に
影
響
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
年
齢
は
七
五
歳
程
度
で
あ
る
。

こ
こ
で
現
在
の
年
齢
と
農
業
リ
タ
イ
ア
予
定
年
齢
を
少
し
詳
し

く
見
る
。
両
者
の
関
係
を
示
し
た
散
布
図
を
図
2
に
示
す
。
現
在

の
年
齢
が
六
〇
歳
未
満
の
者
は
農
業
リ
タ
イ
ア
年
齢
が
七
〇
歳
、

六
〇
〜
六
五
歳
の
者
は
七
五
歳
、
六
五
歳
以
上
は
八
〇
歳
と
回
答

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
年
齢
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
リ
タ
イ
ア

年
齢
が
引
き
延
ば
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
農
業
リ
タ
イ
ア
予

定
年
齢
は
、
現
在
の
年
齢
に
依
存
し
て
回
答
し
て
い
る
可
能
性
が

表9 回答者の年齢と農業リタイア予定年齢

資料：認定農業者へのアンケート調査及び面接調査結果より作成。

（単位：歳）
平均年齢 農業リタイア予定年齢

1ha未満 65．33 75．27
1－2ha 66．55 76．10
2－3ha 64．33 75．03
3－5ha 63．31 74．38
5－10ha 63．33 75．97
10－20ha 59．70 73．55
20ha以上 67．17 75．83
平均 64．19 75．24
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高
く
、
ひ
と
ま
ず
七
〇
歳
ま
で
の
営
農
継
続
が
目
標
と
な
っ
て
い

る
と
言
え
る
。
そ
の
後
は
健
康
次
第
で
、
リ
タ
イ
ア
予
定
年
齢
が

更
新
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
過
去
五
年
間
の
経
営
耕
地
面
積
の
変
化
に
つ
い
て
、
経

営
面
積
規
模
別
及
び
回
答
者
の
年
齢
別
に
整
理
し
た
も
の
を
表
10

に
示
す
。
経
営
面
積
規
模
別
に
見
る
と
、
三
ha
以
上
の
各
階
層
で

は
増
加
し
た
者
が
六
五
％
以
上
と
平
均
よ
り
も
高
く
、
二
〇
ha
以

上
で
は
九
三
・
三
％
に
達
す
る
。
た
だ
し
、
一
〇
〜
二
〇
ha
未
満

で
も
減
少
割
合
が
高
く
、
比
較
的
大
規
模
な
認
定
農
業
者
で
あ
っ

て
も
規
模
縮
小
す
る
者
も
一
定
程
度
存
在
し
て
い
る
。

回
答
者
の
年
齢
別
に
見
る
と
、
経
営
面
積
を
拡
大
し
た
者
は
五

〇
歳
未
満
が
六
八
・
二
％
と
全
て
の
年
齢
階
層
の
中
で
最
も
高

い
。
ま
た
、
六
五
〜
七
〇
歳
、
七
〇
〜
七
五
歳
で
も
過
半
の
回
答

者
が
経
営
面
積
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
年
齢
階
層
は
会
社
退

職
後
に
農
業
に
回
帰
し
た
、
い
わ
ゆ
る
定
年
帰
農
に
あ
た
り
、
こ

う
し
た
層
で
も
流
動
化
す
る
農
地
を
引
き
受
け
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

魚
沼
市
の
課
題
は
、
中
山
間
地
域
が
多
く
、
ほ
場
整
備
率
が
低

い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
、
営
農
上
の
課
題
に
関
す
る

質
問
を
行
っ
た
結
果
を
表
11
に
示
す
。
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
た

も
の
の
中
で
、
特
に
回
答
率
が
高
か
っ
た
も
の
は
、
機
械
更
新
、

畦
畔
管
理
、
後
継
者
不
在
、
水
管
理
、
未
整
備
ほ
場
で
あ
っ
た
。

中
山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
未
整
備
ほ
場
が
多
く
、
一
筆
当
た
り

図2 回答者の年齢とリタイア年齢の関係

資料：認定農業者へのアンケート調査及び面接調査結果より作成
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の
面
積
が
小
さ
い
た
め
、
畦
畔
管
理
や
水
管
理
の
負
担
が
重
く
、

ま
た
山
間
部
で
あ
れ
ば
、
用
水
路
へ
の
土
砂
の
堆
積
な
ど
、
水
利

を
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
推
察
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
農
業
生
産
条
件
に
関
す
る
課
題
は
、
農
地
の
地
主
へ

の
返
還
へ
と
結
び
つ
く
恐
れ
が
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
農
地
の
返

還
を
行
っ
た
経
験
の
有
無
を
質
問
し
た
が
、
四
〇
人
、
二
二
・
九

％
が
農
地
を
地
主
に
返
還
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由

で
一
番
多
い
の
が
「
生
産
条
件
が
悪
い
」
の
三
七
・
五
％
、
次
い

で
「
経
営
縮
小
の
た
め
」
が
二
五
・
〇
％
で
あ
る
。「
地
代
が
高

い
」
は
一
〇
・
〇
％
、「
ほ
場
が
遠
い
」
が
五
・
〇
％
で
あ
っ
た
。

農
家
の
離
農
が
加
速
化
す
る
中
で
、
認
定
農
業
者
を
中
心
に
農
地

の
集
積
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
効
率
的
な
農
業
生
産
を
進
め

る
た
め
に
、
生
産
条
件
の
悪
い
ほ
場
を
返
還
し
て
い
る
。
ま
た
、

効
率
性
を
考
え
る
上
で
、
ほ
場
の
分
散
も
大
き
な
課
題
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ほ
場
の
距
離
を
理
由
に
、
農
地
を
返
還
し
た
者

は
少
な
い
。
た
だ
し
、
農
地
の
交
換
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
表
12
に
よ

れ
ば
、
い
ず
れ
の
規
模
層
も
農
地
交
換
の
希
望
が
あ
る
。
特
に
三

ha
以
上
の
規
模
層
で
高
く
な
り
、
農
地
交
換
を
す
で
に
実
施
し
た

者
と
希
望
す
る
者
の
合
計
は
六
〜
七
割
で
あ
る
3
。
農
業
生
産
条

件
が
悪
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
る
が
、
限

ら
れ
た
担
い
手
が
効
率
的
に
営
農
す
る
た
め
に
、
農
地
の
選
別
、

農
地
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
他
方
で
高
齢
農
家
で
あ
っ
て
も

流
動
化
す
る
農
地
を
引
き
受
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
両
者
の
取
り

表10 経営面積規模別・回答者年齢
別の5年間の経営面積の変化

表11 農業生産の課題等

資料：認定農業者へのアンケート調査及び面接調査結果よ
り作成（複数回答）。 資料：認定農業者へのアンケート調査及び面接調

査結果より作成。

（単位：％）
増
加
し
た

変
わ
ら
な
い

減
少
し
た

平均 51．5 33．5 14．4
1ha未満 46．7 26．7 26．7
1－2ha 13．6 56．8 29．5
2－3ha 33．3 51．5 12．1
3－5ha 72．4 17．2 10．3
5－10ha 65．6 31．3 3．1
10－20ha 76．9 11．5 11．5
20ha以上 93．3 6．7 0．0
50歳未満 68．2 22．7 9．1
50－60歳 46．4 39．3 14．3
60－65歳 50．0 30．0 20．0
65－70歳 56．4 33．3 10．3
70－75歳 57．4 36．2 6．4
75歳以上 20．0 45．0 35．0

（単位：人、％）
回答数 回答率

農
業
生
産
の
課
題

機械更新 102 58．3
畦畔管理 75 42．9
後継者不在 62 35．4
水管理 43 24．6
未整備ほ場 41 23．4
地代 24 13．7
米に代わる新規作物 21 12．0
鳥獣害 19 10．9
その他 16 9．1
実回答者 175 100．0

農
地
返
還
の
理
由

生産条件が悪い 15 37．5
経営縮小のため 10 25．0
地代が高い 4 10．0
ほ場が遠い 2 5．0
その他 13 32．5
実回答者 40 100．0
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組
み
に
よ
っ
て
地
域
農
業
が
存
続
で
き
て
い
る
。

5

小
括

新
潟
県
の
米
は
、
質
・
量
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
産
地
で
あ

る
。
少
子
高
齢
社
会
に
よ
っ
て
米
の
消
費
量
の
減
少
が
進
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
新
潟
県
産
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
生
か
し
て
、
需
要
量
を
維
持
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
生
産
基
盤
を
見
る
と
、
必
ず
し
も
楽
観
視
で
き

る
状
況
に
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
家
族
経
営
が
中
心
の
下
越
で
は

農
業
後
継
者
確
保
、
円
滑
な
経
営
継
承
や
、
家
族
経
営
の
枠
を
超

え
る
よ
う
な
担
い
手
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。
上
越
市
の
よ
う
な

大
規
模
経
営
体
が
形
成
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
雇
用
労
働
力

の
導
入
に
よ
る
周
年
作
業
、
米
の
多
品
種
化
に
よ
る
新
た
な
販
路

の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
み
の
作
付
で

稲
作
経
営
が
で
き
な
い
た
め
、
他
の
品
種
の
市
場
評
価
を
高
め
る

取
組
も
重
要
で
あ
ろ
う
）。
さ
ら
に
魚
沼
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
の
産
地
に
お
い
て
は
中
山
間
地
域
と
い
う
生
産
条
件
の
不
利

性
に
加
え
て
ほ
場
整
備
の
遅
れ
は
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。

各
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
営
者

の
自
助
努
力
に
加
え
て
、
行
政
、
農
協
、
普
及
組
織
の
サ
ポ
ー
ト

が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

1

本
稿
で
紹
介
す
る
事
例
は
以
下
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
。
農
政

表12 農地交換の希望

資料：認定農業者へのアンケート調査及び面接調査結果より作成。

（単位：％）
実
施
し
て
い
る

希
望
は
あ
る

希
望
は
な
い

無
回
答

平均 15．4 32．5 39．2 12．9
1ha未満 6．7 33．3 40．0 20．0
1－2ha 11．4 29．5 52．3 6．8
2－3ha 9．1 39．4 48．5 3．0
3－5ha 27．6 27．6 34．5 10．3
5－10ha 21．9 40．6 28．1 9．4
10ha以上 14．6 26．8 29．3 29．3
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調
査
委
員
会
編
（
二
〇
一
九
）『
新
米
政
策
下
の
水
田
農
業
法
人
の
現
状

と
課
題
：
新
潟
県
上
越
市
』、
日
本
の
農
業
二
五
二
、
同
編（
二
〇
二
〇
）

『
水
田
地
帯
の
農
業
構
造
の
変
化
と

家
族
経
営
：
新
潟
県
新
潟
市
秋

葉
区
』、
日
本
の
農
業
二
五
三
、
同
編
（
二
〇
二
二
）『
農
業
・
農
村
の

持
続
性
と
多
様
な
規
模
・
形
態
の
経
営
体
の
存
立
条
件
：
中
山
間
地
域

魚
沼
市
統
計
実
態
調
査
分
析
』、
日
本
の
農
業
二
五
八
。
な
お
、
下
越
の

該
当
論
文
に
つ
い
て
は
、
吉
田
健
人
氏
（
Ｊ
Ａ
茨
城
県
中
央
会
）
と
の

共
著
で
あ
る
。

2

魚
沼
市
の
認
定
農
業
者
三
三
五
人
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
回

収
数
は
一
七
七
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
別
途
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た

農
家
等
二
四
人
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
配
布
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

利
用
可
能
な
範
囲
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
農
家
等
か
ら
の
聞
き
取
り
結
果

を
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
に
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
本
章
の
分
析
対
象
は
二

〇
一
人
、
認
定
農
業
者
の
六
〇
％
と
な
る
。

3

た
だ
し
、
一
〇
ha
以
上
で
は
低
下
す
る
。
大
規
模
経
営
は
、
生
産
性
の

低
下
を
回
避
す
る
た
め
、
そ
も
そ
も
交
換
を
希
望
す
る
よ
う
な
ほ
場
は

借
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
ほ
場
条
件
が
比
較
的
良
好
な
エ

リ
ア
で
大
規
模
経
営
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

���� 新潟県稲作農業の担い手経営の実態と課題～下越、上越、魚沼の比較分析～
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二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

を
開
始
し
て
半
年
が
経
過
し
た
。
当
初
ロ
シ
ア
は
短
期
間
で
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
攻
略
を
想
定
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

欧
米
諸
国
や
我
が
国
な
ど
か
ら
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
頑
強
に
抵

抗
を
続
け
、
戦
争
は
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の

侵
攻
開
始
当
初
、
こ
の
戦
争
に
伴
う
食
料
供
給
減
少
へ
の
懸
念
が

国
際
市
場
を
動
揺
さ
せ
、
二
〇
二
二
年
三
月
に
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
食
料
価

格
指
数
が
過
去
最
高
の
一
五
九
・
七
を
記
録
し
た
。
高
騰
し
た
食

料
価
格
は
そ
の
後
徐
々
に
落
ち
着
き
を
見
せ
、
同
食
料
価
格
指
数

も
二
〇
二
二
年
八
月
時
点
で
は
一
三
八
・
〇
と
同
年
一
月
（
一
三

五
・
六
）
に
近
い
水
準
ま
で
戻
っ
て
い
る
が
、
戦
争
の
先
行
き
は

予
断
を
許
さ
ず
、
世
界
各
地
の
天
候
不
順
も
相
ま
っ
て
、
食
料
供

給
に
係
る
不
安
が
拭
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

か
つ
て
の
ソ
連
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
は
世
界

最
大
の
穀
物
輸
入
国
で
あ
り
、
そ
の
輸
入
動
向
が
世
界
の
食
料
市

場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
存
在
だ
っ
た
。
一
九
九
一
年
末
の
ソ

連
解
体
か
ら
三
〇
年
以
上
を
経
る
間
に
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
世
界
有
数
の
穀
物
輸
出
国
と
な
り
、
開
発
途
上
国
を
中
心
に
増

加
す
る
需
要
を
ま
か
な
い
、
世
界
の
食
料
需
給
の
安
定
に
大
き
く

寄
与
す
る
存
在
へ
と
姿
を
変
え
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
世
界
市
場
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
1
�
で
今
日
の
世
界
の
穀
物
等
の
供

給
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
重
要
性
を
確
認
す
る
。
次

に
2
�
で
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
穀
物
の
主
要
輸
出
国
に
転

換
し
、
さ
ら
に
拡
大
を
続
け
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
両
国
の
穀

物
需
給
構
造
の
変
化
に
着
目
し
て
説
明
す
る
。
3
�
で
は
、
ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
主
に
ど
の
地
域
に
穀
物
を
輸
出
し
て
お
り
、

輸
入
国
の
側
で
は
両
国
に
ど
の
程
度
穀
物
供
給
を
依
存
し
て
い
る

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物

―
世
界
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
今
次
の
戦
争
の
影
響
―

長
友
謙
治

農
林
水
産
政
策
研
究
所

上
席
主
任
研
究
官

������������������������ 農村と都市をむすぶ2022．10
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か
を
把
握
す
る
。
最
後
に
4
�
で
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦

争
が
続
く
中
で
の
両
国
の
穀
物
生
産
・
輸
出
を
巡
る
状
況
を
整
理

し
、
今
後
留
意
す
べ
き
点
を
指
摘
す
る
。

1
�
世
界
の
穀
物
等
の
供
給
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
位
置
づ
け

最
初
に
、
今
日
の
世
界
の
穀
物
等
の
供
給
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
も
、
穀
物
で
は
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
麦
の
三
品

目
が
生
産
・
輸
出
の
中
心
で
あ
り
、
加
え
て
油
糧
作
物
と
し
て
主

に
ヒ
マ
ワ
リ
が
生
産
さ
れ
、
ヒ
マ
ワ
リ
油
に
加
工
し
て
輸
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
品
目
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
二
〇
一
八
／
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
（
市
場
年

度
：
期
間
は
七
月
〜
翌
年
六
月
）、
す
な
わ
ち
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
以
前
三
年
度
の
平
均
輸
出
量
と
世
界
市
場
に
お
け
る
位
置

づ
け
を
表
1
に
整
理
し
た
。

小
麦
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
は
世
界
一
位
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
世

界
五
位
の
輸
出
国
で
あ
り
、
世
界
の
総
輸
出
量
に
占
め
る
シ
ェ
ア

は
、ロ
シ
ア
一
九
％
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
九
％
で
合
計
二
八
％
に
及
ぶ
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
出
で
は
、
世
界
順
位
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
四
位
、

ロ
シ
ア
六
位
で
、
シ
ェ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
五
％
、
ロ
シ
ア
二
％

の
計
一
七
％
で
あ
る
。
大
麦
は
、
世
界
市
場
に
お
け
る
重
要
性
で

は
こ
れ
ら
二
品
目
に
劣
る
が
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ウ
エ
イ

表1 世界の主要穀物・植物油輸出国

資料：USDA, PSD Onlineより作成（2022年8月21日アクセス）。
注：シェアについては、四捨五入の関係で、ロシアとウクライナの合計が2国計と一致しない場合がある。

（2018/19－2020/21年度平均、単位：千トン）

順位
小麦 トウモロコシ 大麦 ヒマワリ油

国名 輸出量 国名 輸出量 国名 輸出量 国名 輸出量

世界計 191，191 世界計 179，175 世界計 30，288 世界計 12，102

1位 ロシア 36，483 米国 55，830 EU 6，688 ウクライナ 6，007

2位 EU 31，405 アルゼンチン 38，146 ロシア 5，130 ロシア 3，243

3位 米国 26，308 ブラジル 31，942 豪州 5，118 アルゼンチン 747

4位 カナダ 24，992 ウクライナ 27，705 ウクライナ 4，244 EU 745

5位 ウクライナ 17，962 EU 4，465 カナダ 2，691 トルコ 617

参考 ロシア（6位） 3，610

シェア
（％）

ロシア 19 ロシア 2 ロシア 17 ロシア 27

ウクライナ 9 ウクライナ 15 ウクライナ 14 ウクライナ 50

2国計 28 2国計 17 2国計 31 2国計 76

���� ロシア・ウクライナの穀物 ―世界における位置づけと今次の戦争の影響―
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ト
は
高
く
、
世
界
順
位
は
ロ
シ
ア
二
位
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
四
位
で
、

世
界
の
総
輸
出
量
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、
各
一
七
％
、
一
四
％
で

計
三
一
％
に
達
す
る
。

ロ
シ
ア
の
穀
物
輸
出
が
小
麦
輸
出
に
重
点
化
し
て
世
界
シ
ェ
ア

を
高
め
る
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸
出
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
小
麦
に
お
い
て
も
主
要
輸
出
国
の
地
位

を
保
っ
て
い
る
。
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
大
麦
を
加
え
た
合
計

輸
出
量
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
四
、
九
九
一
万
ト
ン
、
ロ
シ
ア
四
、

五
二
二
万
ト
ン
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
が
多
い
。

な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
は
、
油
糧
作
物
で
は
、
と
も
に

ヒ
マ
ワ
リ
の
主
要
生
産
国
で
あ
り
、
製
品
の
ヒ
マ
ワ
リ
油
の
輸
出

に
お
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
世
界
一
位
（
シ
ェ
ア
五
〇
％
）、

ロ
シ
ア
が
二
位
（
同
二
七
％
）
で
、
合
計
シ
ェ
ア
は
七
六
％
に
達

す
る
。
油
糧
種
子
の
生
産
・
輸
出
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
以
下
穀
物
に
着
目
し
て
記
述
す

る
。

2
�
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
需
給
構
造
と
輸
出

か
つ
て
ソ
連
が
世
界
最
大
の
穀
物
輸
入
国
だ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
後
を
受
け
た
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
今
日
世
界
の

主
要
穀
物
輸
出
国
の
一
角
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
背
景
に
は
、

両
国
の
穀
物
需
給
構
造
の
変
化
が
あ
る
。
図
1
及
び
図
2
は
、
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
のPSD

O
nline

に

図1 ロシアの穀物需給構造の変化

資料：USDA PSD Onlineより筆者作成。
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掲
載
さ
れ
て
い
る
穀
物
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
デ
ー
タ
（
用
途
別
需

要
な
ど
は
推
計
値
）
を
用
い
て
、
ソ
連
時
代
末
期
の
一
九
八
七
／

八
八
年
度
（
当
時
両
国
は
ソ
連
の
構
成
共
和
国
）
か
ら
今
般
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
前
の
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
ま
で
の
長
期
的
な
穀

物
需
給
構
造
の
変
化
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る（
1
）。
両
図
に
基

づ
い
て
変
化
と
そ
の
背
景
を
説
明
す
る
。

ま
ず
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
共
通
点
と
し
て
、
次
の
点
を

指
摘
で
き
る
。
旧
ソ
連
諸
国
と
し
て
の
共
通
点
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

①

穀
物
の
生
産
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
減
少
し
、
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
に
回
復
・
拡
大
が
進
ん
だ
。
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の

は
、
ソ
連
解
体
（
一
九
九
一
年
一
二
月
）
後
の
市
場
経
済
移
行

改
革
に
伴
う
経
済
・
社
会
の
混
乱
と
そ
こ
か
ら
の
脱
却
だ
っ

た
。

②

穀
物
の
需
要
の
う
ち
、
大
き
く
変
化
し
た
の
は
飼
料
等
向
け

で
あ
り
、
食
用
等
向
け
の
変
化
は
緩
や
か
だ
っ
た
。
ソ
連
時
代

末
期
に
は
、
穀
物
の
飼
料
等
向
け
需
要
が
非
常
に
大
き
く
、
食

用
等
向
け
需
要
と
合
わ
せ
る
と
、
ロ
シ
ア
で
は
需
要
量
が
生
産

量
を
上
回
っ
て
大
量
の
穀
物
輸
入
が
必
要
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
も
需
要
量
が
生
産
量
と
拮
抗
す
る
状
態
だ
っ
た
。
ソ
連
時

代
の
畜
産
は
生
産
性
が
低
く
、
飼
料
効
率
が
極
め
て
悪
か
っ
た

が
、
安
価
な
食
肉
等
の
供
給
は
民
心
の
安
定
を
確
保
す
る
上
で

不
可
欠
で
あ
り
、
多
額
の
財
政
負
担
と
飼
料
穀
物
の
大
量
消
費

図2 ウクライナの穀物需給構造の変化

資料：USDA PSD Onlineより筆者作成。
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を
伴
い
な
が
ら
、
こ
れ
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

③

ソ
連
解
体
後
の
市
場
経
済
移
行
に
伴
っ
て
非
効
率
な
畜
産
が

崩
壊
し
た
結
果
、
一
九
九
〇
年
代
に
穀
物
の
飼
料
等
向
け
需
要

が
大
幅
に
縮
小
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
穀
物
生
産
の
回

復
・
拡
大
が
進
む
と
余
剰
が
増
加
し
、
穀
物
輸
出
が
拡
大
し
て

い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
畜
産
の
回
復
も
進
ん
で
く
る

が
、
復
活
し
た
畜
産
は
最
新
技
術
の
導
入
に
よ
り
生
産
性
が
高

く
、
飼
料
穀
物
需
要
の
増
加
は
抑
制
さ
れ
た
。

次
に
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
相
違
点
と
し
て
は
、
以
下
の

点
を
指
摘
で
き
る
。

④

穀
物
の
生
産
量
に
対
す
る
国
内
需
要
量
の
割
合
は
、
ロ
シ
ア

で
高
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
低
い
。
二
〇
一
八
／
一
九
年
度
〜
二

〇
二
〇
／
二
一
年
度
の
三
年
度
平
均
の
値
を
見
る
と
、
ロ
シ
ア

で
は
、
穀
物
の
国
内
需
要
量
は
七
、
二
〇
〇
万
ト
ン
（
う
ち
食

用
等
三
、
二
〇
八
万
ト
ン
、
飼
料
用
等
三
、
九
九
二
万
ト
ン
）

で
、
穀
物
生
産
量
（
一
億
一
、
六
五
六
万
ト
ン
）
に
対
す
る
割

合
は
六
二
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
穀
物

の
国
内
需
要
量
は
二
、
〇
五
二
万
ト
ン
（
う
ち
食
用
等
九
二
三

万
ト
ン
、
飼
料
用
等
一
、
一
二
九
万
ト
ン
）
で
、
穀
物
生
産
量

（
七
、
〇
一
三
万
ト
ン
）
に
対
す
る
割
合
は
二
九
％
と
、
ロ
シ

ア
の
半
分
以
下
の
水
準
で
あ
る
。

⑤

穀
物
の
食
用
等
向
け
需
要
に
つ
い
て
は
、
両
国
の
違
い
の
主

な
理
由
は
人
口
の
差
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
の
人
口
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
約
四
、
一
四
〇
万
人
、
ロ
シ
ア
は
三
・
五
倍
の
約
一

億
四
、
五
九
〇
万
人
で
あ
る（
2
）。

⑥

穀
物
の
飼
料
等
向
け
需
要
に
つ
い
て
は
、
両
国
の
畜
産
の
状

況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
〇
二
一
年
の
食
肉
生
産
量

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
四
四
万
ト
ン
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
は
四

・
七
倍
の
一
、
一
三
五
万
ト
ン
で
あ
る
。
食
肉
生
産
量
の
差
が

人
口
の
差
以
上
に
大
き
い
の
は
、
国
民
一
人
当
た
り
の
食
肉
消

費
量
の
違
い
（
二
〇
二
一
年
の
値
は
、
ロ
シ
ア
の
年
間
七
七
㎏

に
対
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
五
三
㎏
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

背
景
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
所
得
水
準
が
ロ
シ
ア
の
半
分
以
下

（
二
〇
二
一
年
の
購
買
力
平
価
に
よ
る
国
民
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は（
3
）、
ロ
シ
ア
の
三
二
、
八
〇
三
ド
ル
に
対
し
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
一
四
、
二
二
〇
ド
ル
）
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

穀
物
の
生
産
量
で
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
出
量
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア

を
上
回
っ
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
需

給
構
造
は
、
ロ
シ
ア
と
比
較
す
る
と
、
生
産
力
に
対
し
て
国
内
需

要
が
小
さ
く
、
輸
出
余
力
が
大
き
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
穀

物
の
国
内
需
要
の
小
さ
さ
は
、
一
面
で
は
同
国
の
経
済
が
ロ
シ
ア

と
比
べ
て
停
滞
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
も
あ
る
が
、
現
状
に
お

い
て
は
、
通
常
の
条
件
下
で
あ
れ
ば
、
よ
り
大
量
か
つ
安
定
的
な
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穀
物
輸
出
を
可
能
に
し
て
い
る
と
い
う
評
価
が
で
き
る
。

3
�
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸
出
先

次
に
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ど
の
地
域
に
穀
物
、
特
に
世

界
市
場
に
お
け
る
重
要
性
の
高
い
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輸
出

し
て
い
る
か
、
ど
の
地
域
の
国
々
が
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
供
給
に
依
存
し
て
い
る
か
を
確
認
し
よ
う
。

⑴
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
先

最
初
に
、
図
3
で
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
の
地
域
別
動
向
を
確
認

し
よ
う
。
ロ
シ
ア
産
小
麦
の
最
大
の
輸
出
先
は
、
地
理
的
に
近
接

す
る
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
先

は
、
総
輸
出
量
の
増
加
と
と
も
に
多
角
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
総

輸
出
量
に
占
め
る
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
シ
ェ
ア
は
、
こ
れ

に
伴
っ
て
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
二
〇
／
二

一
年
度
に
は
五
二
・
〇
％
、
二
〇
二
一
／
二
二
年
度
（
二
〇
二
一

年
七
月
〜
一
二
月
ま
で
の
半
年
間
。
以
下
「
二
〇
二
一
／
二
二
年

度
前
半
」
と
い
う
）
で
四
五
・
九
％
を
占
め
て
い
る（
4
）。
こ
の

地
域
の
中
で
、
ロ
シ
ア
か
ら
特
に
大
量
の
小
麦
を
輸
入
し
て
い
る

の
は
エ
ジ
プ
ト
と
ト
ル
コ
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
に
お

け
る
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸
出
量
は
、
エ
ジ
プ
ト
八
一
三
万
ト
ン
、
ト

ル
コ
六
九
九
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。

な
お
、
図
3
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
最
近
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出

図3 ロシアの地域別小麦輸出量の推移

資料：ロシア連邦税関庁「通関統計データベース」から筆者作成。
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に
係
る
通
関
統
計
に
お
い
て
「
不
明
国
」
向
け
の
輸
出
が
急
増
し

て
お
り
、
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
に
は
二
〇
九
万
ト
ン
、
二
〇
二

一
／
二
二
年
度
前
半
に
は
四
五
七
万
ト
ン
に
達
し
て
い
る
。
そ
の

大
半
は
イ
ラ
ン
向
け
の
輸
出
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で（
5
）、

こ
れ
を
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
に
含
め
る
と
、
同
地
域
の
シ
ェ

ア
は
、
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
は
五
七
・
五
％
と
な
り
、
二
〇
二

一
／
二
二
年
度
前
半
に
は
六
七
・
五
％
へ
と
急
上
昇
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
シ
ェ
ア
は
、

二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
一
五
・
三
％
、
二
〇
二
一
／
二
二
年
度
前

半
一
四
・
一
％
で
微
減
傾
向
に
あ
り
、
ア
ジ
ア
地
域
の
シ
ェ
ア

は
、
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
一
四
・
〇
％
に
対
し
、
二
〇
二
一
／

二
二
年
度
前
半
は
一
・
九
％
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

逆
に
、
小
麦
輸
入
国
の
側
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
状
況
を
見
て

み
よ
う
。事
例
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
を
取
り
上
げ
る
。エ
ジ
プ
ト
は
、

現
在
、
世
界
最
大
の
小
麦
輸
入
国
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
最

大
の
小
麦
輸
出
先
で
あ
る
。

図
4
―
1
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
二
〇
一
八
年
か
ら
二
〇
年
の
三
年

間
に
お
け
る
小
麦
輸
入（
平
均
年
間
輸
入
量
一
、〇
六
六
万
ト
ン
）

に
つ
い
て
、
輸
入
先
国
別
の
構
成
比
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
国
の
小
麦
総
輸
入
量
の
六
四
％
を
ロ
シ
ア
、
一
八
％
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
が
占
め
、
両
国
の
合
計
シ
ェ
ア
は
八
二
％
に
達
し
て
い
る
。

一
方
、
図
4
―
2
は
、
ロ
シ
ア
が
ま
だ
穀
物
の
純
輸
入
国
だ
っ
た

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
三
年
間
（
平
均
年
間
輸
入
量
五

図4－2 エジプトの小麦輸入：
国別シェア（1998－2000年平均）

図4－1 エジプトの小麦輸入：
国別シェア（2018－20年平均）

資料：図4－1と同じ。資料：FAOSTATから筆者作成。
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三
〇
万
ト
ン
）
に
つ
い
て
、
同
様
に
エ
ジ
プ
ト
の
小
麦
輸
入
量
の

国
別
構
成
比
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
米
国
の
シ
ェ
ア
が

七
三
％
と
圧
倒
的
で
、
豪
州
一
二
％
、
フ
ラ
ン
ス
八
％
が
こ
れ
に

次
い
で
い
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
の
小
麦
輸
入
量
は
ま
だ
ゼ
ロ
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
小
麦
輸
入
量
も
三
千
ト
ン
程
度
と
わ
ず
か
だ
っ

た
。
こ
の
二
〇
年
間
で
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
エ
ジ
プ
ト
の

倍
増
す
る
小
麦
需
要
に
応
え
つ
つ
、
同
国
の
小
麦
市
場
を
席
巻
し

て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
小
麦
市
場
に
お
い
て

米
国
等
か
つ
て
の
主
要
輸
出
国
を
圧
倒
し
、
こ
れ
に
取
っ
て
代
わ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
さ
に
起
因
す
る
小
麦

自
体
の
価
格
の
安
さ
と
、
地
理
的
な
近
さ
に
由
来
す
る
輸
送
費
の

安
さ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
の
小

麦
は
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
な
ど
の
品
質
面
は
劣
る
が
、
エ
ジ
プ

ト
等
の
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
で
主
に
消
費
さ
れ
る
の
は
平
焼

き
パ
ン
で
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
の
低
さ
は
あ
ま
り
問
題
に

な
ら
な
い
。
国
民
の
所
得
水
準
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
価

格
の
低
さ
の
方
が
よ
り
訴
求
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い

え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
よ
り
も
ロ
シ
ア
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
品
質
が
関
係
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
ロ
シ
ア
産
小
麦
は
、
品
質
が
高
く
な
い
と
は
い
え
食
用
の
も

の
が
主
体
で
あ
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
の
小
麦
は
こ
れ
よ
り
も

品
質
が
劣
り
、
飼
料
用
の
も
の
が
多
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
の

食
用
需
要
を
ま
か
な
う
上
で
は
ロ
シ
ア
産
の
方
が
適
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
穀
物
輸
出
が
小
麦
に
重
点

化
す
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
小
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
も

に
輸
出
し
つ
つ
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
で
は
、
気
候
的
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

適
地
が
限
ら
れ
、
適
地
の
広
い
小
麦
に
生
産
・
輸
出
を
重
点
化
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
に
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
よ
り
も
気

候
条
件
に
恵
ま
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
適
地
が
広
い
た
め
、
品
質

で
ロ
シ
ア
に
劣
る
小
麦
よ
り
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
・
輸
出

の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
る
形
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
棲
み
分
け
を
図
っ
て

き
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
小
麦
輸
出
先

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
の
地
域
別
動
向
は
図
5
の

と
お
り
で
あ
る
。
輸
出
先
地
域
は
、
欧
州
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
に
三
分
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
の
シ
ェ
ア
は
、
二
〇
一
六

年
に
は
欧
州
三
九
％
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
三
七
％
、
ア
ジ
ア
二

二
％
で
あ
り
、
そ
の
後
欧
州
と
ア
ジ
ア
の
シ
ェ
ア
が
上
昇
す
る
一

方
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
の
低
下
が
進
み
、
二
〇
一
九

年
に
は
欧
州
五
九
％
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
二
〇
％
と
な
っ
た

が
、
二
〇
二
〇
年
に
は
、
ア
ジ
ア
が
上
昇
を
強
め
、
中
東
も
回
復

を
見
せ
る
一
方
で
、
欧
州
が
大
幅
に
低
下
し
た
結
果
、
各
地
域
の
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シ
ェ
ア
は
同
じ
三
三
％
に
収
斂
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
シ
ェ
ア
拡

大
の
主
た
る
要
因
は
中
国
へ
の
輸
出
の
増
加
で
あ
り
、
二
〇
一
六

年
に
二
八
六
万
ト
ン
だ
っ
た
中
国
向
け
輸
出
量
は
、
二
〇
一
九
年

に
は
四
一
四
万
ト
ン
、
二
〇
二
〇
年
に
は
七
七
一
万
ト
ン
と
急
激

に
増
え
、
こ
の
二
年
と
も
中
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
最
大
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・

ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸

出
は
少
な
く
、
二
〇
二
〇
年
の
輸
出
量
は
同
地
域
全
体
で
約
一
万

ト
ン
に
と
ど
ま
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
麦
輸
出
の
地
域
別
動
向
は
図
6
の
と
お
り
で

あ
る
。主
な
輸
出
先
は
、ア
ジ
ア
と
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
で
あ
り
、

二
〇
一
六
年
以
降
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
の
シ
ェ
ア
が
二
〇
一
九
年

ま
で
低
下
を
続
け
る
一
方
で
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
は

上
昇
を
続
け
て
き
た
。
ア
ジ
ア
の
主
な
輸
出
先
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
等
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
へ
の
輸
出
量
は
、
二
〇
一
八
〜
二
〇
年
平
均
で
年
間
二
六
七
万

ト
ン
に
達
す
る
。
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
の
主
な
輸
出
先
国
は
エ
ジ

プ
ト
、
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
等
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
へ
の
輸

出
量
は
二
〇
一
八
〜
二
〇
年
平
均
で
年
間
二
〇
八
万
ト
ン
で
あ

る
。中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
へ
の
小
麦
輸
出
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ

ア
の
二
〇
一
八
／
一
九
年
度
〜
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
の
平
均
年

間
輸
出
量
一
、
九
〇
七
万
ト
ン
に
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
二
〇
一

図5 ウクライナの地域別トウモロコシ輸出量の推移

資料：FAOSTATから筆者作成。
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八
〜
二
〇
年
の
平
均
年
間
輸
出
量
は
六
九
八
万
ト
ン
で
あ
る
。
サ

ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
も
、
同
期
間
の
小
麦
輸
出
量

は
、
ロ
シ
ア
の
五
七
〇
万
ト
ン
に
対
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
九
九
万
ト

ン
で
あ
る
。
こ
れ
ら
地
域
へ
の
小
麦
の
供
給
に
お
い
て
は
、
確
か

に
ロ
シ
ア
の
輸
出
量
は
大
き
い
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
軽
視
で
き
な

い
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
。
個
別
に
見
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
依

存
度
が
高
い
国
も
あ
り
、
例
え
ば
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
は
、
二
〇
一
八

〜
二
〇
年
に
お
け
る
小
麦
の
平
均
年
間
輸
入
量
七
〇
万
ト
ン
の
う

ち
、
三
四
％
を
フ
ラ
ン
ス
、
二
五
％
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
一
七
％
を

ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
る
。

な
お
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
も
に
、
欧
州
へ
の
小
麦
の
輸

出
量
は
少
な
い
が
、
こ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
が
旧
ソ
連
諸
国
か
ら
の
安
価

な
小
麦
の
輸
入
を
制
限
し
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
制
約

の
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
お
い
て
、
欧
州
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
要

輸
出
先
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

4
�
今
後
の
留
意
点

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
土

が
戦
場
と
な
り
、
ま
た
、
黒
海
沿
岸
の
港
湾
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
封

鎖
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
防
衛
の
た
め
の
機
雷
敷
設
に
よ
っ
て
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
二
〇
二
一

／
二
二
年
度
（
二
〇
二
一
年
七
月
〜
二
二
年
六
月
）
後
半
、
具
体

的
に
は
二
二
年
三
月
以
降
の
穀
物
輸
出
の
実
施
が
困
難
に
な
っ

図6 ウクライナの地域別小麦輸出量の推移

資料：FAOSTATから筆者作成。
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た
。
二
〇
二
一
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
生
産
は
史
上
最
高
の
豊

作
で
あ
り
、
も
と
も
と
二
〇
二
一
／
二
二
年
度
に
は
大
量
の
穀
物

輸
出
が
見
込
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
輸
出
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た

め
、
国
内
に
大
量
の
二
〇
二
一
年
産
穀
物
の
在
庫
が
滞
留
し
た
。

表
2
は
米
国
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
が
毎
月
公
表
し
て
い
る
「
世

界
農
業
需
給
推
計
」（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
）
の
二
〇
二
二
年
九
月
版
か

ら
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
関
係
の
数
値
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
一
／
二
二
年
度
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
二
六
百
万
ト
ン
、
小
麦
を
一
八
・
八
四
百

万
ト
ン
輸
出
し
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
二
二
年
一
月
版

で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
二
〇
二
一
／
二
二
年
度
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
三
三
・
五
百
万
ト
ン
、
小
麦
を
二
四
・
二
百
万
ト
ン
輸
出
す

る
と
推
計
し
て
お
り
、
二
月
末
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
同
年
度
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸
出
量
が
想

定
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
連
と
ト
ル
コ
の
仲
介
に
よ
り
、
七
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
港
湾

か
ら
穀
物
輸
出
を
再
開
す
る
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
る
前
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
、
国
内
に
二
千
万
ト
ン
あ
る
い
は
二
千
五
百
万
ト
ン
の
穀

物
在
庫
が
滞
留
し
て
お
り
、
こ
れ
が
輸
出
さ
れ
な
け
れ
ば
輸
入
国

の
食
料
危
機
を
招
き
、
二
〇
二
二
年
産
穀
物
の
収
穫
に
も
支
障
を

来
す
と
主
張
し
て
い
た
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
二
〇
二
一
／
二
二

年
度
の
輸
出
量
推
計
値
の
減
少
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
に
お
け
る

在
庫
の
滞
留
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

表2 USDA・WASDEによるロシア・ウクライナの穀物生産・輸出動向

資料：USDA, WASDE 2022年9月12日公表版。

（単位：百万トン）
年度 国名 品目 生産 輸出

2020／21実績
ロシア

小麦 85．35 39．10
トウモロコシ 13．87 3．99

ウクライナ
小麦 25．42 16．85

トウモロコシ 30．30 23．86

2021／22推計
ロシア

小麦 75．16 33．00
トウモロコシ 15．23 4．00

ウクライナ
小麦 33．01 18．84

トウモロコシ 42．13 26．00

2022／23予測
（2022．09）

ロシア
小麦 91．00 42．00

トウモロコシ 15．00 4．00

ウクライナ
小麦 20．50 11．00

トウモロコシ 31．50 13．00
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一
方
、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
見
る
と
、
ロ
シ
ア
の
穀
物
輸
出
は
、

西
側
諸
国
に
よ
る
経
済
制
裁
の
直
接
の
対
象
で
は
な
い
が
、
ロ
シ

ア
側
は
、
他
の
制
裁
に
よ
っ
て
穀
物
を
輸
出
す
る
た
め
の
船
便
の

確
保
や
代
金
の
決
済
に
影
響
が
出
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
二

〇
二
一
／
二
二
年
度
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
以
降
の
貿

易
統
計
の
公
表
が
停
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
正
確
な
実
態
は
分
か

ら
な
い
が
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
小
麦
等
の
穀
物
輸
出
は
、
経
済
制

裁
の
影
響
を
受
け
て
数
量
を
減
ら
し
つ
つ
も
、
継
続
し
て
行
わ
れ

た
模
様
で
あ
る（
6
）。
二
〇
二
二
年
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
穀

物
生
産
は
、
こ
れ
ま
で
の
史
上
最
高
の
二
〇
一
七
年
（
穀
物
総
収

穫
量
一
三
五
・
五
百
万
ト
ン
、
う
ち
小
麦
八
六
百
万
ト
ン
）
を
上

回
る
レ
ベ
ル
の
豊
作
が
見
込
ま
れ
て
い
る（
7
）。
制
裁
の
影
響
等

を
受
け
て
、
国
内
の
生
産
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お
り
、
今
後
穀
物

の
輸
出
が
進
ま
ず
、
豊
作
を
相
ま
っ
て
ロ
シ
ア
国
内
の
穀
物
価
格

が
低
下
す
れ
ば
、
穀
物
生
産
者
の
収
益
は
低
下
し
、
経
営
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
も
、
穀
物
の
円

滑
な
輸
出
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
は
制
裁

の
解
除
が
必
要
と
の
主
張
を
こ
と
あ
る
毎
に
行
っ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸
出
の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
二
〇
二
二

年
七
月
二
二
日
に
二
つ
の
文
書
に
署
名
が
行
わ
れ
た
。一
つ
は「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
港
湾
か
ら
の
穀
物
及
び
食
品
の
安
全
な
輸
送
に
関
す

る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
で
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ト
ル
コ
、

国
連
の
代
表
が
署
名
し
て
い
る
。
当
面
一
二
〇
日
間
の
有
効
期
間

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
ロ
シ
ア
産
の
食
品
及
び
肥

料
の
世
界
市
場
へ
の
展
開
に
つ
い
て
の
協
力
に
係
る
ロ
シ
ア
連
邦

と
国
連
事
務
局
の
間
の
相
互
理
解
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」

で
、
こ
ち
ら
は
ロ
シ
ア
（
ベ
ロ
ウ
ー
ソ
フ
第
一
副
首
相
）
と
国
連

（
グ
テ
ィ
エ
レ
ス
事
務
局
長
）
の
間
で
署
名
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
合
意
（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
に
基
づ
き
、
八
月
一
日
よ

り
、
封
鎖
さ
れ
て
い
た
オ
デ
ー
サ
等
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
三
港
湾
か
ら

の
穀
物
輸
出
が
再
開
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
報
道
に
よ
れ

ば
、
こ
の
方
式
に
よ
る
農
産
物
の
輸
出
は
八
月
二
七
日
時
点
で
一

百
万
ト
ン
に
達
し
た（
8
）。

二
つ
目
の
合
意（
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
）の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、

ロ
シ
ア
の
穀
物
や
肥
料
の
円
滑
な
輸
出
の
確
保
に
係
る
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
品
目
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
西
側
諸
国
の
経

済
制
裁
の
直
接
の
対
象
で
は
な
い
が
、
ロ
シ
ア
側
は
制
裁
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
し
か
る
べ
き
輸
出

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
合
意
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
こ
れ

ら
の
輸
出
が
円
滑
に
進
ま
な
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
第
二
の
合
意
を

盾
に
と
っ
て
第
一
の
合
意
の
継
続
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。今

の
と
こ
ろ
合
意
に
基
づ
く
穀
物
の
輸
出
は
続
い
て
お
り
、
国

際
価
格
も
一
時
か
ら
は
落
ち
着
い
た
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
ロ
シ

ア
側
が
こ
の
合
意
を
も
と
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
く
る

か
、
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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（
1
）
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
の
穀
物
（G

rains

）
の
内
訳
は
、
大
麦
（B

arley

）、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ（C

orn

）、
キ
ビ（M

illet

）、
エ
ン
麦（O

ats

）、
精
米（R

ice,

M
illed

）、ラ
イ
麦（R

ye

）、ソ
ル
ガ
ム（Sorghum

）、小
麦（W

heat

）。

（
2
）
人
口
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
統
計
庁
及
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
統
計
局
に
よ

る
年
平
均
値
。

（
3
）
購
買
力
平
価
に
よ
る
国
民
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
値
は
、
世
界
銀
行

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
。

https://data.w
orldbank.org/indicator/N

Y.G
D
P.PC

A
P.PP.C

D
?m

ost_recent_value_desc=
true

（
4
）
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
量
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
税
関
庁
の
通
関
統
計
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（http://stat.custom

s.ru/apex/f?p=
201:2:6726498

20124882::N
O

）
に
よ
る
。
同
庁
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
開
始
以

降
、
通
関
統
計
デ
ー
タ
の
新
規
公
表
を
停
止
し
て
お
り
、
現
在
公
表

さ
れ
て
い
る
数
値
は
二
〇
二
一
年
一
二
月
分
ま
で
で
あ
る
。

（
5
）
長
友
謙
治
（
二
〇
二
二
）「
令
和
三
年
度
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
『
ロ

シ
ア
―
農
水
産
物
純
輸
出
国
へ
の
転
換
、
輸
出
規
制
の
拡
大
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
―
』」
二
二
ペ
ー
ジ
注
（
一
三
）
参
照
。

https://w
w
w
.m

aff.go.jp/prim
aff/kanko/project/attach/pdf/2

20331_R
03cr09_03.pdf

（
6
）
ロ
シ
ア
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
誌
「
ア
グ
ロ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
ル
」
二
〇

二
二
年
七
月
号
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
連
邦
農
業
省
の
暫
定
的
な
評
価

で
は
、
二
〇
二
一
／
二
二
年
度
の
ロ
シ
ア
の
小
麦
輸
出
量
は
三
七
百

万
ト
ン
と
の
こ
と
で
、
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
の
三
八
百
万
ト
ン（
本

稿
図
3
の
デ
ー
タ
）
よ
り
若
干
減
少
し
て
い
る
。

（
7
）
二
〇
一
七
年
の
ロ
シ
ア
の
穀
物
収
穫
量
の
数
値
は
ロ
シ
ア
連
邦
統
計

庁
に
よ
る
。
同
庁
の
数
値
は
、
ク
リ
ミ
ア
を
対
象
に
含
む
こ
と
、
対

象
穀
物
の
範
囲
が
広
い
こ
と
か
ら
、
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
数

値
よ
り
若
干
大
き
い
。

（
8
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
農
業
情
報
会
社
Ａ
Ｐ
Ｋ
イ
ン
フ
ォ
ル
ム
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
八
月
二
九
日
付
け
記
事
。
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1
�
は
じ
め
に

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
向
け
、
多
種
・
多
様
・
多
機
能
な
農

業
機
械
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
農
業
機
械
の
ほ
場
へ
の
進
入
の

可
否
や
か
ん
水
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
判
断
な
ど
、
土
壌
水
分
量
は
重

要
な
土
壌
物
理
性
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
場
面
に
お
い
て

も
ほ
場
の
排
水
性
の
評
価
や
作
物
・
雑
草
等
の
生
育
診
断
等
、
土

壌
水
分
量
の
連
続
測
定
が
不
可
欠
な
研
究
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。

半
世
紀
以
上
前
ま
で
は
土
壌
水
分
量
は
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
採

取
し
電
気
炉
等
を
用
い
て
一
〇
五
℃
で
二
四
時
間
乾
燥
さ
せ
て
、

質
量
の
減
少
分
を
土
壌
水
分
量
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
現
地
ほ
場
等
で
の
土
壌
水
分
量
の
連
続
測
定
は
困
難

で
あ
っ
た
。
八
〇
年
代
に
入
っ
て
Ｔ
Ｄ
Ｒ
（T

im
e

D
om

ain
R
ef

lectom
etry

）
が
実
用
レ
ベ
ル
で
開
発
さ
れ
て
以
来
、
操
作
・
解

析
の
困
難
さ
や
機
材
の
大
き
さ
な
ど
の
問
題
は
残
る
も
の
の
、
多

く
の
研
究
者
が
土
壌
水
分
量
の
連
続
測
定
を
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
近
年
で
は
、
機
材
の
小
型
化
や
解
析
の
自
動
化
等
が
進

み
、
多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
様
々
な
土
壌
水
分
量
を
測
定
す
る
セ

ン
サ
ー
（
以
下
、
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
）
が
開
発
・
販
売
さ
れ
て

い
る
。

土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
を
適
切
に
使
用
す
る
に
は
、
セ
ン
サ
ー
の

種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
測
定
対
象
と
な
る
土
壌
条
件
毎
に
校
正
を

実
施
し
、
セ
ン
サ
ー
の
出
力
値
と
実
際
の
土
壌
水
分
量
（
本
稿
で

は
、
体
積
含
水
率
θ
㎥
／
㎥
を
対
象
と
す
る
）
の
関
係
式
（
校
正

式
と
呼
ぶ
）を
得
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
の
慣
行
法
は
、

作
業
自
体
は
難
し
く
な
い
も
の
の
、
多
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す

る
。
そ
こ
で
、
開
発
・
販
売
メ
ー
カ
ー
は
一
般
的
な
校
正
式
を
マ

量
販
型
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
Ｅ
Ｃ‐

5
の
簡
易
校
正
法

望
月
秀
俊

農
研
機
構

西
日
本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

中
山
間
営
農
研
究
領
域

地
域
営
農
グ
ル
ー
プ
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ニ
ュ
ア
ル
等
に
記
載
し
て
い
る
が
、
土
壌
毎
に
校
正
を
実
施
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に
つ
い
て
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
、
土
壌
水
分
量
の
増
減
量
が
研
究
対
象
に
な
る
場
合
は
、
土
壌

毎
の
校
正
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー

の
個
体
差
が
大
き
い
セ
ン
サ
ー
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
サ
ー
毎
の
校

正
も
望
ま
し
い
。

著
者
ら
は
、
水
田
転
換
畑
を
中
心
と
し
た
四
五
地
点
の
土
壌
に

つ
い
て
慣
行
法
で
校
正
を
行
い
、
校
正
式
に
含
ま
れ
る
傾
き
と
切

片
の
間
に
強
い
相
関
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
切
片－

傾
き
関
係
を

も
と
に
、
一
定
の
精
度
を
保
ち
つ
つ
、
慣
行
法
に
比
べ
て
著
し
く

時
間
と
労
力
を
削
減
で
き
る
簡
易
校
正
法
を
開
発
し
た
の
で
、
紹

介
す
る
。
尚
、
本
稿
で
は
、
日
本
国
内
で
広
く
普
及
し
て
い
る
Ｍ

Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
の
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
Ｅ
Ｃ‐
5
を
対
象
の
土
壌
水

分
セ
ン
サ
ー
と
し
た
（
図
1
）。
ま
た
、
セ
ン
サ
ー
は
デ
ー
タ
ロ

ガ
ー
に
接
続
し
て
土
壌
水
分
量
の
連
続
測
定
に
使
用
さ
れ
る
が
、

デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
出
力
値
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
の
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
Ｅ
Ｃ‐

5
を
接

続
し
て
使
用
す
る
組
み
合
わ
せ
を
採
用
し
た
（
図
1
）。

2
�
慣
行
の
校
正
法

慣
行
の
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
の
校
正
は
、
以
下
の
手
順
で
実
験

室
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
。
①
測
定
対
象
ほ
場
の
土
壌
水
分
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
た
位
置
の
近
傍
か
ら
、
校
正
用
容
器
の
大
き
さ

図1 土壌水分センサーEC‐5（左）とデータロガーの例（右）

量販型土壌水分センサーEC‐5の簡易校正法 ����������������
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と
乾
燥
密
度
で
決
定
さ
れ
る
必
要
量
の
土
壌
を
採
取
し
、
風
乾
・

篩
別
す
る
。
②
同
時
に
一
〇
〇
㏄
サ
ン
プ
ラ
ー
等
の
定
積
容
器
を

用
い
て
採
土
し
た
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
、
乾
燥
密
度
を
測
定

す
る
。
③
②
で
測
定
し
た
乾
燥
密
度
で
、
水
分
量
を
調
整
し
た
土

壌
を
校
正
用
容
器
に
充
填
し
た
後
、
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
を
挿
入

し
、
土
壌
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
一
晩
程
度
静
置

す
る
。
④
土
壌
水
分
量
の
測
定
を
行
い
、
セ
ン
サ
ー
の
出
力
値
を

記
録
す
る
。
⑤
セ
ン
サ
ー
を
撤
去
し
た
後
、
セ
ン
サ
ー
挿
入
位
置

周
辺
の
土
壌
を
採
取
し
て
、
炉
乾
法
で
土
壌
水
分
量
を
測
定
す

る
。
⑥
充
填
土
壌
を
校
正
容
器
か
ら
取
り
除
き
、
次
の
水
分
条
件

に
水
分
量
を
再
調
整
す
る
。
⑦
③
〜
⑥
の
手
順
を
風
乾
か
ら
飽
和

体
積
含
水
率
近
傍
ま
で
の
五
水
分
条
件
程
度
に
つ
い
て
繰
り
返

す
。
⑧
得
ら
れ
た
セ
ン
サ
ー
の
出
力
値
と
水
分
量
の
関
係
を
、
適

切
な
関
数
型
で
近
似
し
て
校
正
式
を
得
る
（M

ochizuki
and

Sakaguchi,2020

）。

本
稿
で
対
象
と
す
る
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
の
Ｅ
Ｃ‐

5
に
つ
い
て

は
、
同
社
の
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
接
続
し
て
使
用
す
る
場
合
の
鉱
質

土
壌
向
け
の
校
正
式
と
し
て
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
（
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
の
デ
ー

タ
ロ
ガ
ー
に
接
続
し
た
時
の
出
力
値
：
無
次
元
）
を
変
数
と
し
た

式
⑴
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（M

ET
ER

G
roup

Inc.,2021

）。

3
�
切
片一

傾
き
関
係
に
も
と
づ
く
簡
易
校
正
法

著
者
ら
は
、
前
述
の
通
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
の
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

に
接
続
し
た
Ｅ
Ｃ‐

5
に
つ
い
て
、
水
田
転
換
畑
土
壌
を
中
心
と

し
た
四
五
土
壌
に
つ
い
て
、
風
乾
か
ら
飽
和
ま
で
の
五‐

六
の
水

分
量
条
件
に
対
し
て
、慣
行
法
を
用
い
て
校
正
を
行
っ
た
。ま
た
、

セ
ン
サ
ー
の
出
力
値
に
は
Ｒ
Ａ
Ｗ
を
、
関
数
型
に
は
Ｅ
Ｃ‐

5
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
提
示
さ
れ
た
校
正
式
（
式
⑴
）
と
同
じ
一
次
の
線

形
式
を
用
い
た
。
そ
の
結
果
、
校
正
式
の
傾
き
ａ
（
㎥
／
㎥
）
と

切
片
ｂ
（
㎥
／
㎥
）
は
、
乾
燥
密
度
や
土
粒
子
密
度
、
固
相
率
な

ど
の
土
壌
物
性
値
と
の
相
関
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ａ
と
ｂ
の
間
に
強
い
相
関
が
あ
り
、
ｂ
が
ａ
の
一
次
式
で
表
現
で

き
る
こ
と
を
見
出
し
た
（
式
⑵
）。

ま
た
、
海
外
を
含
む
既
往
の
研
究
報
告
か
ら
、
同
一
の
条
件
下
で

校
正
式
を
決
定
し
て
い
る
一
五
の
ａ
と
ｂ
の
文
献
値
も
式
⑵
上
に

プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
図
2
）。

ｂ
が
ａ
の
一
次
式
で
表
さ
れ
る
こ
と（
傾
き－

切
片
関
係
）は
、

土
壌
の
種
類
等
に
関
係
な
く
、
Ｅ
Ｃ‐

5
の
校
正
式
が
、
ａ－

ｂ

平
面
の
一
点
（
特
異
点
）
の
近
傍
を
通
過
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
校
正
式
が
一
次
式
の
関
数
型
を
有
す
る
と
す
る
と
、
特
異

点
と
も
う
一
組
の
体
積
含
水
率
θ’
（
㎥
／
㎥
）
と
対
応
す
る
Ｒ
Ａ

���������������� 量販型土壌水分センサーEC‐5の簡易校正法
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Ｗ
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
θ’
が
求
め
ら
れ
れ
ば
、
セ
ン
サ
ー
の
校
正
式
を
決
定

で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
著
者
ら
は
、
式
（
2
）
か

ら
特
異
点
（
Ｒ
Ａ
Ｗ
0
、
θ0

）
を
（698.5,

.1275

）
と
決
定
し
、

実
測
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
Ｒ
Ａ
Ｗ
θ’
と
体
積
含
水
率
θ’
を
用
い
た

校
正
式
（
式
⑶
）
を
提
示
し
た
（M

ochizuki
and

Sakaguchi,
2020

）。
一
方
で
、
著
者
ら
は
、
様
々
な
Ｒ
Ａ
Ｗ
θ’
と
θ’
に
対
し
て
式
⑶

を
適
用
し
て
決
定
し
た
校
正
式
を
用
い
て
、
体
積
含
水
率
θ
㎥
／

㎥
を
推
定
し
た
場
合
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
θ’
と
θ’
が
特
異
点
に
近
く
な
る
ほ

ど
、
θ
の
推
定
精
度
が
落
ち
る
こ
と
を
、
黒
ボ
ク
土
・
黄
色
土
・

灰
色
低
地
土
の
三
土
壌
で
確
認
し
た
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
公
表
の

誤
差
範
囲
の
精
度
で
θ
を
推
定
す
る
た
め
に
は
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
θ’＞

九

〇
〇
で
あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
望
月
・
坂

口
、
二
〇
二
一
）。

以
上
に
示
し
た
通
り
、
傾
き－

切
片
関
係
に
基
づ
い
た
本
法
の

場
合
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
も
の
の
一
回
の
現
地
サ

ン
プ
リ
ン
グ
で
土
壌
・
セ
ン
サ
ー
毎
の
校
正
式
を
決
定
で
き
る
た

め
、
試
料
の
調
製
等
に
係
る
時
間
と
労
力
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

図2 EC‐5の校正式の傾き（ａ）と切片（ｂ）の関係
校正式の傾き（ａ）

校
正
式
の
切
片
（

）
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4
�
お
わ
り
に

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
等
に
向
け
、
重
要
な
土
壌
特
性
の
一
つ

で
あ
る
土
壌
水
分
量
の
精
緻
な
測
定
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
多
大

な
時
間
と
労
力
を
必
要
と
し
て
い
た
土
壌
水
分
セ
ン
サ
ー
の
校
正

に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
の
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
接
続
し
た
土
壌

水
分
セ
ン
サ
ー
Ｅ
Ｃ‐
5
を
対
象
と
し
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
土
壌
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
一
定
の
精
度
を

保
ち
つ
つ
、
慣
行
法
と
比
べ
て
著
し
く
時
間
と
労
力
を
削
減
で
き

る
簡
易
校
正
法
を
紹
介
し
た
。
尚
、
本
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
公
表
資
料
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
著
者
ら
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
土
壌
サ
ン
プ
リ

ン
グ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
手
法
に
つ
い
て
も
、
今
後
公
表
予
定

（M
ochizuki

and
Sakaguchi,2023

）
で
あ
る
。
当
該
法
は
、

校
正
を
し
て
い
な
い
過
去
の
土
壌
水
分
量
の
連
続
測
定
デ
ー
タ
に

つ
い
て
も
適
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
農
業
土
木
学
や
土
壌
肥

料
学
分
野
等
の
土
壌
水
分
量
自
身
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
分
野

以
外
の
、
栽
培
学
等
の
研
究
分
野
で
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
尚
、
当
該
法
も
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
社
製
の
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー
に
接
続

し
た
Ｅ
Ｃ‐

5
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
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